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最
近
、わ
が
国
の
大
手
企
業
に
お
い

て
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ

て
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
を
考
慮
す
る

方
針
を
示
す
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
始
め
て
い

る
。そ
の
た
め
、中
小
企
業
に
と
って
、「
脱

炭
素
」に
取
り
組
ま
な
い
こ
と
は
、大
手

企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
外
さ
れ

る
、あ
る
い
は
新
た
な
受
注
の
機
会
を
喪

失
す
る
リ
ス
ク
と
な
り
つつ
あ
る
。

　

と
は
い
え
、日
々
の
業
績
に
追
わ
れ
る

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、「
脱
炭
素
」は

〝
青
天
の
霹
靂
〞の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
も

し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、本
稿
で
は
、わ
が
国
が「
脱
炭

素
」に
舵
を
切
っ
た
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

と
言
え
る
、「
パ
リ
協
定
」、「
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
、

「
2
0
3
0
年
46
％
削
減
目
標
」の
３
つ

に
つい
て
、解
説
を
し
た
い
。

パ
リ
協
定

　
パ
リ
協
定
の
前
身
で
あ
り
、C
O
P
3

（
開
催
地
：
日
本・京
都
）で
採
択
さ
れ
た

「
京
都
議
定
書
1
」に
着
目
す
る
。本
議

定
書
は
、2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
2

年
ま
で
の
第
一
約
束
期
間
と
い
わ
れ
る
5

年
間
の
取
組
み
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る

が
、2
0
0
5
年
か
ら
、2
0
1
3
年
以

降
の
取
組
み
の
検
討
を
開
始
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
た
。こ
れ
に
基
づ
き
、

2
0
0
5
年
か
ら「
京
都
議
定
書
改

正
に
関
す
る
特
別
作
業
部
会

（
A
W
G
-K
P
）」を
皮
切
り
に
議
論
が

始
ま
っ
た
が
、そ
の
後
の
議
論
が
紛
糾
し
、

2
0
1
2
年
12
月
の
C
O
P
16（
第
16

回
締
結
国
会
合
、開
催
地
：
カ
タ
ー
ル・

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」（
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
）を

2
0
2
1
年
5
月
に
一
部
改
正
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、パ
リ
協
定
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
、2
0
5
0
年
ま
で
に
脱
炭
素
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
が
基
本
理
念
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
4
。

　

岸
田
文
雄
首
相
の
C
O
P
26
で
の
発

言
に「
野
心
的
」と
い
う
表
現
が
あ
っ
た

と
お
り
、わ
が
国
政
府
の「
脱
炭
素
」へ
の

取
組
み
意
欲
は
、パ
リ
協
定
を
き
っ
か
け

に
、最
近
よ
く
耳
に
す
る「
低
炭
素
」か

ら「
脱
炭
素
」へ
と
大
き
く
高
ま
っ
た
と
い

え
る
。

2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

　

2
0
2
0
年
10
月
26
日
の
菅
義
偉

（
よ
し
ひ
で
）首
相（
当
時
）に
よ
る
所
信

表
明
演
説
で
の「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」は
、「
脱
炭
素
」へ
の

転
換
に
向
け
て
ア
ク
セ
ル
を
大
き
く
踏
み

込
ん
だ
も
の
と
い
え
る
5
。

　

こ
の「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
」を
踏
ま
え
て
登
場
し
た
の

が
、「
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」で
あ
る
。経

済
産
業
省
で
は
、グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
に

お
い
て
、

温
暖
化
へ
の
対
応
を
、経
済
成
長
の
制

約
や
コ
ス
ト
と
す
る
時
代
は
終
わ
り
、国

際
的
に
も
、成
長
の
機
会
と
捉
え
る
時

代
に
突
入
。

↓
従
来
の
発
想
を
転
換
し
、積
極
的
に

対
策
を
行
う
こ
と
が
、産
業
構
造
や

社
会
経
済
の
変
革
を
も
た
ら
し
、次

な
る
大
き
な
成
長
に
繋
が
っ
て
い
く
。

ド
ー
ハ
）で
、よ
う
や
く
京
都
議
定
書
の
改

正
案
2
が
採
択
さ
れ
た
。し
か
し
、こ
の
議

定
書
改
正
案
は
、発
効
に
必
要
な
締
約

国
（
1
9
2
か
国
）の
4
分
の
3

（
1
4
4
か
国
）の
批
准
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。こ
の
結
果
、気
候
変
動
枠
組
条

約
は
、2
0
1
3
年
以
降
の
ル
ー
ル
が
な

い
状
態
に
陥
り
、事
実
上
、京
都
議
定
書

が
機
能
停
止
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
危
機
の
な
か
、2
0
1
5
年

11
月
の
C
O
P
21（
第
21
回
締
結
国
会

合
、開
催
地
：
フ
ラ
ン
ス・パ
リ
）で
採
択
さ

れ
た
パ
リ
協
定
が
、京
都
議
定
書
の
後
継

と
し
て
登
場
す
る
。パ
リ
協
定
で
は
、京

都
議
定
書
で
合
意
で
き
な
か
っ
た

2
0
1
3
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で
の

第
二
約
束
期
間
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
ま

ま
、2
0
2
0
年
以
降
の
新
た
な
ル
ー
ル

が
決
定
さ
れ
た
3
。ま
た
、歴
史
上
初
め

て
、す
べ
て
の
国
が
参
加
す
る
公
平
な
合

意
で
あ
り
、発
展
途
上
国
に
も
先
進
国

と
同
様
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

が
求
め
ら
れ
、産
業
革
命
前
か
ら
の
世
界

の
平
均
気
温
上
昇
を「
2
℃
未
満
」に
抑

え
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
パ
リ
協
定
を
受
け
て
、わ
が
国
で

は
、2
0
1
9
年
6
月
に
、「
パ
リ
協
定
に

基
づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」

を
策
定
し
、
国
連
に
提
出
し
た
。

2
0
2
1
年
10
月
に
は
、2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニュー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
基
本
的

な
考
え
方
等
を
示
す「
パ
リ
協
定
に
基
づ

く
成
長
戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」を

閣
議
決
定
し
、国
連
へ
提
出
し
て
い
る
。

ま
た
、京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
1
9
9
8
年
に
成
立
し
た

こ
う
し
た「
経
済
と
環
境
の
好
循
環

を
作
っ
て
い
く
産
業
政
策
＝
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
」

国
と
し
て
、可
能
な
限
り
具
体
的
な
見

通
し
を
示
し
、高
い
目
標
を
掲
げ
て
、民

間
企
業
が
挑
戦
し
や
す
い
環
境
を
作
る

必
要
。

↓
産
業
政
策
の
観
点
か
ら
、成
長
が
期

待
さ
れ
る
分
野
・
産
業
を
見
い
だ
す

た
め
に
も
、ま
ず
は
、2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
及
び
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
絵
姿
を
示
す
こ
と

が
必
要
。

↓
こ
う
し
て
導
き
出
さ
れ
た
成
長
が
期

待
さ
れ
る
産
業（
14
分
野
）に
お
い

て
、高
い
目
標
を
設
定
し
、あ
ら
ゆ
る

政
策
を
総
動
員
。

と
いっ
た
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
の
下
、電
力
部
門
の

「
脱
炭
素
」を
大
前
提
に
、電
力
部
門
と

非
電
力
部
門
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
二
酸

化
炭
素
排
出
の
削
減
手
段
等
を
記
し
た

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た

イ
メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、国
内

外
の
民
間
資
金
や
E
S
G
投
資
6
資
金

を
、国
内
の
グ
リ
ー
ン
成
長
分
野
に
充
て

る
こ
と
を
第
一
義
に
捉
え
、具
体
的
に
成

長
が
期
待
さ
れ
る
産
業
と
し
て
14
分
野

（
図
表
1
）を
設
定
し
た
上
で
、分
野
ご
と

に
ロ
ー
ド
マッ
プ
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、経
済
産
業
省
が
2
0
2
1
年

3
月
12
日
に
公
表
し
た
ニュ
ー
ス
リ
リ
ー

ス「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
事
業

の
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
」の
と
お

り
、グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
の「
4
．分
野
横

断
的
な
主
要
政
策
ツ
ー
ル（
1
）予
算
」の

中
で
示
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

基
金
事
業（
2
兆
円
基
金
）の
基
本
方
針

が
示
さ
れ
た
。本
事
業
は
、経
済
産
業
省

産
業
技
術
環
境
局
が
責
任
主
体
と
な

り
、産
業
構
造
審
議
会
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
が
分
野
別

資
金
配
分
方
針
を
作
成
し
、同
部
会
の

下
に
設
け
ら
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
研
究
開
発
・
社
会
実
装
計
画
を
作
成

す
る
。そ
の
実
施
主
体
は
、新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
N
E
D
O
）で
あ
る
。こ
の
基
本
方
針
を

踏
ま
え
、翌
4
月
に
は
、同
基
金
で
組
成

さ
れ
る
18
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
示
さ
れ
7
、

図
表
１
で
示
し
た
14
分
野
と
関
連
付
け

が
な
さ
れ
な
が
ら
、全
体
と
し
て
、産
業

　

こ
の「
2
0
3
0
年
46
％
削
減
目
標
」

を
受
け
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
政
策
法
第

12
条
に
基
づ
き
、第
6
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
計

画
が
策
定
さ
れ
た
10
。策
定
に
あ
た
って
の

重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、以
下
の
2
つ
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
達
成
への
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。

１
．
昨
年
10
月
に
表
明
さ
れ
た

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」や
今
年
4
月
に
表
明
さ
れ
た
新
た

な
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
実

現
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
道
筋

を
示
す
こ
と

２
．気
候
変
動
対
策
を
進
め
な
が
ら
、日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
が
抱
え
る

課
題
の
克
服
に
向
け
、安
全
性
の
確
保

を
大
前
提
に
安
定
供
給
の
確
保
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
取
組

を
示
す
こ
と

中
小
企
業
に
も
求
め
ら
れ
る

「
脱
炭
素
」へ
の
対
応

　

2
0
2
2
年
6
月
7
日
に
、岸
田
政

権
と
し
て
初
と
な
る
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針（
骨
太
方
針
）11
が
公

表
さ
れ
た
。こ
の
中
で
も
、「
脱
炭
素
」への

投
資
を
後
押
し
す
る
重
点
的
な
環
境
整

備
を
行
う
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
　
「
脱
炭
素
」の
機
運
が
高
ま
る
中
、中

小
企
業
は
、こ
の
潮
流
に
乗
り
遅
れ
て
し

ま
う
と
、今
後
、経
営
上
で
高
い
リ
ス
ク
を

負
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

の
構
造
転
換
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、2
0
2
0
年
12
月
に
設
置

さ
れ
た
官
邸
主
導
の「
国・地
方
脱
炭
素

実
現
会
議
」か
ら
、2
0
2
1
年
6
月

に
、「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」が
示

さ
れ
た
。副
題
に
は「
地
方
か
ら
は
じ
ま

る
、次
の
時
代
へ
の
移
行
戦
略
」と
あ
り
、

そ
の
内
容
は
、「
地
域
課
題
を
解
決
し
、

地
域
の
魅
力
と
質
を
向
上
さ
せ
る
地
方

創
生
に
資
す
る
脱
炭
素
に
国
全
体
で
取

り
組
み
、さ
ら
に
世
界
へ
と
広
げ
る
た
め

に
、特
に
2
0
3
0
年
ま
で
に
集
中
し
て

行
う
取
組・施
策
を
中
心
に
、地
域
の
成

長
戦
略
と
も
な
る
地
域
脱
炭
素
の
行
程

と
具
体
策
を
示
す
も
の
」で
あ
る
。具
体

策
と
し
て
、2
0
3
0
年
度
ま
で
に
、国

内
1
0
0
か
所
以
上
の
地
域
を
脱
炭
素

化
す
る
た
め
、地
域
住
民
の
行
動
変
容

を
、環
境
省
を
中
心
と
し
た
国
が
積
極

的
に
支
援
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
等
、地

域
脱
炭
素
が
、地
域
の
成
長
戦
略
と
な

り
、地
域
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

2
0
3
0
年
46
％
削
減
目
標

　
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

宣
言
」は
長
期
目
標
で
あ
る
が
、中
期
目

標
も
示
さ
れ
て
い
る
。2
0
2
1
年
4
月

に
開
催
さ
れ
た
米
国
主
催
の
気
候
サ
ミ
ッ

ト
に
お
い
て
、菅
総
理（
当
時
）は
、

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
達
成
に
向
け
て
、2
0
3
0
年
度
に
お

い
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
2
0
1
3
年
度

か
ら
の
46
％
削
減
を
目
指
す
8
こ
と
を
表

明
し
た
9
。

1　京都議定書では、先進国に対し「2008年から2012年の第一約束期間の5年間に、温室効果ガスを少なくとも5％削減する」ことを目標として掲げた。さらに、先進国は各国毎に削減
目標を決め、1990年比で、わが国は6％、米国は7％、EUは8％と定めた。一方、「歴史的に排出してきた責任のある先進国が最初に削減対策を行うべき」という気候変動枠組条約の
合意が反映され、発展途上国に対して温室効果ガス排出削減の義務を課していない。
2　2013年から2020年までの8年間を第二約束期間とすること、二酸化炭素排出量を1990年比18％削減すること、温室効果ガスに三フッ化窒素（NF3）を追加すること等が盛り込
まれていた。
3　外務省ホームページによると、当時の安倍総理が首脳会合に出席し、わが国からは2020年に現状の1.3倍となる約1.3兆円の途上国向け資金支援を発表した。先進国全体で
2020年までに年間1,000億ドルという資金支援目標の達成に向け取り組むことを約束し、この合意に向けた交渉を後押しした。その後も、わが国は積極的に気候変動交渉に参加
し、2018年12月のCOP24（第24回締結国会合、開催地：ポーランド・カトヴィツェ）におけるパリ協定の実施指針（ルールブック）採択に貢献した。
4　環境省大臣官房環境計画課 澁谷潤（2021.10）「改正地球温暖化対策推進法について」を参照。

サプライチェーンの中で
中小企業にも求められる「脱炭素」への対応

（執筆者：信金中央金庫 地域・中小企業研究所　上席調査役　藁品 和寿）

（図表1）成長が期待される14分野

（出所）「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」p.29

5　「2050年カーボンニュートラル」の根拠となっているのは、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）が2018年10月に公表した「1.5℃特別報告書」である。本報告書は、2015年の
COP21（第21回締結国会合、開催地：フランス・パリ）において、いわゆる「1.5℃努力目標」に関する科学的知見の不足が指摘されたことから、2050年までにカーボンニュートラルが
必要であることの科学的根拠を示したものである。
6　企業価値評価において、定量的な財務分析に加えて、非財務情報である「環境（Environment）、社会（Social）、企業統治（Governance）」を考慮する投資活動。
7　詳細は、経済産業省ホームページ（https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/gifund/index.html）を参照。
8　外務省ホームページ（https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/ch/page6_000548.html）を参照。なお、2030年目標について、米国は50～52％削減（2005年比）、EUは55％
削減（1990年比）、英国は68％削減（1990年比）等が示されている。
9　電力中央研究所や英調査会社ウッドマッケンジーが具体的な数値による予測を示して、達成は困難とする意見を公表している。（巽（2021）p.72-73）
10　経済産業省ホームページ（https://www.meti.go.jp/press/2021/10/20211022005/20211022005.html）を参照。
11　内閣府ホームページ（https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/2022/decision0607.html）を参照。

－ わが国が「脱炭素」に舵を切った
ターニングポイントの解説 －

サプライチェーンの中で
中小企業にも求められる「脱炭素」への対応

2 1サプライチェーンの中で中小企業にも求められる「脱炭素」への対応 サプライチェーンの中で中小企業にも求められる「脱炭素」への対応



（図表1）デジタルプラットフォームと地域プラットフォーム

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

対
抗
す
る
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
の
コ
ロ

ナ
禍
の
追
い
打
ち
は
、我
々
個
人
や

企
業
に
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
し
、

デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
到
来
を
よ
り

身
近
な
も
の
と
し
た
。
G
A
F
A

（
G
o
o
g
l
e
・
A
m
a
z
o
n
・

F
a
c
e
b
o
o
k・A
p
p
l
e
）

を
は
じ
め
と
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

型
ビ
ジ
ネ
ス
の
潮
流
は
大
き
く
、市
場

経
済
に
対
す
る
社
会
通
念
ま
で
覆
す

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。具
体
的

に
は
、従
来
の
企
業
に
よ
る
直
線
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、す
な
わ
ち
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
や
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
と
い
わ

れ
る
企
業
か
ら
個
人
へ
と
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
、そ
し
て
価
値
を
効
率
的
に
流
す

シ
ス
テ
ム
が
揺
ら
い
で
い
る
。プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、参
加
者

（
ユ
ー
ザ
ー
）間
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、社
会
的
通
貨
を
交

換
し
や
す
く
し
、あ
ら
ゆ
る
参
加
者

が
価
値
を
創
造
で
き
る
よ
う
に
な

る
。プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス

は
、第
三
者
間
の
取
引
を
活
性
化
さ

せ
た
り
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
す

基
盤
や
仕
組
み
と
い
え
る
。プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
は
自
ら
が
所
有
や
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
な
い
資
源
を
用
い
て

価
値
を
創
造
す
る
。デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
お
い
て
、企
業
の
価
値
と
は
、何

を
所
有
し
て
い
る
か
よ
り
も
、何
を
結

び
つ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
専
門
的
な

「
つ
な
げ
る（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
）」機

能
に
あ
る
。経
済
の
基
本
は
、も
は
や

生
産
と
消
費
の
み
で
は
な
く
な
っ
た
。

「
つ
な
が
る
」「
つ
な
げ
る
」こ
と
自
体

が
価
値
を
生
む
。「
共
感
」で
つ
な
が

る
人
達
が
価
値
を
も
た
ら
し
、企
業

か
ら
個
人
へ
と
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
が
起
こ
っ

て
い
る
。デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
場
合
、運
営
主
体
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
の
P
2
P（
ピ
ア・ツ
ー・ピ

ア
）※
1
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
、あ

ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
人
や
モ
ノ
の
情
報
が

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
乗
り
、専
門

的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
で
参
加
者
間
の

「
つ
な
が
り（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」が
容

易
に
す
す
む
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、

そ
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、参

加
者
に
と
っ
て
の
効
用
が
高
ま
る
も
の

で
あ
る
。こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
は
、

需
要
サ
イ
ド
の
規
模
の
経
済
で
あ
り
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
急
成
長
と
独

り
勝
ち
、巨
大
企
業
化
と
支
配・独
占

を
可
能
に
す
る
。

　

こ
う
し
た
サ
イ
バ
ー
空
間
の
デ
ジ
タ

ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
抗
す
る
存

在
と
し
て
、リ
ア
ル
な「
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」への
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、リ
ア
ル
な

対
面
接
触
で
の「
対
話
」が
基
本
で
あ

り
、人
と
人
の
つ
な
が
る
場
、「
創
発
」

を
生
む
仕
組
み
と
い
え
る
。創
発
と

は
、複
数
の
主
体
が
相
互
作
用
す
る

こ
と
で
、必
ず
し
も
予
測
で
き
な
い
付

加
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
指

す
。単
な
る
人
と
人
の
つ
な
が
る
場
な

ら
ば
、そ
れ
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
同
義
と

な
り
、自
然
発
生
的
で
持
続
性
が
な

い
。地
縁
型
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
衰
退
を
見

て
の
と
お
り
、地
理
的
近
接
性
が
あ

れ
ば
自
動
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。人
と
人

と
が
つ
な
が
る
た
め
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
る
道
具
や
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
政
策
的
な
対
応

で
制
度
設
計
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。地
域
活
性
化・地
域
づ
く
り
の
た

め
の
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
の
だ

か
ら
、そ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
お
い
て

自
治
体
が
政
策
介
入
す
る
こ
と
に
妥

当
性
が
あ
る
。実
際
、総
務
省「
自
治

体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
」報

告（
第
一
次
報
告
2
0
1
8
年
4
月
、

第
二
次
報
告
同
年
7
月
）で
は
、

2
0
4
0
年
頃
の
人
口
縮
減
時
代
に

向
け
て
、公・共・私
の
協
力
関
係
を
再

構
築
し
、住
民
生
活
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

域
金
融
」の
も
つ
地
域
公
益
性
を
志

向
す
る
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
と
し

て
存
立
基
盤
を
よ
り
確
か
な
も
の
と

し
た
い
。そ
の
際
、従
来
の
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
や
地
域
密
着
金

融
の
機
能
強
化
と
い
う
次
元
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
協
同
組
合
原
則
」に
立
ち

返
る
べ
き
で
あ
る
。
I
C
A
声
明

（
1
9
9
5
年
）に
お
い
て
、協
同
組

合
と
は
、「
人
々
が
自
主
的
に
結
び
つ

い
た
自
律
の
団
体
」と
定
義
さ
れ
、

「
人
々
が
共
同
で
所
有
し
民
主
的
に

管
埋
す
る
事
業
体
を
通
じ
、経
済
的・

社
会
的
・
文
化
的
に
共
通
し
て
必
要

と
す
る
も
の
や
強
い
願
い
を
充
す
」こ

と
を
目
的
に
置
く
。ま
た
、「
自
助
、自

己
責
任
、民
主
主
義
、平
等
、公
正
、

連
帯
」に
価
値
を
置
く
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、協
同
組
合
原

則
で
は
、第
６
原
則
と
し
て「
協
同
組

合
間
の
協
同
」、第
７
原
則
と
し
て

「
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
持
続
可
能
な

発
展
へ
の
関
与
」が
規
定
さ
れ
て
い

る
。信
用
金
庫
は
、こ
う
し
た
協
同
組

合
と
し
て
の
原
点
を
理
念
に
持
ち
な

が
ら
、一
方
で
、最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
エ
コ

ノ
ミ
ー
に
対
抗
す
る
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

転
換
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。そ

の
第
一
歩
は
、信
用
金
庫
の
マ
ル
チ・ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
分
析
し
、地
域
の

多
様
な
関
係
者
の
つ
な
が
り
や
ニ
ー
ズ

を
可
視
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
う

え
で
、同
じ
地
域
に
基
盤
を
持
つ
異
業

種
協
同
組
合
間
の
連
携
や
、自
治
体

と
の
公
民
共
創
に
よ
り
、本
稿
で
い
う

「
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
形
成
さ

れ
た
い
。

中
小
企
業
調
査
研
究
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

〜
一
般
社
団
法
人
中
小
企
業
産
学
官

連
携
セ
ン
タ
ー
の
設
立

　

余
談
と
な
る
が
、
筆
者
は
、

2
0
2
2
年
4
月
、一
般
社
団
法
人

中
小
企
業
産
学
官
連
携
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
た
（
詳
細
は
、

https://w
w
w
.jcarp.or.jp/

を
参

照
の
こ
と
）。同
セ
ン
タ
ー
は
、地
域・中

小
企
業
に
関
す
る
調
査
ニ
ー
ズ
を
持
つ

政
策
支
援
機
関・研
究
機
関
と
、調
査

シ
ー
ズ
を
持
つ
中
小
企
業
研
究
者
や

リ
サ
ー
チ
ャ
ー・診
断
士
な
ど
専
門
家

を
相
互
に
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。す
で
に
、

信
金
中
央
金
庫
や
さ
わ
や
か
リ
サ
ー

チ
な
ど
信
金
業
界
か
ら
の
団
体
会
員

加
入
も
あ
る
。今
年
度
の
調
査
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の一つ
に
は
、「
信
用
金
庫

の
存
立
基
盤
–
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
」を
テ
ー
マ
と
す
る
事
業

が
あ
り
、信
金
中
央
金
庫
地
域・中
小

企
業
研
究
所
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
。ま
た
、国
や
地
方
自
治
体
等
か
ら

の
受
託
調
査
事
業
に
お
い
て
、し
ん
き

ん
地
域
創
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
と
一
部

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。信
金
業

界
に
お
け
る
同
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

活
用
を
検
討
願
い
た
い
。

す「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム・ビ
ル
ダ
ー
」へ

と
転
換
す
る
こ
と
を
自
治
体
に
求
め

て
い
る
。自
治
体（
特
に
市
区
町
村
の

基
礎
自
治
体
）は
、地
域
経
済
社
会
の

課
題
を
解
決
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
の

地
域
産
業
政
策
、そ
れ
を
具
現
化
す

る
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を「
公
民

共
創
」で
設
計
す
る
時
機
に
あ
る
。こ

こ
で
い
う
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
制

度
設
計
は
、自
治
体
で
最
近
よ
く
耳

に
す
る「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト
」

※
2

と
い
う
社
会
課
題
解
決
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
包
含
し
て
い
る
。
地
域
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
概
念
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
比
較

に
よ
り
整
理
し
た
の
で
、（
図
表
１
）を

参
照
さ
れ
た
い
。

協
同
組
合
に
よ
る
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
化
の
動
き

〜
協
同
組
織
金
融
、信
用
金
庫
の
対
応

　

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
者

を
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
呼
ぶ

が
、そ
れ
に
は
自
治
体
と
の
連
携
が
容

易
な
中
間
支
援
組
織
、協
同
組
合・Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
を
含
む
社
会
的
連
帯
経
済
が

ふ
さ
わ
し
い
。社
会
的
連
帯
経
済
に
は

参
加
民
主
主
義
の
行
動
原
則
が
あ

り
、そ
の
点
か
ら
も
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
に
適
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、事
業
体
と
運
動
体
の
性
格
を

併
せ
持
つ
こ
と
か
ら
、構
成
員
や
参
加

者
を
巻
き
込
む
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
構
築

力
に
も
長
け
て
い
る
。社
会
的
連
帯

経
済
は
、公
・
共
・
私
に
お
け
る
セ
ク

タ
ー
横
断
の
シ
ス
テ
ム
変
革
を
求
め
る

運
動
体
と
も
捉
え
ら
れ
る
。近
年
の

協
同
組
合
の
動
き
を
み
る
と
、従
来
の

共
益（
組
合
員
の
利
益
）の
枠
を
超
え

て
、公
益
性
を
志
向
す
る
マ
ル
チ・ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
複
数
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー〈
企
業
に
対
し
て
利
害
関
係
を

持
つ
人
及
び
地
域
社
会
を
も
含
め
て
〉

が
対
等
な
立
場
で
議
論
し
、合
意
形

成
な
ど
の
意
思
疎
通
を
図
る
プ
ロ
セ

ス
）型
の
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
の
姿

が
見
て
と
れ
る
。た
と
え
ば
、Ｊ
Ａ
の

場
合
、「
農
」の
も
つ
地
域
公
益
性
、地

域
の
く
ら
し
や
資
源・環
境
問
題
と
の

関
わ
り
が
多
い
。現
在
、教
育
文
化
活

動
や
そ
の一
環
と
し
て
の
生
活
文
化
活

動
を
進
め
て
い
る
が
、そ
う
し
た
公
益

的
な
領
域
で
の
活
動
は
、「
農
を
軸
と

し
た
地
域
協
同
組
合
」への
転
換
と
捉

え
ら
れ
る
。協
同
組
合
に
公
共
性
へ
の

回
路
を
開
き
、多
様
な
人
々
と
の
連

帯
を
志
向
す
る
新
し
い
協
同
組
合

（
イ
タ
リ
ア
の
社
会
的
協
同
組
合
や
イ

ギ
リ
ス
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
同
組
合
）の

姿
が
そ
こ
に
見
て
取
れ
る
。こ
う
し
た

協
同
組
合
の
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
化
は
、デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
型
経
済
へ
の
対
抗
と
し
て
、ま
た
中

央
集
権
型
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
対

抗
と
し
て
評
価
で
き
る
。

　

日
本
の
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。そ
の
担
い
手
と
し
て
は
、

地
域
に
埋
め
込
め
ら
れ
た
社
会
的
連

帯
経
済
、マ
ル
チ・ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

型
の
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
。協
同
組
織
金
融
機

関
の
信
用
金
庫
は
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

あ
る
。信
用
金
庫
は
、持
ち
前
の「
つ

な
げ
る（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
）」機
能

に
磨
き
を
か
け
れ
ば
、地
域
の
多
様
な

関
係
者
の
相
互
作
用
と「
創
発
」を

も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。信
用
金

庫
は
、地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し

て
の
立
ち
位
置
を
再
認
識
し
、自
金

庫
と
会
員
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、「
地

長
山 

宗
広

駒
澤
大
学
経
済
学
部 

教
授
・
さ
わ
や
か
リ
サ
ー
チ 

フ
ェロ
ー

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
信
用
金
庫

地域プラットフォーム

地理的範囲

基本的な機能

・会員増強、参加者（ユーザー）獲得運動
・ネットワーキング（信頼関係構築）
・マッチメイキング（コーディネーター）
・テーマ知識と学習環境・実践機会の提供
・ルールと参加基準（協同組合原則など）
・評価（全員参加で自己評価）
・エコシステム（規模の経済は働きにくい）

コミュニティ～ローカル・エリア
（市区町村の範囲より狭い）

主な構成員、
参加者（ユー

ザー）

・自治体、地域支援機関、組合・NPO等
・地域企業（大企業、中小企業）
・自営業主、フリーランス
・地域住民、移住者、関係人口・交流人口

特徴
概念

PFの成果と分配

・地域活性化、コレクティブ・インパクト
・テーマ学習とアントレプレナーシップ促進
・公益、共益、私益のすべて
・全体総和のシナジー

デジタル（IT)（注）

プラットフォーム

サイバー空間
範囲がない

・IT企業
・メーカー、商店等の事業者
・自営業主、フリーランス
・個人

・プラットフォーマーによる標
的市場の支配（独り勝ち）
・すべてのPFユーザーの効用
・全体総和のシナジー

・オーディエンス構築（広告）
・ネットワーキング（P2P）
・マッチメイキング（AI）
・中核ツールとサービスの提供
・ルールと参加基準
・評価（レビューシステム）
・エコシステム

地域づくりの視点

あり
・地域の価値
・地域経済循環
・地域社会とコミュニティの課題解決

なし

PFの設計者
運営者

・自治体、中間支援組織
・社会的連帯経済（協同組合・NPO等）

ITプラットフォーマー

設計思想

・共感、つながり
・ボトムアップ
・アソシエーション型
・対面接触、対話重視
・創発
・地域固有性、多様性
・カスタマイズ

・共感、つながり
・トップダウン
・レイヤー構造
・デジタル技術（P2P,AI,DX ）
・自動化
・全体最適
・規模の経済

パワーと所有
・民主主義、平等
・参加者が価値を共有

・中央集権
・ITプラットフォーマー独占

注：アマゾン・楽天のようなECを主とするタイプを想定　資料：筆者作成

﹇
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塾

な
る
ほ
ど

第
十
五
回
：
市
況
の
決
定
要
因
を
こ
う
見
る
、こ
う
読
む

世
界
経
済
の
動
き
を
知
る
に
は
、

市
況
が
重
要
フ
ァ
ク
タ
ー

　

世
界
経
済
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
後
に

「
行
動
制
約
」の
緩
和・解
除
が
進
み
、

一
旦
は
回
復
傾
向
が
高
ま
っ
た
の
は
事

実
で
す
。た
だ
そ
の
後
に
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
、そ
れ
が

長
期
化
す
る一
方
で
、中
国
が「
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
」に
執
着
し
て
、ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を

長
引
か
せ
ま
し
た
。つ
れ
て
グ
ロ
ー
バ

ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
崩
れ
が一段

と
目
立
ち
始
め
、も
と
も
と
高
め
に

推
移
し
て
い
た
物
価
が
急
騰
、し
か

も
加
速
す
る
事
態
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

す
る
と
米
国
F
R
B
を
は
じ
め
と

す
る
世
界
主
要
国
の
中
央
銀
行
は
、

日
銀
を
除
い
て
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
主

眼
に
、一
斉
に
金
融
引
き
締
め
方
向
に

舵
を
切
り
始
め
た
の
で
す
。と
こ
ろ

が
、も
と
も
と
金
融
引
き
締
め
政
策

は
需
要
を
減
少
さ
せ
る（
換
言
す
れ

ば
、景
気
を
減
速
さ
せ
る
）こ
と
で
、

物
価
抑
制
を
図
る
も
の
で
す
か
ら
、

今
回
の
よ
う
に
主
に「
供
給
制
約
」

を
主
因
と
す
る
物
価
上
昇
に
対
し
て

は
、効
果
が
薄
い
と
い
う
声
が
あ
る
の

も
確
か
な
の
で
す
。

　

事
実
、回
復
途
上
に
あ
っ
た
世
界

経
済
は
停
滞
気
味
と
な
り
、場
合
に

因
っ
て
は
、「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

（
経
済
低
迷
の
中
で
の
物
価
高
騰
）に

陥
る
可
能
性
が
な
い
で
も
な
い
と
の

懸
念
の
声
さ
え
出
る
事
態
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、こ
う
し
た
目
ま
ぐ
る
し
い

情
勢
変
化
の
中
、経
済
の
現
状
把
握

や
先
行
き
を
予
測
す
る
重
要
性
が
一

段
と
増
し
、そ
の
際
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
が「
経
済
指
標
」・「
各
種
市
況
」

の
動
き
な
の
で
す
。な
か
で
も「
各
種

市
況
」の
動
き
を
、市
場
は
よ
り
注

目
し
て
い
ま
す
。た
だ
こ
れ
に
つ
い
て

も
、こ
れ
ま
で
決
定
要
因
と
さ
れ
て
い

た
も
の
と
は
異
な
る
動
き
も
見
ら
れ

始
め
て
お
り
、し
か
も
、短
期
的
変
動

が
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

　

要
す
る
に
、経
済
情
勢
は
も
と
よ

り
、市
況
の
現
状
と
先
行
き
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
、何
時
に
な
く

重
要
か
つ
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
も
確
か
な
の
で
す
。

市
況
の
動
き
は
こ
う
見
て
、

こ
う
読
み
込
む

　

そ
れ
で
は
、市
況
の
動
き
を
ど
う

見
て
、ど
う
読
み
込
む
の
が
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。こ
こ
で
改
め
て
検
証
し
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、市
況
に
も
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、代
表
的
な
の
は「
株

価
」・「
金
利
」・「
為
替
」・「
商
品
」の

四
点
で
す
。そ
し
て
各
々
の
決
定
要

因
と
さ
れ
て
き
た
も
の
は
以
下
の
通

り
で
す
。

　

最
初
は「
株
価
」で
す
。こ
の
決
定

要
因
は
、ま
ず
は
、①「
当
該
会
社
の

業
績・将
来
性
」、②「
社
会・経
済
の

状
況
」に
二
分
さ
れ
る
の
で
す
が
、一般

論
を
展
開
し
や
す
い
②
を
中
心
に
再

分
割
す
る
と「
景
気
動
向
」・「
金
利

水
準
」・「
外
国
為
替
」・「
国
内
政
治

動
向
」・「
国
際
情
勢
」が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。た
だ
、こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、こ
れ
ま
で
は「
東

京
市
場
は
、つ
ま
る
と
こ
ろ
N
Y
市
場

に
追
随
す
る
だ
け
」と
見
ら
れ
て
き

て
い
た
の
で
す
が
、最
近
は
逆
の
動
き

を
見
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
こ
と
で

す
。さ
ら
に
東
京
市
場
へ
の
外
人
投

資
家
の
割
合
が
過
半
に
達
し
て
い
ま

す
の
で
、「
国
際
情
勢
」を
よ
り
注
視

す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

次
は「
金
利
水
準
」で
す
。な
お
市

場
が
よ
り
注
目
し
て
い
る
の
は
、政
策

金
利（
短
期
金
利
）の
行
方
で
す
。た

だ
し
政
策
金
利
は
文
字
通
り
に
各
国

市
況
の
決
定
要
因
を

こ
う
見
る
、

こ
う
読
む

中
央
銀
行
が
決
定
す
る
も
の
で
す
の

で
、そ
の
変
更
に
は
通
常
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。従
っ
て
市
場
は
、短
期
的

に
は
経
済
状
況
に
よ
り
即
応
し
て
い

る
長
期
金
利
の
動
向
を
注
目
し
て
い

ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
、そ
の
決
定
要

因
は「
経
済
成
長
」・「
物
価
へ
の
予

想
・
期
待
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お

市
場
は
政
策
金
利
に
つ
い
て
は
、日
銀

を
除
く
主
要
国
中
央
銀
行
が
既
に
こ

ぞ
っ
て「
金
融
引
き
締
め
」方
向
に
切

り
替
え
て
い
ま
す
の
で
、足
元
は
そ
の

「
引
き
上
げ
幅
」・「
頻
度
」予
測
に
鎬

を
削
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で「
長
期
金
利
」に
つ
い
て
は
、

本
来
中
央
銀
行
は
関
与
せ
ず
、市
場

判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

要
す
る
に
、仮
に
景
気
が
長
期
的
に

回
復
し
高
い
成
長
が
期
待
さ
れ
る
と

判
断
さ
れ
る
と
、企
業
の
設
備
投
資

や
事
業
展
開
が
積
極
化
し
、長
期
資

金
の
需
要
が
増
し
金
利
は
上
昇
す
る

と
い
う
構
図
で
す
。と
こ
ろ
が
日
銀
は

「
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」と

称
し
て
、「
長
期
金
利
」も
事
実
上
の

上
限
を
＋
0・25
％
に
固
定
し
て
い
ま

す
の
で
、我
が
国
だ
け
は
経
済
情
勢

を
的
確
に
は
反
映
し
て
い
な
い
と
いっ

た
異
例
の
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

銘
記
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
次
は「
為
替
」動
向
で
す
。

こ
れ
は
基
本
的
に
は
、需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
に
因
る
も
の
で
あ
り
、相

対
的
現
象
と
捉
え
る
べ
き
で
す
。そ

の
決
定
要
因
は
、通
常
、中
長
期
要

因
と
し
て
は「
金
利
差
」・「
貿
易
収

支
」、短
期
的
要
因
と
し
て
、「
中
央

銀
行
の
為
替
介
入
」・「
政
治
的
要

因
」・「
経
済
指
標
の
発
表
」・「
地
域

紛
争
・
戦
争
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。た
だ
、こ
れ
ま
で
は「
米
ド
ル
」と

の
関
係
を
見
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、最
近
は「
Ｅ
Ｕ
ユ
ー
ロ
」・「
中
国

人
民
元
」と
の
関
係
も
重
視
さ
れ
、

し
か
も
、こ
れ
ら
が
必
ず
し
も
同
一
歩

調
を
採
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。さ
ら
に

以
前
は
通
例
だ
っ
た
政
府
・
中
央
銀

行
に
因
る
為
替
介
入
も
、こ
の
と
こ
ろ

は
基
本
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
いっ

た
事
情
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　

最
後
は
、「
商
品
」で
す
。た
だ
し
、

こ
こ
で
は
現
在
特
に
問
題
に
な
っ
て
い

る「
原
油
」を
中
心
に
、考
察
し
て
見

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
こ
の
決
定

要
因
は
、基
本
的
に
は「
国
際
経
済

状
況
」と
、「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
」・「
米

国
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル・ガ
ス
」と
さ
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
足
元
は「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」状
況
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
わ
け
で
、特
に
こ
こ
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。い
ず
れ
に
せ

よ
我
が
国
の
場
合
は
資
源
に
乏
し

く
、こ
の
行
方
の
影
響
は
大
き
い
と
考

え
る
べ
き
で
す
。

　

さ
て
、こ
の
よ
う
に
各
種
市
況
の
決

定
要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
ま
し

た
が
、前
述
の
よ
う
に
、昨
今
は
短
期

的
な
変
動
が
激
し
く
、一
週
間
の
間
に

上
下
に
大
き
く
振
れ
る
と
か
、こ
れ

ま
で
に
常
識
と
さ
れ
て
い
た
方
向
と

は
逆
の
向
き
に
反
応
す
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、次
に
は
、こ
の
背
景
に
つ
い

て
や
や
詳
し
く
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

第
一に
、市
況
は
、も
と
も
と
売
り

注
文
と
買
い
注
文
の
双
方
が
あ
っ
て

初
め
て
取
引
が
成
立
す
る
筋
合
い
の

も
の
で
す
。ま
た
局
面
に
因
っ
て
一
方

向
に
の
み
傾
く
わ
け
で
は
な
く
、常
に

反
対
方
向
に
動
く
ベ
ク
ト
ル
を
も
共

有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、客
観
的
か
つ

絶
対
的
可
能
性
で
判
断
す
る
よ
り

も
、多
数
の
人
が
ど
う
見
る
か
と
い
う

多
数
決
で
決
ま
る
ケ
ー
ス
の
方
が
多

い
と
も
言
え
る
の
で
す
。そ
し
て
問
題

は
、世
の
中
の
多
様
化
の
進
展
に
従

い
、こ
の
幅・頻
度
が
よ
り
極
端
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。例
え
ば

米
国
の
中
央
銀
行
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
、

当
面
、政
策
金
利
を
引
き
上
げ
続
け

る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、そ
れ
が
経
済
正
常
化
に
繋
が
る

と
判
断
す
る
か
、そ
れ
と
も
景
気
停

滞
の
引
き
金
に
な
る
と
捉
え
る
か
は
、

正
直
、人
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
当
た

り
前
な
わ
け
で
す
。た
だ
問
題
は
、昨

今「
景
況
」や「
政
策
金
利
」状
況
に

さ
し
た
る
変
化
が
な
い
場
合
で
も
、そ

の
思
惑
の
傾
き
方
如
何
で
、一
週
間
の

間
に
株
価
が
既
往
最
高
規
模
に
下
落

し
た
か
と
思
え
ば
、翌
日
に
は
大
き

く
上
昇
す
る
と
い
う
事
態
も
珍
し
く

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
れ
は

正
直
、厄
介
か
つ
異
常
で
す
。

　

第
二
に
、さ
ら
に
市
況
は
、も
と
も

と
過
去
の
実
績
よ
り
も
将
来
予
測
の

も
と
に
動
き
が
ち
な
わ
け
で
す
が
、

こ
の
傾
向
が
一
段
と
増
し
て
い
る
わ
け

で
、そ
れ
だ
け
予
測
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
第
三
で
す
。こ
れ
は
、こ
の

と
こ
ろ
の
国
際
紛
争
は
予
測
不
能
な

形
で
頻
発
し
て
お
り
、さ
ら
に
異
常

気
象
も
吹
き
荒
れ
て
い
る
と
い
っ
た

事
情
で
す
。し
か
も
、こ
う
し
た
突
発

的
な
現
象
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

は
、そ
の
影
響
が
局
所
に
と
ど
ま
ら

ず
世
界
全
体
に
拡
散
す
る
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。し
か
も
、こ
の

面
で
の
調
整
を
期
待
さ
れ
て
い
る
国

連
に
つ
い
て
も
無
力
さ
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
状
況
で
、こ
れ
ら
が
世
界
経
済

に
対
す
る
一
方
的
な
下
押
し
圧
力
に

な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
も
見
え

る
の
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、世
界
経
済
の
動

き
を
知
る
う
え
で「
各
種
市
況
」の

現
状
・
先
行
き
を
正
確
に
読
み
込
む

こ
と
の
重
要
性
が
一
段
と
増
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
す
の
で
、こ
こ
で
更
に

は
経
済
が
も
っ
と
も
幅
を
利
か
せ
て

い
る
分
野
で
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

結
び
に
か
え
て

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、最
近

の
経
済
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
を
繰
り
返
し
て
お
り
、現
状
、先

行
き
判
断
に
対
す
る「
経
済
指
標
」、

特
に「
各
種
市
況
」か
ら
得
ら
れ
る

情
報
は
一
段
と
有
為
に
な
っ
て
い
ま

す
。従
っ
て
、こ
れ
ら
の
情
報
を
し
っ
か

り
正
し
く
認
識・分
析
す
る
必
要
が

極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
も

言
え
る
わ
け
で
、相
応
の
工
夫・努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
場
合
に
留
意
す
べ

き
は「
実
態
」の
正
確
な
把
握
も
重

要
で
す
が
、そ
れ
よ
り
も「
多
数
決
の

論
理
」の
よ
う
な
の
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

対
抗
す
る
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
の
コ
ロ

ナ
禍
の
追
い
打
ち
は
、我
々
個
人
や

企
業
に
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
し
、

デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
到
来
を
よ
り

身
近
な
も
の
と
し
た
。
G
A
F
A

（
G
o
o
g
l
e
・
A
m
a
z
o
n
・

F
a
c
e
b
o
o
k・A
p
p
l
e
）

を
は
じ
め
と
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

型
ビ
ジ
ネ
ス
の
潮
流
は
大
き
く
、市
場

経
済
に
対
す
る
社
会
通
念
ま
で
覆
す

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。具
体
的

に
は
、従
来
の
企
業
に
よ
る
直
線
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、す
な
わ
ち
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
や
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
と
い
わ

れ
る
企
業
か
ら
個
人
へ
と
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
、そ
し
て
価
値
を
効
率
的
に
流
す

シ
ス
テ
ム
が
揺
ら
い
で
い
る
。プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、参
加
者

（
ユ
ー
ザ
ー
）間
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、社
会
的
通
貨
を
交

換
し
や
す
く
し
、あ
ら
ゆ
る
参
加
者

が
価
値
を
創
造
で
き
る
よ
う
に
な

る
。プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス

は
、第
三
者
間
の
取
引
を
活
性
化
さ

せ
た
り
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
す

基
盤
や
仕
組
み
と
い
え
る
。プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
は
自
ら
が
所
有
や
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
い
な
い
資
源
を
用
い
て

価
値
を
創
造
す
る
。デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
お
い
て
、企
業
の
価
値
と
は
、何

を
所
有
し
て
い
る
か
よ
り
も
、何
を
結

び
つ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
専
門
的
な

「
つ
な
げ
る（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
）」機

能
に
あ
る
。経
済
の
基
本
は
、も
は
や

生
産
と
消
費
の
み
で
は
な
く
な
っ
た
。

「
つ
な
が
る
」「
つ
な
げ
る
」こ
と
自
体

が
価
値
を
生
む
。「
共
感
」で
つ
な
が

る
人
達
が
価
値
を
も
た
ら
し
、企
業

か
ら
個
人
へ
と
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
が
起
こ
っ

て
い
る
。デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
場
合
、運
営
主
体
と
な
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
の
P
2
P（
ピ
ア・ツ
ー・ピ

ア
）※
1
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
、あ

ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
人
や
モ
ノ
の
情
報
が

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
に
乗
り
、専
門

的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
で
参
加
者
間
の

「
つ
な
が
り（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」が
容

易
に
す
す
む
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、

そ
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、参

加
者
に
と
っ
て
の
効
用
が
高
ま
る
も
の

で
あ
る
。こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
は
、

需
要
サ
イ
ド
の
規
模
の
経
済
で
あ
り
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
急
成
長
と
独

り
勝
ち
、巨
大
企
業
化
と
支
配・独
占

を
可
能
に
す
る
。

　

こ
う
し
た
サ
イ
バ
ー
空
間
の
デ
ジ
タ

ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
抗
す
る
存

在
と
し
て
、リ
ア
ル
な「
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」への
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、リ
ア
ル
な

対
面
接
触
で
の「
対
話
」が
基
本
で
あ

り
、人
と
人
の
つ
な
が
る
場
、「
創
発
」

を
生
む
仕
組
み
と
い
え
る
。創
発
と

は
、複
数
の
主
体
が
相
互
作
用
す
る

こ
と
で
、必
ず
し
も
予
測
で
き
な
い
付

加
価
値
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
指

す
。単
な
る
人
と
人
の
つ
な
が
る
場
な

ら
ば
、そ
れ
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
同
義
と

な
り
、自
然
発
生
的
で
持
続
性
が
な

い
。地
縁
型
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
衰
退
を
見

て
の
と
お
り
、地
理
的
近
接
性
が
あ

れ
ば
自
動
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。人
と
人

と
が
つ
な
が
る
た
め
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
る
道
具
や
仕

組
み
が
必
要
と
な
る
。地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
お
い
て
は
政
策
的
な
対
応

で
制
度
設
計
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。地
域
活
性
化・地
域
づ
く
り
の
た

め
の
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
の
だ

か
ら
、そ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
お
い
て

自
治
体
が
政
策
介
入
す
る
こ
と
に
妥

当
性
が
あ
る
。実
際
、総
務
省「
自
治

体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究
会
」報

告（
第
一
次
報
告
2
0
1
8
年
4
月
、

第
二
次
報
告
同
年
7
月
）で
は
、

2
0
4
0
年
頃
の
人
口
縮
減
時
代
に

向
け
て
、公・共・私
の
協
力
関
係
を
再

構
築
し
、住
民
生
活
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

域
金
融
」の
も
つ
地
域
公
益
性
を
志

向
す
る
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
と
し

て
存
立
基
盤
を
よ
り
確
か
な
も
の
と

し
た
い
。そ
の
際
、従
来
の
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
や
地
域
密
着
金

融
の
機
能
強
化
と
い
う
次
元
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
協
同
組
合
原
則
」に
立
ち

返
る
べ
き
で
あ
る
。
I
C
A
声
明

（
1
9
9
5
年
）に
お
い
て
、協
同
組

合
と
は
、「
人
々
が
自
主
的
に
結
び
つ

い
た
自
律
の
団
体
」と
定
義
さ
れ
、

「
人
々
が
共
同
で
所
有
し
民
主
的
に

管
埋
す
る
事
業
体
を
通
じ
、経
済
的・

社
会
的
・
文
化
的
に
共
通
し
て
必
要

と
す
る
も
の
や
強
い
願
い
を
充
す
」こ

と
を
目
的
に
置
く
。ま
た
、「
自
助
、自

己
責
任
、民
主
主
義
、平
等
、公
正
、

連
帯
」に
価
値
を
置
く
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、協
同
組
合
原

則
で
は
、第
６
原
則
と
し
て「
協
同
組

合
間
の
協
同
」、第
７
原
則
と
し
て

「
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
持
続
可
能
な

発
展
へ
の
関
与
」が
規
定
さ
れ
て
い

る
。信
用
金
庫
は
、こ
う
し
た
協
同
組

合
と
し
て
の
原
点
を
理
念
に
持
ち
な

が
ら
、一
方
で
、最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
エ
コ

ノ
ミ
ー
に
対
抗
す
る
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

転
換
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。そ

の
第
一
歩
は
、信
用
金
庫
の
マ
ル
チ・ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
分
析
し
、地
域
の

多
様
な
関
係
者
の
つ
な
が
り
や
ニ
ー
ズ

を
可
視
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
う

え
で
、同
じ
地
域
に
基
盤
を
持
つ
異
業

種
協
同
組
合
間
の
連
携
や
、自
治
体

と
の
公
民
共
創
に
よ
り
、本
稿
で
い
う

「
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」を
形
成
さ

れ
た
い
。

中
小
企
業
調
査
研
究
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

〜
一
般
社
団
法
人
中
小
企
業
産
学
官

連
携
セ
ン
タ
ー
の
設
立

　

余
談
と
な
る
が
、
筆
者
は
、

2
0
2
2
年
4
月
、一
般
社
団
法
人

中
小
企
業
産
学
官
連
携
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
た
（
詳
細
は
、

https://w
w
w
.jcarp.or.jp/

を
参

照
の
こ
と
）。同
セ
ン
タ
ー
は
、地
域・中

小
企
業
に
関
す
る
調
査
ニ
ー
ズ
を
持
つ

政
策
支
援
機
関・研
究
機
関
と
、調
査

シ
ー
ズ
を
持
つ
中
小
企
業
研
究
者
や

リ
サ
ー
チ
ャ
ー・診
断
士
な
ど
専
門
家

を
相
互
に
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。す
で
に
、

信
金
中
央
金
庫
や
さ
わ
や
か
リ
サ
ー

チ
な
ど
信
金
業
界
か
ら
の
団
体
会
員

加
入
も
あ
る
。今
年
度
の
調
査
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の一つ
に
は
、「
信
用
金
庫

の
存
立
基
盤
–
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
」を
テ
ー
マ
と
す
る
事
業

が
あ
り
、信
金
中
央
金
庫
地
域・中
小

企
業
研
究
所
と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
。ま
た
、国
や
地
方
自
治
体
等
か
ら

の
受
託
調
査
事
業
に
お
い
て
、し
ん
き

ん
地
域
創
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
と
一
部

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。信
金
業

界
に
お
け
る
同
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

活
用
を
検
討
願
い
た
い
。

す「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム・ビ
ル
ダ
ー
」へ

と
転
換
す
る
こ
と
を
自
治
体
に
求
め

て
い
る
。自
治
体（
特
に
市
区
町
村
の

基
礎
自
治
体
）は
、地
域
経
済
社
会
の

課
題
を
解
決
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
の

地
域
産
業
政
策
、そ
れ
を
具
現
化
す

る
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を「
公
民

共
創
」で
設
計
す
る
時
機
に
あ
る
。こ

こ
で
い
う
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
制

度
設
計
は
、自
治
体
で
最
近
よ
く
耳

に
す
る「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト
」

※
2

と
い
う
社
会
課
題
解
決
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
包
含
し
て
い
る
。
地
域
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
概
念
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
比
較

に
よ
り
整
理
し
た
の
で
、（
図
表
１
）を

参
照
さ
れ
た
い
。

協
同
組
合
に
よ
る
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
化
の
動
き

〜
協
同
組
織
金
融
、信
用
金
庫
の
対
応

　

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
者

を
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
呼
ぶ

が
、そ
れ
に
は
自
治
体
と
の
連
携
が
容

易
な
中
間
支
援
組
織
、協
同
組
合・Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
を
含
む
社
会
的
連
帯
経
済
が

ふ
さ
わ
し
い
。社
会
的
連
帯
経
済
に
は

参
加
民
主
主
義
の
行
動
原
則
が
あ

り
、そ
の
点
か
ら
も
地
域
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
に
適
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、事
業
体
と
運
動
体
の
性
格
を

併
せ
持
つ
こ
と
か
ら
、構
成
員
や
参
加

者
を
巻
き
込
む
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
構
築

力
に
も
長
け
て
い
る
。社
会
的
連
帯

経
済
は
、公
・
共
・
私
に
お
け
る
セ
ク

タ
ー
横
断
の
シ
ス
テ
ム
変
革
を
求
め
る

運
動
体
と
も
捉
え
ら
れ
る
。近
年
の

協
同
組
合
の
動
き
を
み
る
と
、従
来
の

共
益（
組
合
員
の
利
益
）の
枠
を
超
え

て
、公
益
性
を
志
向
す
る
マ
ル
チ・ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
複
数
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー〈
企
業
に
対
し
て
利
害
関
係
を

持
つ
人
及
び
地
域
社
会
を
も
含
め
て
〉

が
対
等
な
立
場
で
議
論
し
、合
意
形

成
な
ど
の
意
思
疎
通
を
図
る
プ
ロ
セ

ス
）型
の
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
の
姿

が
見
て
と
れ
る
。た
と
え
ば
、Ｊ
Ａ
の

場
合
、「
農
」の
も
つ
地
域
公
益
性
、地

域
の
く
ら
し
や
資
源・環
境
問
題
と
の

関
わ
り
が
多
い
。現
在
、教
育
文
化
活

動
や
そ
の一
環
と
し
て
の
生
活
文
化
活

動
を
進
め
て
い
る
が
、そ
う
し
た
公
益

的
な
領
域
で
の
活
動
は
、「
農
を
軸
と

し
た
地
域
協
同
組
合
」への
転
換
と
捉

え
ら
れ
る
。協
同
組
合
に
公
共
性
へ
の

回
路
を
開
き
、多
様
な
人
々
と
の
連

帯
を
志
向
す
る
新
し
い
協
同
組
合

（
イ
タ
リ
ア
の
社
会
的
協
同
組
合
や
イ

ギ
リ
ス
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
同
組
合
）の

姿
が
そ
こ
に
見
て
取
れ
る
。こ
う
し
た

協
同
組
合
の
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
化
は
、デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
型
経
済
へ
の
対
抗
と
し
て
、ま
た
中

央
集
権
型
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
対

抗
と
し
て
評
価
で
き
る
。

　

日
本
の
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。そ
の
担
い
手
と
し
て
は
、

地
域
に
埋
め
込
め
ら
れ
た
社
会
的
連

帯
経
済
、マ
ル
チ・ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

型
の
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
。協
同
組
織
金
融
機

関
の
信
用
金
庫
は
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

あ
る
。信
用
金
庫
は
、持
ち
前
の「
つ

な
げ
る（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
）」機
能

に
磨
き
を
か
け
れ
ば
、地
域
の
多
様
な

関
係
者
の
相
互
作
用
と「
創
発
」を

も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。信
用
金

庫
は
、地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し

て
の
立
ち
位
置
を
再
認
識
し
、自
金

庫
と
会
員
の
利
益
の
み
な
ら
ず
、「
地

長山 宗広
Nagayama Munehiro
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6 5［なるほど金融塾］　市況の決定要因をこう見る、こう読む 地域プラットフォームと信用金庫



鈴木 茂
Suzuk i  Sh ige ru

山形県出身。㈱さわやかリサーチ 特別参与。
昭和49年日本銀行入行。主に考査畑を歩み、
特に金融バブル発生、崩壊時には一貫して最
前線で処理対応に活躍。その後北九州、金沢、
福岡各支店長を歴任。北九州市助役、メリル
リンチ上席顧問を経て、現在コンサルタント
会社を経営。民事調停委員を兼任。この間、各
種政府委員としても活躍。

世
界
経
済
の
動
き
を
知
る
に
は
、

市
況
が
重
要
フ
ァ
ク
タ
ー

　

世
界
経
済
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
後
に

「
行
動
制
約
」の
緩
和・解
除
が
進
み
、

一
旦
は
回
復
傾
向
が
高
ま
っ
た
の
は
事

実
で
す
。た
だ
そ
の
後
に
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
、そ
れ
が

長
期
化
す
る一
方
で
、中
国
が「
ゼ
ロ
コ

ロ
ナ
」に
執
着
し
て
、ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を

長
引
か
せ
ま
し
た
。つ
れ
て
グ
ロ
ー
バ

ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
崩
れ
が一段

と
目
立
ち
始
め
、も
と
も
と
高
め
に

推
移
し
て
い
た
物
価
が
急
騰
、し
か

も
加
速
す
る
事
態
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

す
る
と
米
国
F
R
B
を
は
じ
め
と

す
る
世
界
主
要
国
の
中
央
銀
行
は
、

日
銀
を
除
い
て
イ
ン
フ
レ
抑
制
を
主

眼
に
、一
斉
に
金
融
引
き
締
め
方
向
に

舵
を
切
り
始
め
た
の
で
す
。と
こ
ろ

が
、も
と
も
と
金
融
引
き
締
め
政
策

は
需
要
を
減
少
さ
せ
る（
換
言
す
れ

ば
、景
気
を
減
速
さ
せ
る
）こ
と
で
、

物
価
抑
制
を
図
る
も
の
で
す
か
ら
、

今
回
の
よ
う
に
主
に「
供
給
制
約
」

を
主
因
と
す
る
物
価
上
昇
に
対
し
て

は
、効
果
が
薄
い
と
い
う
声
が
あ
る
の

も
確
か
な
の
で
す
。

　

事
実
、回
復
途
上
に
あ
っ
た
世
界

経
済
は
停
滞
気
味
と
な
り
、場
合
に

因
っ
て
は
、「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

（
経
済
低
迷
の
中
で
の
物
価
高
騰
）に

陥
る
可
能
性
が
な
い
で
も
な
い
と
の

懸
念
の
声
さ
え
出
る
事
態
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、こ
う
し
た
目
ま
ぐ
る
し
い

情
勢
変
化
の
中
、経
済
の
現
状
把
握

や
先
行
き
を
予
測
す
る
重
要
性
が
一

段
と
増
し
、そ
の
際
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
が「
経
済
指
標
」・「
各
種
市
況
」

の
動
き
な
の
で
す
。な
か
で
も「
各
種

市
況
」の
動
き
を
、市
場
は
よ
り
注

目
し
て
い
ま
す
。た
だ
こ
れ
に
つ
い
て

も
、こ
れ
ま
で
決
定
要
因
と
さ
れ
て
い

た
も
の
と
は
異
な
る
動
き
も
見
ら
れ

始
め
て
お
り
、し
か
も
、短
期
的
変
動

が
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

　

要
す
る
に
、経
済
情
勢
は
も
と
よ

り
、市
況
の
現
状
と
先
行
き
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
、何
時
に
な
く

重
要
か
つ
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
も
確
か
な
の
で
す
。

市
況
の
動
き
は
こ
う
見
て
、

こ
う
読
み
込
む

　

そ
れ
で
は
、市
況
の
動
き
を
ど
う

見
て
、ど
う
読
み
込
む
の
が
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。こ
こ
で
改
め
て
検
証
し
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、市
況
に
も
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、代
表
的
な
の
は「
株

価
」・「
金
利
」・「
為
替
」・「
商
品
」の

四
点
で
す
。そ
し
て
各
々
の
決
定
要

因
と
さ
れ
て
き
た
も
の
は
以
下
の
通

り
で
す
。

　

最
初
は「
株
価
」で
す
。こ
の
決
定

要
因
は
、ま
ず
は
、①「
当
該
会
社
の

業
績・将
来
性
」、②「
社
会・経
済
の

状
況
」に
二
分
さ
れ
る
の
で
す
が
、一般

論
を
展
開
し
や
す
い
②
を
中
心
に
再

分
割
す
る
と「
景
気
動
向
」・「
金
利

水
準
」・「
外
国
為
替
」・「
国
内
政
治

動
向
」・「
国
際
情
勢
」が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。た
だ
、こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、こ
れ
ま
で
は「
東

京
市
場
は
、つ
ま
る
と
こ
ろ
N
Y
市
場

に
追
随
す
る
だ
け
」と
見
ら
れ
て
き

て
い
た
の
で
す
が
、最
近
は
逆
の
動
き

を
見
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
こ
と
で

す
。さ
ら
に
東
京
市
場
へ
の
外
人
投

資
家
の
割
合
が
過
半
に
達
し
て
い
ま

す
の
で
、「
国
際
情
勢
」を
よ
り
注
視

す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

次
は「
金
利
水
準
」で
す
。な
お
市

場
が
よ
り
注
目
し
て
い
る
の
は
、政
策

金
利（
短
期
金
利
）の
行
方
で
す
。た

だ
し
政
策
金
利
は
文
字
通
り
に
各
国

中
央
銀
行
が
決
定
す
る
も
の
で
す
の

で
、そ
の
変
更
に
は
通
常
は
時
間
が
か

か
り
ま
す
。従
っ
て
市
場
は
、短
期
的

に
は
経
済
状
況
に
よ
り
即
応
し
て
い

る
長
期
金
利
の
動
向
を
注
目
し
て
い

ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
、そ
の
決
定
要

因
は「
経
済
成
長
」・「
物
価
へ
の
予

想
・
期
待
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お

市
場
は
政
策
金
利
に
つ
い
て
は
、日
銀

を
除
く
主
要
国
中
央
銀
行
が
既
に
こ

ぞ
っ
て「
金
融
引
き
締
め
」方
向
に
切

り
替
え
て
い
ま
す
の
で
、足
元
は
そ
の

「
引
き
上
げ
幅
」・「
頻
度
」予
測
に
鎬

を
削
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で「
長
期
金
利
」に
つ
い
て
は
、

本
来
中
央
銀
行
は
関
与
せ
ず
、市
場

判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

要
す
る
に
、仮
に
景
気
が
長
期
的
に

回
復
し
高
い
成
長
が
期
待
さ
れ
る
と

判
断
さ
れ
る
と
、企
業
の
設
備
投
資

や
事
業
展
開
が
積
極
化
し
、長
期
資

金
の
需
要
が
増
し
金
利
は
上
昇
す
る

と
い
う
構
図
で
す
。と
こ
ろ
が
日
銀
は

「
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」と

称
し
て
、「
長
期
金
利
」も
事
実
上
の

上
限
を
＋
0・25
％
に
固
定
し
て
い
ま

す
の
で
、我
が
国
だ
け
は
経
済
情
勢

を
的
確
に
は
反
映
し
て
い
な
い
と
いっ

た
異
例
の
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

銘
記
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
次
は「
為
替
」動
向
で
す
。

こ
れ
は
基
本
的
に
は
、需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
に
因
る
も
の
で
あ
り
、相

対
的
現
象
と
捉
え
る
べ
き
で
す
。そ

の
決
定
要
因
は
、通
常
、中
長
期
要

因
と
し
て
は「
金
利
差
」・「
貿
易
収

支
」、短
期
的
要
因
と
し
て
、「
中
央

銀
行
の
為
替
介
入
」・「
政
治
的
要

因
」・「
経
済
指
標
の
発
表
」・「
地
域

紛
争
・
戦
争
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。た
だ
、こ
れ
ま
で
は「
米
ド
ル
」と

の
関
係
を
見
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、最
近
は「
Ｅ
Ｕ
ユ
ー
ロ
」・「
中
国

人
民
元
」と
の
関
係
も
重
視
さ
れ
、

し
か
も
、こ
れ
ら
が
必
ず
し
も
同
一
歩

調
を
採
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。さ
ら
に

以
前
は
通
例
だ
っ
た
政
府
・
中
央
銀

行
に
因
る
為
替
介
入
も
、こ
の
と
こ
ろ

は
基
本
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
いっ

た
事
情
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　

最
後
は
、「
商
品
」で
す
。た
だ
し
、

こ
こ
で
は
現
在
特
に
問
題
に
な
っ
て
い

る「
原
油
」を
中
心
に
、考
察
し
て
見

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
こ
の
決
定

要
因
は
、基
本
的
に
は「
国
際
経
済

状
況
」と
、「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
」・「
米

国
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル・ガ
ス
」と
さ
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
足
元
は「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」状
況
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
わ
け
で
、特
に
こ
こ
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。い
ず
れ
に
せ

よ
我
が
国
の
場
合
は
資
源
に
乏
し

く
、こ
の
行
方
の
影
響
は
大
き
い
と
考

え
る
べ
き
で
す
。

　

さ
て
、こ
の
よ
う
に
各
種
市
況
の
決

定
要
因
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
ま
し

た
が
、前
述
の
よ
う
に
、昨
今
は
短
期

的
な
変
動
が
激
し
く
、一
週
間
の
間
に

上
下
に
大
き
く
振
れ
る
と
か
、こ
れ

ま
で
に
常
識
と
さ
れ
て
い
た
方
向
と

は
逆
の
向
き
に
反
応
す
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、次
に
は
、こ
の
背
景
に
つ
い

て
や
や
詳
し
く
見
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

第
一に
、市
況
は
、も
と
も
と
売
り

注
文
と
買
い
注
文
の
双
方
が
あ
っ
て

初
め
て
取
引
が
成
立
す
る
筋
合
い
の

も
の
で
す
。ま
た
局
面
に
因
っ
て
一
方

向
に
の
み
傾
く
わ
け
で
は
な
く
、常
に

反
対
方
向
に
動
く
ベ
ク
ト
ル
を
も
共

有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、客
観
的
か
つ

絶
対
的
可
能
性
で
判
断
す
る
よ
り

も
、多
数
の
人
が
ど
う
見
る
か
と
い
う

多
数
決
で
決
ま
る
ケ
ー
ス
の
方
が
多

い
と
も
言
え
る
の
で
す
。そ
し
て
問
題

は
、世
の
中
の
多
様
化
の
進
展
に
従

い
、こ
の
幅・頻
度
が
よ
り
極
端
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。例
え
ば

米
国
の
中
央
銀
行
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
、

当
面
、政
策
金
利
を
引
き
上
げ
続
け

る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
、そ
れ
が
経
済
正
常
化
に
繋
が
る

と
判
断
す
る
か
、そ
れ
と
も
景
気
停

滞
の
引
き
金
に
な
る
と
捉
え
る
か
は
、

正
直
、人
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
当
た

り
前
な
わ
け
で
す
。た
だ
問
題
は
、昨

今「
景
況
」や「
政
策
金
利
」状
況
に

さ
し
た
る
変
化
が
な
い
場
合
で
も
、そ

の
思
惑
の
傾
き
方
如
何
で
、一
週
間
の

間
に
株
価
が
既
往
最
高
規
模
に
下
落

し
た
か
と
思
え
ば
、翌
日
に
は
大
き

く
上
昇
す
る
と
い
う
事
態
も
珍
し
く

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
れ
は

正
直
、厄
介
か
つ
異
常
で
す
。

　

第
二
に
、さ
ら
に
市
況
は
、も
と
も

と
過
去
の
実
績
よ
り
も
将
来
予
測
の

も
と
に
動
き
が
ち
な
わ
け
で
す
が
、

こ
の
傾
向
が
一
段
と
増
し
て
い
る
わ
け

で
、そ
れ
だ
け
予
測
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
第
三
で
す
。こ
れ
は
、こ
の

と
こ
ろ
の
国
際
紛
争
は
予
測
不
能
な

形
で
頻
発
し
て
お
り
、さ
ら
に
異
常

気
象
も
吹
き
荒
れ
て
い
る
と
い
っ
た

事
情
で
す
。し
か
も
、こ
う
し
た
突
発

的
な
現
象
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

は
、そ
の
影
響
が
局
所
に
と
ど
ま
ら

ず
世
界
全
体
に
拡
散
す
る
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。し
か
も
、こ
の

面
で
の
調
整
を
期
待
さ
れ
て
い
る
国

連
に
つ
い
て
も
無
力
さ
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
状
況
で
、こ
れ
ら
が
世
界
経
済

に
対
す
る
一
方
的
な
下
押
し
圧
力
に

な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
も
見
え

る
の
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、世
界
経
済
の
動

き
を
知
る
う
え
で「
各
種
市
況
」の

現
状
・
先
行
き
を
正
確
に
読
み
込
む

こ
と
の
重
要
性
が
一
段
と
増
し
て
い
る

こ
と
は
確
か
で
す
の
で
、こ
こ
で
更
に

は
経
済
が
も
っ
と
も
幅
を
利
か
せ
て

い
る
分
野
で
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

結
び
に
か
え
て

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、最
近

の
経
済
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
を
繰
り
返
し
て
お
り
、現
状
、先

行
き
判
断
に
対
す
る「
経
済
指
標
」、

特
に「
各
種
市
況
」か
ら
得
ら
れ
る

情
報
は
一
段
と
有
為
に
な
っ
て
い
ま

す
。従
っ
て
、こ
れ
ら
の
情
報
を
し
っ
か

り
正
し
く
認
識・分
析
す
る
必
要
が

極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
も

言
え
る
わ
け
で
、相
応
の
工
夫・努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
場
合
に
留
意
す
べ

き
は「
実
態
」の
正
確
な
把
握
も
重

要
で
す
が
、そ
れ
よ
り
も「
多
数
決
の

論
理
」の
よ
う
な
の
で
す
。

8 7［なるほど金融塾］　市況の決定要因をこう見る、こう読む ［なるほど金融塾］　市況の決定要因をこう見る、こう読む
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に
対
し
て
も
そ
の
余
地
を
残
す
こ
と
は

な
い
」と
し
た
う
え
で
、「
米
国
は
台
湾

の『
独
立
』を
支
持
し
な
い
こ
と
を
改
め

て
強
調
し
た
」と
し
て
い
る
。ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
側
も「
台
湾
に
つ
い
て
、バ
イ
デ
ン

大
統
領
は
、米
国
の
政
策
に
変
更
は
な

く
、米
国
は
現
状
を
変
更
し
た
り
、台

湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
を
損
な
お
う

と
す
る
一
方
的
な
行
動
に
強
く
反
対
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
」（
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
）と
書
い
て
い
る
。

　

台
湾
海
峡
の
問
題
に
関
し
て
、米
中

両
国
の
主
張
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。重
要
な

の
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
偶
発

的
な
事
件
が
生
じ
に
く
い
と
い
う
現
状

で
は
な
い
か
と
、わ
れ
わ
れ
は
認
識
し

て
い
る
。

　

目
下
の
攪
乱
要
因
は
ペ
ロ
シ
米
下
院

議
長
の
8
月
の
台
湾
訪
問
計
画
で
あ
っ

た
。中
国
が
強
く
反
発
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、敢
行
さ
れ
た
。だ
が
そ
れ

は
、中
国
に
よ
る
台
湾
軍
事
侵
攻
の
引

き
金
に
は
な
ら
か
っ
た
。な
ぜ
か
。

　

そ
れ
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の

は
、中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
官
営

機
関
紙「
人
民
日
報
」傘
下
の「
環
球

時
報
」が
、ペ
ロ
シ
氏
の
台
湾
訪
問
直
前

に
書
い
た
内
容
で
あ
る
。ア
ナ
リ
ス
ト
の

言
葉
を
引
用
す
る
形
で
、「
バ
イ
デ
ン
氏

と
ペ
ロ
シ
氏
は
、同
議
長
の
同
島
へ
の
訪

問
の
可
能
性
に
つ
い
て
、ペ
ロ
シ
氏
が
中

間
選
挙
と
自
身
の
政
治
的
利
益
を
考

慮
す
る
一
方
、バ
イ
デ
ン
氏
は
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
観
点
か
ら
検
討
し
、米
国
の

国
益
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、意
見
が
わ
か
れ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
点
だ
。つ
ま
り
、ペ
ロ
シ
氏

が
米
国
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
、と
の
但
し
書
き
が
つ
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
専
門
家
は
中
国
が
ペ
ロ
シ

し
た（
ロ
イ
タ
ー
）。つ
ま
り
、米
国
側

は
、お
そ
ら
く
中
国
側
と
の
事
前
協
議

（
お
そ
ら
く
は
首
脳
会
談
中
）に
基
づ
い

て
軍
事
的
な
行
動
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
わ
け
だ
。

　

な
お
、中
国
は
軍
事
演
習
以
外
に

も
、台
湾
と
の
貿
易
の
一
部
を
停
止
す

る
と
発
表
し
た
。具
体
的
に
は
一
部
の

果
物
と
魚
介
類
の
輸
入
停
止
を
行
っ
た

が
、理
由
は「
基
準
を
超
え
る
残
留
農

薬
量
」や「
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
」で
あ
っ

た
。ま
た
、天
然
砂
の
輸
出
停
止
も
行
っ

て
い
る
も
の
の
、台
湾
側
は
中
国
産
の
天

然
砂
が
需
要
全
体
に
占
め
る
割
合
は

「
1
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
」と
言
及

し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る（
C
N
N
）。

　

そ
の
後
、中
国
国
務
院
台
湾
事
務

弁
公
室
は
8
月
10
日
に「
台
湾
問
題

と
新
時
代
の
中
国
統
一
事
業
」白
書
を

発
表
し
て
い
る
。台
湾
統
一に
向
け
て

「
我
々
は
、武
力
行
使
の
放
棄
を
約
束

せ
ず
」と
の
従
来
方
針
を
維
持
。一
方
で

「
非
平
和
的
手
段
は
、や
む
を
得
ぬ
状

況
下
に
お
け
る
最
後
の
選
択
肢
と
な

る
」と
も
言
及
し
た
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、今
回
の
ペ
ロ
シ
米
下

院
議
長
の
訪
台
は
最
終
的
に
米
国
側

の
軍
事
的
報
復
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
迎

え
ず
に
落
ち
着
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

中
国
側
の
台
湾
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、

や
は
り
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。引
き
続
き
、2
0
2
4
年
1

月
の
台
湾
総
統
選
に
向
け
、親
中
派
で

あ
る
野
党
支
持
を
継
続
す
る
こ
と
が
メ

の
行
動
を
制
限
す
る
た
め
に
、米
国
側

に
過
度
の
期
待
を
か
け
る
べ
き
で
は
な

い
と
も
警
告
し
た
」と
し
て
い
る
。そ
の

理
由
は「
米
国
は
、中
国
と
公
然
と
何

度
も
約
束
を
し
て
も
、そ
の
言
葉
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
い
」た
め
で
あ
り
、そ

の
た
め「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
備
え
る
こ

と
、特
に
軍
事
的
備
え
は
、中
国
に
と
っ

て
事
態
悪
化
を
防
止
ま
た
は
抑
止
す

る
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
い
う
」と
し

て
い
る
。つ
ま
り
、今
回
の
ペ
ロ
シ
下
院

議
長
に
よ
る
台
湾
訪
問
そ
れ
自
体
は
、

軍
事
的
行
動
の
引
き
金
と
言
う
よ
り
、

中
国
の
自
衛
の
た
め
の
防
衛
設
備
増
強

の
理
由
に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
、

と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。

　

結
局
ペ
ロ
シ
氏
に
よ
る
台
湾
訪
問
に

よ
っ
て
ど
う
な
っ
た
か
を
振
り
返
っ
て
お

く
。中
国
は
報
復
の
一
環
と
し
て
の
軍

事
演
習
を
行
っ
た
。軍
事
演
習
は
当
初

8
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
の
予
定
だ
っ

た
が
、事
実
上
延
期
さ
れ
、10
日
に「
各

任
務
を
成
功
裏
に
終
え
た
」と
中
国

人
民
解
放
軍
東
部
戦
区
の
報
道
官
は

告
げ
た
。

　

興
味
深
い
の
は
米
国
側
の
動
き
で
あ

る
。米
国
家
安
全
保
障
会
議（
N
S
C
）

の
カ
ー
ビ
ー
戦
略
広
報
調
整
官
は
8
月

4
日
の
段
階
で
、空
軍
が
同
週
内
に
予

定
し
て
い
た
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
I
C
B
M
）の
定
期
発
射
実
験
を
延

期
し
、「
米
国
は
誤
算
と
誤
解
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
こ
と
で
核
保
有
国
と
し
て

の
責
任
あ
る
態
度
を
示
し
て
い
る
」と

確
実
性
が
高
ま
っ
た
も
の
の
、習
近
平

国
家
主
席
は
22
日
に
お
見
舞
い
の
電

報
を
送
り
、最
終
的
に
、両
者
の
会
談

は
28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

7
月
28
日
の
米
中
首
脳
会
談
：
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
が
重
要
な
点

　

会
談
の
焦
点
は
、ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に

よ
れ
ば「
米
国
と
中
国
の
間
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
を
維
持・深
化
さ
せ

る
こ
と
で
、互
い
の
相
違
を
責
任
を
持
っ

て
管
理
し
、利
益
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で

は
共
に
働
く
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。な
お
中
国
側
の
新
華
網
に
よ
れ

ば
習
近
平
国
家
主
席
の
言
葉
と
し
て

「
中
米
関
係
や
相
互
の
関
心
事
に
つ
い

て
率
直
に
意
思
疎
通
を
図
り
、交
流
し

た
」と
の
こ
と
だ
。

　

台
湾
問
題
に
関
し
て
は
、新
華
網
は

「
い
か
な
る
形
で
の『
台
湾
独
立
』勢
力

続
く
米
中
対
話
：
台
湾
問
題
は

常
に
俎
上
に

米
中
の
現
状
と
台
湾
情
勢
を
考
え
る

　

中
国
の
台
湾
へ
の
軍
事
侵
攻
の
可
能

性
は
高
い
の
か
。わ
れ
わ
れ
は
そ
の
可

能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
理

由
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、ま
ず
米
中

関
係
の
現
状
を
確
認
し
た
後
、両
国
の

お
か
れ
た
現
状
、米
国
中
国
、そ
し
て

日
本
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
考
え
て
み

よ
う
。

　

米
中
関
係
は
現
状
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。一
部
の
安
全
保
障
関
連
に
関
す

る
技
術
規
制
を
除
き
、悪
化
は
し
て
い

な
い
、と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
7

月
21
日
に
、10
日
以
内
に
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
と
会
談
し
た
い
意
向
を

述
べ
た
。そ
の
後
、バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
不

想
定
し
て
い
た
よ
う
な「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
」は
生
じ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
だ
。

　

米
国
の
外
交
政
策
は
、米
中
の
デ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ（
緊
密
な
関
係
の
解
消
・

希
薄
化
）と
い
う
よ
り
、交
易
を
続
け

る
中
で
、米
国
が
相
対
的
に
多
く
の
恩

恵
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。そ
の
た
め
、対
中
関

税
を
維
持
し
た
ま
ま
、よ
り
安
価
な
国

へ
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
移
す
の
で
は

な
く
、中
国
と
の
関
係
を
維
持
し
た
ま

ま
、そ
の
中
で
イ
ン
フ
レ
圧
力
減
少
の

た
め
の
関
税
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

米
中
関
係
を
一
言
で
ま
と
め
る
と
、

安
全
保
障
に
関
し
て
は
制
裁
緩
和
の

動
き
は
見
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、米
中

の
相
対
的
な
位
置
付
け
の
確
認
か
ら

警
戒
感
が
や
や
和
ら
い
で
い
る
可
能
性

も
あ
り
、互
い
の
貿
易
依
存
関
係
は
高

い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、一
部
制
裁
緩
和
の
動
き
が
み
ら
れ

て
い
る
と
い
う
情
勢
だ
。

米
中
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
状

況
を
考
え
て
み
る
：
内
憂
に
外

患
を
加
え
た
く
な
い

米
国
：
イ
ン
フ
レ
圧
力
、セ
ン
チ
メ
ン

ト
悪
化
、支
持
率
低
迷

　

そ
の
両
国
が
お
か
れ
た
現
状
を
考

え
て
み
よ
う
。一
言
で
ま
と
め
る
と
、両

国
と
も
内
憂
が
深
刻
で
、外
患
を
増
や

し
た
く
は
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

米
国
は
、強
す
ぎ
る
労
働
市
場
の

下
、供
給
制
約
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
レ

圧
力
も
あ
り
、金
融
引
き
締
め
を
3

月
よ
り
敢
行
し
て
い
る
。現
時
点
で
は

実
体
経
済
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
い
も

の
の
、元
来
、金
融
引
き
締
め
は
時
差

を
伴
っ
て
影
響
し
て
く
る
も
の
だ
。例

え
ば
S
t
．L
o
u
i
s
連
銀
の
経
済

ブ
ロ
グ
は
、1
9
8
0
年
代
以
降
の
金

融
引
き
締
め
局
面
の
実
体
経
済
への
影

響
を
見
れ
ば
、（
1
）耐
久
材
消
費
は

引
き
締
め
か
ら
3
四
半
期
経
過
後
に

減
速
、（
2
）住
宅
固
定
資
本
投
資
は

2
四
半
期
経
過
後
に
減
速
、と
い
う
経

験
則
を
あ
げ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、現
在
の
米
国
経
済
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、大

幅
な
財
政
出
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に

よ
る
余
波
も
残
さ
れ
て
お
り
、事
情
は

異
な
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。具
体
的

に
は
米
国
は
、2
0
2
0
年
1
月
か
ら

2
0
2
1
年
7
月
ま
で
、対
G
D
P
比

で
25
・
4
%
も
の
支
出
を
行
っ
て
き
た

（
な
お
日
本
は
16
・
5
%
、英
国
は
16
・

2
%
）。そ
の
結
果
、未
使
用
所
得
に

よ
っ
て
経
済
が
支
え
ら
れ
て
い
る
分
は

な
お
大
き
い
。だ
が
そ
れ
で
も
、金
融

引
き
締
め
が
需
要
を
抑
え
物
価
上
昇

圧
力
を
抑
え
込
む
た
め
に
な
さ
れ
続

け
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、い
ず
れ
実

体
経
済
に
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出

て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

更
に
言
え
ば
、低
迷
す
る
米
国
政
権

の
支
持
率
も
あ
る
。11
月
に
控
え
る
中

間
選
挙
に
向
け
て
決
し
て
安
心
で
き

る
状
況
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。な
お
、

中
間
選
挙
は
11
月
8
日
に
行
わ
れ
、下

院
の
全
議
席
、上
院
の
3
分
の
1
議
席

が
改
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ま
り
米
国
は
国
内
に
お
け
る
様
々

な
問
題
に
追
わ
れ
て
お
り
、新
た
な
る

対
外
的
な
問
題
を
抱
え
る
だ
け
の
余

裕
は
な
い
と
言
え
る
。

中
国
：
経
済
成
長
率
鈍
化
、迫
る
政

権
長
期
化
決
定

　
一
方
で
中
国
は
ど
う
か
。中
国
政
府

イ
ン
の
政
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

米
中
の「
利
益
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
」

と
は
何
か
：
関
税
引
き
下
げ
は
そ
の

一つ
だ

　

と
こ
ろ
で
、米
国
側
が「
利
益
が
一
致

す
る
と
こ
ろ
で
は
共
に
働
く
」

（
W
h
i
t
e 

H
o
u
s
e
）と
し
た

部
分
は
何
で
あ
ろ
う
か
。中
国
側
は

「
中
国
と
米
国
は
、マ
ク
ロ
経
済
政
策
の

協
調
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
業
チ
ェ
ー
ン
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
安
定
性
の
維
持
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
の
安

全
保
障
の
確
保
な
ど
の
主
要
な
問
題

に
つ
い
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す

べ
き
で
あ
る
」（
新
華
網
）と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

関
し
て
、こ
れ
ま
で
何
度
か
報
道
さ
れ

て
き
た
米
国
側
の
対
中
制
裁
関
税
の

引
き
下
げ
も
含
ま
れ
た
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　

米
国
は
1
9
7
4
年
通
商
法

3
0
1
条
に
基
づ
き
、2
0
1
8
年
7

月
以
降
、米
国
政
府
が
不
公
正
と
判

断
し
た
貿
易
に
対
し
て
制
裁
を
課
し

て
き
た
。だ
が
関
税
負
担
は
中
国
企
業

に
ば
か
り
行
く
わ
け
で
は
な
い
。米
国

側
で
輸
入
を
し
て
い
る
企
業
に
も
負
担

は
行
く
上
に
、そ
れ
が
価
格
転
嫁
さ
れ

れ
ば
米
国
消
費
者
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
と
な
る
。

　

米
国
に
お
け
る
バ
イ
デ
ン
政
権
の
支

持
率
は
低
迷
し
た
ま
ま
で
あ
り
、支
持

率
低
迷
の一因
は
物
価
高
で
あ
る
。そ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
効
果
が
ど
れ
だ
け
で
、か
つ
ど

こ
ま
で
即
時
的
に
効
く
の
か
は
さ
て
お

き
、消
費
者
セ
ン
チ
メ
ン
ト
に
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
と
な
っ
て
い
る
物
価
に
対
し
て

政
府
が
で
き
る
か
ぎ
り
の
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
民
衆
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
繋

げ
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　

米
中
関
係
を
語
る
う
え
で
外
せ
な

い
の
は
互
い
の
貿
易
依
存
関
係
の
高
さ

で
あ
ろ
う
。ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
よ

る
対
中
制
裁
関
税
導
入
以
降
、米
国

と
中
国
の
貿
易
額
は
、米
国
に
占
め
る

割
合
と
言
う
意
味
で
低
下
し
て
い
た
。

だ
が
2
0
2
0
年
1
月
の
米
中
貿
易

協
定
以
降
、両
者
の
貿
易
額
は
回
復
し

て
い
る
。結
局
、一
部
の
市
場
参
加
者
が

を
受
け
て
、バ
イ
デ
ン
政
権
は
物
価
上

昇
抑
制
の
た
め
様
々
な
政
策
を
検
討
す

る
中
で
、対
中
制
裁
関
税
の
引
き
下
げ

も
視
野
に
入
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

そ
れ
で
は
、米
国
が
対
中
関
税
を
引

き
下
げ
た
場
合
、米
国
の
物
価
を
ど
れ

だ
け
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

P
I
I
E（
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
研

究
所
）の
P
o
l
i
c
y 

B
r
i
e
f

に
よ
れ
ば
、関
税
分
が
す
べ
て
米
国
輸

入
か
ら
減
じ
ら
れ
る
と
し
た
場
合
、

C
P
I
を
直
接
的
に
0・26
%
ポ
イ
ン

ト
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、と
し

て
い
る
。間
接
的
に
国
内
の
競
争
環
境

が
促
進
さ
れ
る
効
果
ま
で
含
め
れ
ば

ト
ー
タ
ル
で
1
・
3
%
ポ
イ
ン
ト
引
き

下
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
し

ず
、そ
の
成
果
が
十
分
に
表
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、次
の
二
つ
の
点
が
示
唆
さ

れ
る
。一つ
目
は
、政
府
が
今
年
の
経
済

成
長
目
標
を
達
成
で
き
な
い
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。1
〜
6
月
の

実
質
G
D
P
成
長
率
は
2
・
5
%
と

な
っ
て
お
り
、年
間
で
5・5
%
の
目
標

を
達
成
す
る
に
は
年
後
半
に
8・1
%

の
成
長
率
が
必
要
と
な
る
。こ
れ
は
難

し
く
、実
際
李
克
強
首
相
も
7
月
19

日
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て「
高
す

ぎ
る
成
長
目
標
の
た
め
に
、超
大
規
模

な
刺
激
措
置
、金
融
緩
和
を
打
ち
出

し
、将
来
の
成
長
を
先
取
り
す
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
」と
発
言
し
て
い
る
。

　

次
に
、そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
追
加
対

策
を
打
つ
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
。中
国
財
政
省
は
、1
〜
6
月
に

約
3・41
兆
元
の
地
方
政
府
専
項
債
が

新
規
で
発
行
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。中

国
政
府
は
3
月
末
の
国
務
院
会
議
で
、

2
0
2
2
年
の
地
方
政
府
専
項
債
発

行
枠（
3
・
65
兆
元
）の
う
ち
3
・
45
兆

元
を
6
月
末
ま
で
に
発
行
す
る
よ
う

地
方
政
府
に
指
示
し
て
お
り
、そ
の
発

行
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
形
と
な
っ
て

い
る
。

　

逆
に
考
え
れ
ば
7
月
以
降
、景
気
回

復
が
政
府
の
想
定
通
り
に
進
ま
な
か
っ

た
場
合
、景
気
刺
激
策
の
原
資
が
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。政
府
は

6
月
末
の
常
務
会
議
に
お
い
て
、政
府

と
人
民
銀
行
支
援
に
よ
る
債
券
発
行

な
ど
を
通
じ
て
3,
0
0
0
億
元（
国

家
開
発
銀
行
2,
1
0
0
億
元
、農
業

開
発
銀
行
9
0
0
億
元
）を
、新
型
イ

ン
フ
ラ
を
含
む
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投

じ
る
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、そ
れ
以

外
に
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
が
中
国
政
府
は

1.
5
兆
元
分
の
債
券
の
前
倒
し
発
行

を
行
う
可
能
性
を
報
じ
て
い
る
。成
長

目
標
達
成
は
難
し
く
と
も
、大
幅
な
景

気
の
減
速
を
回
避
す
る
た
め
の
追
加

対
策
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、中
国
は
10
月
あ
る

い
は
11
月
に
開
催
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
共

産
党
大
会
に
向
け
て
、国
内
外
の
大
き

な
混
乱
を
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。特
に
国
内
に
お
い
て
景

気
の
大
幅
な
減
速
を
経
験
し
て
い
る
最

中
で
も
あ
り
、そ
の
中
で
対
外
政
策
に

お
い
て
新
し
い
不
確
実
性
は
歓
迎
さ
れ

な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
。

台
湾
問
題
：
軍
事
的
行
動
を

と
っ
た
際
の
中
国
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い

何
故
米
国
、日
本
は
台
湾
有
事
の
可

能
性
を
強
調
す
る
の
か
：
両
国
共
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る

　

と
も
に
国
内
に
憂
い
を
抱
え
た
米

中
は
現
在
、対
外
問
題
で
新
た
な
る
リ

ス
ク
を
背
負
い
た
く
な
い
と
考
え
て
い

る
は
ず
だ
。も
ち
ろ
ん
、対
外
的
な
成

果
を
上
げ
る
こ
と
で
、国
内
の
問
題
を

覆
い
隠
す
と
い
う
手
は
あ
る
。だ
が
そ

は「
骨
太
の
方
針
」（
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
）に
お
い
て
、

N
A
T
O
の
加
盟
国
が
G
D
P
の

2
%
以
上
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
を

例
示
し
た
う
え
で
、防
衛
費
を「
5
年

以
内
」に
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
る
。

　

だ
が
5
年
以
内
に
国
内
に
て
防
衛

関
連
の
研
究
開
発
及
び
生
産
体
制
を

急
速
に
整
え
る
こ
と
は
難
し
い
。よ
っ
て

そ
の一
部
は
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
る

必
要
が
あ
る
。ま
た
そ
の
間
、強
化
さ

れ
る
防
衛
費
に
対
し
て
国
民
の
了
承

も
間
接
的
に
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

何
が
言
い
た
い
か
。「
台
湾
」有
事
と

言
う
リ
ス
ク
は
、日
本
側
に
と
っ
て
防
衛

費
を
拡
大
す
る
う
え
で
、米
国
に
と
っ

て
は
そ
の
防
衛
を
担
う
関
連
装
備
を

輸
出
す
る
う
え
で
、十
分
な
理
由
を
提

供
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
だ
。実
際
に
そ
れ
が
起
こ
る
か
ど
う

か
、と
い
う
よ
り
、そ
れ
が
起
こ
り
う
る

可
能
性
を
声
高
に
唱
え
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
両
国
に
あ
り
う
る
、と
わ
れ

わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

中
国
の
軍
事
的
行
動
は
中
国
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い

　
一
方
で
当
事
者
で
あ
る
中
国
は
ど

う
か
。

　

ま
ず
、現
在
中
国
が
米
国
の
規
制
に

よ
っ
て
台
湾
と
の
貿
易
活
動
に
支
障
が

出
て
来
て
い
る
か
と
言
え
ば
、全
く
支

れ
は
他
国
と
協
力
す
る
と
い
う「
安

定
」で
あ
っ
て
、他
国
と
争
い
を
起
こ
す

と
い
う「
混
乱
」に
は
な
り
に
く
い
。理

由
は
単
純
に
後
者
が「
成
果
」を
あ
げ

に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、海
外
投
資
家
か
ら
も
質

問
の
多
か
っ
た
台
湾
問
題
を
考
え
る
。

　

思
い
出
す
の
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

5
月
の
訪
日
で
あ
る
。米
国
と
日
本
と

の
経
済
関
係
を
考
え
る
と
、決
し
て
友

好
的
な
要
素
だ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、黒
田
日
銀
総
裁
就
任
以
降
の
米
国

側
か
ら
す
れ
ば
人
為
的
と
も
と
れ
る

円
安
が
あ
る
。ま
た
米
国
が
常
に
問
題

と
し
て
い
る
貿
易
赤
字
5
位
国
は
日

本
だ
。さ
ら
に
ロ
シ
ア
へ
の
制
裁
も
日
本

は
十
分
に
行
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
の
日
本
に
来
て
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
強
い
印
象
を
残
し
た
の
は「
台
湾
」

有
事
の
際
の
米
国
の
軍
事
的
ア
ク
シ
ョ

ン
の
有
無
に
関
し
て「
Y
e
s
」と
答

え
た
こ
と
で
あ
る
。記
者
会
見
後
、ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
当
局
者
は「
台
湾
政

策
に
変
更
は
な
い
」と
釈
明
し
た
う
え

で「
バ
イ
デ
ン
氏
は一つ
の
中
国
政
策
と
、

台
湾
海
峡
の
安
定
と
平
和
への
関
与
を

再
確
認
し
た
」と
説
明
し
て
い
る
。

　

誤
解
を
生
み
か
ね
な
い
事
案
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、な
ぜ
バ
イ
デ
ン
大
統

領
は
踏
み
込
ん
だ
答
え
を
行
っ
た
の

か
。そ
の
答
え
の
一つ
は
、日
本
側
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

日
本
の
自
民
党
は
防
衛
費
の
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
政
府

は
2
0
2
1
年
10
〜
12
月
期
よ
り
金

融
緩
和
及
び
景
気
拡
張
的
な
政
策
の

導
入
へ
と
舵
を
切
っ
て
い
る
。そ
の
成

果
は
一
部
2
0
2
2
年
1
〜
3
月
か

ら
見
え
始
め
た
も
の
の
、3
月
末
か
ら

は
上
海
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影
響
が
あ

り
、経
済
成
長
率
が
4
〜
6
月
期
に

は
例
え
ば
実
質
G
D
P
成
長
率
は
前

年
比
0・4
%
増
と
前
期（
1
〜
3
月

期
同
4・8
%
増
）よ
り
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。

　

そ
の
後
、中
国
政
府
は
5
月
23
日
の

定
例
の
国
務
院
常
務
会
議
に
お
い
て

追
加
対
策
を
決
定
し
て
い
る
。が
、そ
の

中
で
、企
業
向
け
の
減
税
・
税
還
付
の

1
，4
0
0
億
元
の
追
加
や
鉄
道
建
設

債
3
，0
0
0
億
元
の
発
行
を
支
援
す

る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。ま
た
、6
月

か
ら
12
月
ま
で
排
気
量
が
2
・
0
リ
ッ

ト
ル
以
下
の
乗
用
車
の
取
得
税
を
半

減
す
る
こ
と
も
決
め
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、自
動
車
販
売
は
回
復

し
、そ
れ
を
含
め
た
6
月
の
小
売
売
上

高
は
前
年
比
3・1
%
増
と
前
月（
5

月
同
6・7
%
減
）よ
り
回
復
し
た
。鉱

工
業
生
産
も
、上
海
市
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

解
除
を
う
け
た
生
産
お
よ
び
物
流
面

の
混
乱
が
緩
和
し
た
こ
と
に
く
わ
え

て
、自
動
車
生
産
も
回
復
し
た
こ
と
か

ら
復
調
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
最
後
に（
3
）労
働
市
場

で
あ
る
。6
月
の
調
査
失
業
率
は
5
・

5
%
と
5
月
の
5・9
%
よ
り
は
大
き

く
回
復
し
た
も
の
の
、前
年
対
比
で
は

0・5
ポ
イ
ン
ト
高
い
ま
ま
で
あ
る
。中

国
は
2
0
2
1
年
に
様
々
な
デ
レ
バ

レ
ッ
ジ（
過
剰
債
務
の
削
減
）を
含
め
た

規
制
強
化（
不
動
産
、小
売
、グ
リ
ー
ン

関
連
）を
行
っ
て
き
た
が
、そ
の
結
果
企

業
の
雇
用
活
動
が
停
滞
し
て
お
り
、そ

れ
が
消
費
や
不
動
産
市
況
に
ま
で
影

響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　

経
済
対
策
を
打
っ
た
に
も
関
わ
ら

　

だ
が
、ま
だ
3
点
十
分
な
回
復
が
見

ら
れ
て
い
な
い
分
野
が
あ
る
。ま
ず
は

（
1
）不
動
産
開
発
投
資
で
あ
る
。固

定
資
産
投
資
の
内
訳
を
見
る
と
1
〜

6
月
は
前
年
比
6・1
%
増
と
1
〜
5

月
の
同
6
・
2
%
増
よ
り
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
っ
た
が
、そ
れ
は
イ
ン
フ
ラ
投
資
が

加
速
し
た
か
ら
で
あ
り
、住
宅
市
況
の

停
滞
も
あ
り
不
動
産
開
発
投
資
は
減

少
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

次
に（
2
）自
動
車
以
外
の
消
費
で

あ
る
。減
税
効
果
で
自
動
車
販
売
は

戻
っ
た
も
の
の
、そ
れ
以
外
の
消
費
は
力

強
い
と
は
言
い
難
い
。

障
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、貿
易
活

動
は
活
発
な
ま
ま
で
あ
る
。半
導
体
の

輸
入
も
続
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、台

湾
か
ら
の
半
導
体
関
連
の
輸
入
の
割
合

は
高
ま
って
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

中
国
側
と
し
て
は
、現
時
点
に
お
い

て
、強
硬
な
手
段
を
と
っ
て
ま
で
台
湾

に
攻
め
入
る
明
確
な
理
由
が
ま
ず
見

当
た
ら
な
い
。も
ち
ろ
ん
、今
後
米
国

側
の
制
裁
が
強
ま
り
、台
湾
と
の
交
易

が
難
し
く
な
っ
た
場
合
は
前
提
が
変
わ

る
が
、台
湾
と
の
貿
易
に
お
い
て
大
き

な
困
難
に
直
面
し
て
い
な
い
現
在
、そ

の
可
能
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、台
湾
と
の
貿
易
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
、中
国
の
台
湾
依
存
度

を
高
め
た
こ
と
で
、中
国
側
の
台
湾
と

の一
体
化
を
よ
り
進
め
た
い
と
い
う
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。

だ
が
そ
れ
が
、軍
事
的
行
動
に
つ
な
が

る
と
い
え
ば
話
は
別
だ
。

 

仮
に
中
国
が
地
政
学
的
行
動
を
と
っ

た
場
合
に
、そ
れ
が
プ
ラ
ス
に
働
く
か
ど

う
か
、を
考
え
て
み
る
。具
体
的
に
は
、

中
国
が
台
湾
の
企
業
を
軍
事
的
な
行

動
に
よ
っ
て
強
制
的
に
取
り
込
ん
だ
場

合
ど
う
な
る
か
。そ
の
場
合
、米
国
側
の

規
制
強
化
に
よ
り
、手
に
入
れ
た
企
業

の
設
備
投
資
や
原
材
料
の
調
達
を
阻

ま
れ
、そ
の
企
業
が
持
つ
技
術
を
十
分

に
活
用
で
き
な
い
可
能
性
が
高
ま
る
。

こ
と
だ
。習
近
平
国
家
主
席
は
朱
立
倫

氏
に
祝
電
を
送
り
、「
両
党
は『
九
二
共

識
』（
92
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
）の
堅
持
、

『
台
湾
独
立
』へ
の
反
対
を
共
通
の
政

治
的
基
盤
」と
し
て「
台
湾
海
峡
の
平

和
を
図
り
、祖
国
の
統
一
と
民
族
の
復

興
を
図
る
こ
と
を
期
待
す
る
」と
の
内

容
に
対
し
て
、朱
立
倫
氏
は「
両
岸
人

民
は
共
に
炎
帝
と
黄
帝
の
子
孫（
中
華

民
族
）だ
。今
後
両
党
が『
九
二
共
識
』

と『
台
湾
独
立
』へ
の
反
対
を
基
盤
」と

し
た
上
で「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定

を
促
進
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
」

と
答
え
た
と
人
民
網
は
伝
え
て
い
る
。

　

た
だ
現
時
点
で
は
、最
大
野
党
で
あ

る
国
民
党
の
支
持
率
が
高
い
と
は
言
い

難
い
。と
は
い
え
、中
国
側
が
台
湾
に
対

し
て
焦
っ
て
軍
事
的
な
行
動
を
と
る
十

分
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
と
も
考

え
に
く
い
。結
局
、今
後
も
中
国
と
台

湾
の
経
済
規
模
格
差
は
開
い
て
い
く
中

で
、台
湾
の
中
国
経
済
依
存
度
が
増
し

て
い
く
中
、台
湾
内
部
か
ら
の
変
化
に

よ
っ
て
、よ
り
中
国
に
自
然
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
中
国
当
局
は
想
定

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、と
わ
れ
わ
れ

は
考
え
て
い
る
。

ま
と
め
：
中
国
は
待
ち
の
ス
タ
ン

ス
、軍
事
的
行
動
の
可
能
性
は
低

い
の
で
は

　

ま
と
め
れ
ば
、覇
権
争
い
が
続
く
米

中
関
係
で
は
あ
る
も
の
の
、直
近
で
は

両
国
と
も
に
内
憂
が
強
く
、対
外
政
策

に
お
い
て
新
た
な
不
確
実
性
を
望
ん
で

い
な
い
可
能
性
が
高
い
。そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
米
国
側
が
台
湾
有
事
を
声
高

に
叫
ぶ
背
景
に
は
防
衛
関
連
装
備
の

輸
出
強
化
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り
、

日
本
側
も
防
衛
費
拡
大
に
合
わ
せ
て

リ
ス
ク
要
因
を
唱
え
や
す
い
と
い
う
背

景
は
あ
り
そ
う
だ
。た
だ
当
事
者
で
あ

る
中
国
に
と
っ
て
は
台
湾
と
の
貿
易
活

動
が
半
導
体
を
含
め
活
発
と
な
る
中
、

軍
事
的
な
行
動
の
帰
結
と
し
て
手
中

に
し
た
企
業
の
技
術
も
無
用
事
物
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
同
時
に
、他
の

主
要
国
か
ら
何
ら
か
の
規
制
を
課
さ

れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
、実
際
に

軍
事
的
行
動
に
踏
み
込
む
可
能
性
は

少
な
い
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

　

更
に
、軍
事
的
な
行
動
が
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
よ
う
に
連
日
各
主
要

国
で
報
道
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
な
る

か
。そ
の
場
合
、現
時
点
で
、た
と
え
ば

人
権
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
、直
接
的
に

中
国
を
批
判
し
て
い
な
い
日
本
や
韓

国
、欧
州
各
国
が
、何
ら
か
の
形
で
中

国
に
対
し
規
制
を
加
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。中
国
に
と
っ
て
は
、た
と

え
ば
依
然
生
産
に
必
要
な
半
導
体
製

造
装
置
な
ど
の
供
給
が
断
た
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
高
ま
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

中
国
は
軍
事
的
行
動
よ
り
も
草
の
根

活
動
を
優
先
す
る
と
考
え
ら
れ
る

　

よ
っ
て
中
国
側
で
は
、そ
の
よ
う
な

軍
事
的
行
動
よ
り
は
、草
の
根
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。具
体
的
に

は
、2
0
2
4
年
1
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
台
湾
総
統
選
挙
に
向
け
て
、親
中

派
で
あ
る
台
湾
の
最
大
野
党・国
民
党

の
主
席
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
可
能
性

の
方
が
大
き
い
、と
わ
れ
わ
れ
は
考
え

て
い
る
。

　

例
え
ば
習
近
平
国
家
主
席
は

2
0
2
1
年
9
月
に
野
党
の
朱
主
席

に
祝
電
を
送
っ
て
い
た
。2
0
1
6
年

の
総
統
選
挙
で
民
進
党
の
蔡
英
文
氏

に
敗
れ
た
朱
立
倫
氏
が
、対
中
融
和
を

公
約
に
掲
げ
、台
湾
の
最
大
野
党
・
国

民
党
の
党
首
に
返
り
咲
い
た
こ
と
に
対

す
る
祝
電
で
あ
る
。2
0
2
4
年
の
総

統
選
挙
で
政
権
奪
還
を
目
指
す
、と
の

米
中
の
現
状
と
中
台
関
係

軍
事
的
行
動
の
可
能
性
は

高
ま
っ
て
い
る
の
か

米
中
の
現
状
と
中
台
関
係

軍
事
的
行
動
の
可
能
性
は

高
ま
っ
て
い
る
の
か
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図表1. 米国政権支持率の推移

図表2. 対中制裁関税の推移
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（差） 支持 不支持

(%)

米国の対中制裁関税

第1弾 818品目/340億ドル相当

18/7/6 機械、半導体、精密機械、自動車など

追加関税25%
第2弾 284品目/160億ドル相当

18/8/23 電気機器、鉄鋼、プラスチック製品など

追加関税25%
第3弾 5745品目/2000億ドル相当

18/9/24 家具・照明器具、カバンなど

追加関税10％
19/5/10 追加関税10→25%

第4弾パート1 3243品目/1114億ドル相当

19/9/1 スマートウォッチ、デジカメ、薄型TVなど

追加関税15%
第1段階合意 第1段階合意で第4弾パート1の追加関税15→7.5%

19/12/13 555品目(携帯等)/1560億ドル相当の第4弾パート2(12/15)回避

20/1/15 第1段階合意正式署名(20~21年に17年比2000億ドル対米輸入拡大)

出所 : RealClearPoitics よりMUMSS作成

出所 : 米 USTR、ピーターソン国際経済研究所（PIIE）よりMUMSS作成
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Chinese economy

に
対
し
て
も
そ
の
余
地
を
残
す
こ
と
は

な
い
」と
し
た
う
え
で
、「
米
国
は
台
湾

の『
独
立
』を
支
持
し
な
い
こ
と
を
改
め

て
強
調
し
た
」と
し
て
い
る
。ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
側
も「
台
湾
に
つ
い
て
、バ
イ
デ
ン

大
統
領
は
、米
国
の
政
策
に
変
更
は
な

く
、米
国
は
現
状
を
変
更
し
た
り
、台

湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
を
損
な
お
う

と
す
る
一
方
的
な
行
動
に
強
く
反
対
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
」（
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
）と
書
い
て
い
る
。

　

台
湾
海
峡
の
問
題
に
関
し
て
、米
中

両
国
の
主
張
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。重
要
な

の
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
偶
発

的
な
事
件
が
生
じ
に
く
い
と
い
う
現
状

で
は
な
い
か
と
、わ
れ
わ
れ
は
認
識
し

て
い
る
。

　

目
下
の
攪
乱
要
因
は
ペ
ロ
シ
米
下
院

議
長
の
8
月
の
台
湾
訪
問
計
画
で
あ
っ

た
。中
国
が
強
く
反
発
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、敢
行
さ
れ
た
。だ
が
そ
れ

は
、中
国
に
よ
る
台
湾
軍
事
侵
攻
の
引

き
金
に
は
な
ら
か
っ
た
。な
ぜ
か
。

　

そ
れ
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の

は
、中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
官
営

機
関
紙「
人
民
日
報
」傘
下
の「
環
球

時
報
」が
、ペ
ロ
シ
氏
の
台
湾
訪
問
直
前

に
書
い
た
内
容
で
あ
る
。ア
ナ
リ
ス
ト
の

言
葉
を
引
用
す
る
形
で
、「
バ
イ
デ
ン
氏

と
ペ
ロ
シ
氏
は
、同
議
長
の
同
島
へ
の
訪

問
の
可
能
性
に
つ
い
て
、ペ
ロ
シ
氏
が
中

間
選
挙
と
自
身
の
政
治
的
利
益
を
考

慮
す
る
一
方
、バ
イ
デ
ン
氏
は
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
観
点
か
ら
検
討
し
、米
国
の

国
益
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、意
見
が
わ
か
れ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
点
だ
。つ
ま
り
、ペ
ロ
シ
氏

が
米
国
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
、と
の
但
し
書
き
が
つ
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
専
門
家
は
中
国
が
ペ
ロ
シ

し
た（
ロ
イ
タ
ー
）。つ
ま
り
、米
国
側

は
、お
そ
ら
く
中
国
側
と
の
事
前
協
議

（
お
そ
ら
く
は
首
脳
会
談
中
）に
基
づ
い

て
軍
事
的
な
行
動
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
わ
け
だ
。

　

な
お
、中
国
は
軍
事
演
習
以
外
に

も
、台
湾
と
の
貿
易
の
一
部
を
停
止
す

る
と
発
表
し
た
。具
体
的
に
は
一
部
の

果
物
と
魚
介
類
の
輸
入
停
止
を
行
っ
た

が
、理
由
は「
基
準
を
超
え
る
残
留
農

薬
量
」や「
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
」で
あ
っ

た
。ま
た
、天
然
砂
の
輸
出
停
止
も
行
っ

て
い
る
も
の
の
、台
湾
側
は
中
国
産
の
天

然
砂
が
需
要
全
体
に
占
め
る
割
合
は

「
1
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
」と
言
及

し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る（
C
N
N
）。

　

そ
の
後
、中
国
国
務
院
台
湾
事
務

弁
公
室
は
8
月
10
日
に「
台
湾
問
題

と
新
時
代
の
中
国
統
一
事
業
」白
書
を

発
表
し
て
い
る
。台
湾
統
一に
向
け
て

「
我
々
は
、武
力
行
使
の
放
棄
を
約
束

せ
ず
」と
の
従
来
方
針
を
維
持
。一
方
で

「
非
平
和
的
手
段
は
、や
む
を
得
ぬ
状

況
下
に
お
け
る
最
後
の
選
択
肢
と
な

る
」と
も
言
及
し
た
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、今
回
の
ペ
ロ
シ
米
下

院
議
長
の
訪
台
は
最
終
的
に
米
国
側

の
軍
事
的
報
復
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
迎

え
ず
に
落
ち
着
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

中
国
側
の
台
湾
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、

や
は
り
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。引
き
続
き
、2
0
2
4
年
1

月
の
台
湾
総
統
選
に
向
け
、親
中
派
で

あ
る
野
党
支
持
を
継
続
す
る
こ
と
が
メ

の
行
動
を
制
限
す
る
た
め
に
、米
国
側

に
過
度
の
期
待
を
か
け
る
べ
き
で
は
な

い
と
も
警
告
し
た
」と
し
て
い
る
。そ
の

理
由
は「
米
国
は
、中
国
と
公
然
と
何

度
も
約
束
を
し
て
も
、そ
の
言
葉
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
い
」た
め
で
あ
り
、そ

の
た
め「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
備
え
る
こ

と
、特
に
軍
事
的
備
え
は
、中
国
に
と
っ

て
事
態
悪
化
を
防
止
ま
た
は
抑
止
す

る
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
い
う
」と
し

て
い
る
。つ
ま
り
、今
回
の
ペ
ロ
シ
下
院

議
長
に
よ
る
台
湾
訪
問
そ
れ
自
体
は
、

軍
事
的
行
動
の
引
き
金
と
言
う
よ
り
、

中
国
の
自
衛
の
た
め
の
防
衛
設
備
増
強

の
理
由
に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
、

と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。

　

結
局
ペ
ロ
シ
氏
に
よ
る
台
湾
訪
問
に

よ
っ
て
ど
う
な
っ
た
か
を
振
り
返
っ
て
お

く
。中
国
は
報
復
の
一
環
と
し
て
の
軍

事
演
習
を
行
っ
た
。軍
事
演
習
は
当
初

8
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
の
予
定
だ
っ

た
が
、事
実
上
延
期
さ
れ
、10
日
に「
各

任
務
を
成
功
裏
に
終
え
た
」と
中
国

人
民
解
放
軍
東
部
戦
区
の
報
道
官
は

告
げ
た
。

　

興
味
深
い
の
は
米
国
側
の
動
き
で
あ

る
。米
国
家
安
全
保
障
会
議（
N
S
C
）

の
カ
ー
ビ
ー
戦
略
広
報
調
整
官
は
8
月

4
日
の
段
階
で
、空
軍
が
同
週
内
に
予

定
し
て
い
た
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
I
C
B
M
）の
定
期
発
射
実
験
を
延

期
し
、「
米
国
は
誤
算
と
誤
解
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
こ
と
で
核
保
有
国
と
し
て

の
責
任
あ
る
態
度
を
示
し
て
い
る
」と

確
実
性
が
高
ま
っ
た
も
の
の
、習
近
平

国
家
主
席
は
22
日
に
お
見
舞
い
の
電

報
を
送
り
、最
終
的
に
、両
者
の
会
談

は
28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

7
月
28
日
の
米
中
首
脳
会
談
：
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
が
重
要
な
点

　

会
談
の
焦
点
は
、ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に

よ
れ
ば「
米
国
と
中
国
の
間
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
を
維
持・深
化
さ
せ

る
こ
と
で
、互
い
の
相
違
を
責
任
を
持
っ

て
管
理
し
、利
益
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で

は
共
に
働
く
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。な
お
中
国
側
の
新
華
網
に
よ
れ

ば
習
近
平
国
家
主
席
の
言
葉
と
し
て

「
中
米
関
係
や
相
互
の
関
心
事
に
つ
い

て
率
直
に
意
思
疎
通
を
図
り
、交
流
し

た
」と
の
こ
と
だ
。

　

台
湾
問
題
に
関
し
て
は
、新
華
網
は

「
い
か
な
る
形
で
の『
台
湾
独
立
』勢
力

続
く
米
中
対
話
：
台
湾
問
題
は

常
に
俎
上
に

米
中
の
現
状
と
台
湾
情
勢
を
考
え
る

　

中
国
の
台
湾
へ
の
軍
事
侵
攻
の
可
能

性
は
高
い
の
か
。わ
れ
わ
れ
は
そ
の
可

能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
理

由
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、ま
ず
米
中

関
係
の
現
状
を
確
認
し
た
後
、両
国
の

お
か
れ
た
現
状
、米
国
中
国
、そ
し
て

日
本
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
考
え
て
み

よ
う
。

　

米
中
関
係
は
現
状
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。一
部
の
安
全
保
障
関
連
に
関
す

る
技
術
規
制
を
除
き
、悪
化
は
し
て
い

な
い
、と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
7

月
21
日
に
、10
日
以
内
に
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
と
会
談
し
た
い
意
向
を

述
べ
た
。そ
の
後
、バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
不

想
定
し
て
い
た
よ
う
な「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
」は
生
じ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
だ
。

　

米
国
の
外
交
政
策
は
、米
中
の
デ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ（
緊
密
な
関
係
の
解
消
・

希
薄
化
）と
い
う
よ
り
、交
易
を
続
け

る
中
で
、米
国
が
相
対
的
に
多
く
の
恩

恵
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。そ
の
た
め
、対
中
関

税
を
維
持
し
た
ま
ま
、よ
り
安
価
な
国

へ
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
移
す
の
で
は

な
く
、中
国
と
の
関
係
を
維
持
し
た
ま

ま
、そ
の
中
で
イ
ン
フ
レ
圧
力
減
少
の

た
め
の
関
税
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

米
中
関
係
を
一
言
で
ま
と
め
る
と
、

安
全
保
障
に
関
し
て
は
制
裁
緩
和
の

動
き
は
見
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、米
中

の
相
対
的
な
位
置
付
け
の
確
認
か
ら

警
戒
感
が
や
や
和
ら
い
で
い
る
可
能
性

も
あ
り
、互
い
の
貿
易
依
存
関
係
は
高

い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、一
部
制
裁
緩
和
の
動
き
が
み
ら
れ

て
い
る
と
い
う
情
勢
だ
。

米
中
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
状

況
を
考
え
て
み
る
：
内
憂
に
外

患
を
加
え
た
く
な
い

米
国
：
イ
ン
フ
レ
圧
力
、セ
ン
チ
メ
ン

ト
悪
化
、支
持
率
低
迷

　

そ
の
両
国
が
お
か
れ
た
現
状
を
考

え
て
み
よ
う
。一
言
で
ま
と
め
る
と
、両

国
と
も
内
憂
が
深
刻
で
、外
患
を
増
や

し
た
く
は
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

米
国
は
、強
す
ぎ
る
労
働
市
場
の

下
、供
給
制
約
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
レ

圧
力
も
あ
り
、金
融
引
き
締
め
を
3

月
よ
り
敢
行
し
て
い
る
。現
時
点
で
は

実
体
経
済
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
い
も

の
の
、元
来
、金
融
引
き
締
め
は
時
差

を
伴
っ
て
影
響
し
て
く
る
も
の
だ
。例

え
ば
S
t
．L
o
u
i
s
連
銀
の
経
済

ブ
ロ
グ
は
、1
9
8
0
年
代
以
降
の
金

融
引
き
締
め
局
面
の
実
体
経
済
への
影

響
を
見
れ
ば
、（
1
）耐
久
材
消
費
は

引
き
締
め
か
ら
3
四
半
期
経
過
後
に

減
速
、（
2
）住
宅
固
定
資
本
投
資
は

2
四
半
期
経
過
後
に
減
速
、と
い
う
経

験
則
を
あ
げ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、現
在
の
米
国
経
済
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、大

幅
な
財
政
出
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に

よ
る
余
波
も
残
さ
れ
て
お
り
、事
情
は

異
な
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。具
体
的

に
は
米
国
は
、2
0
2
0
年
1
月
か
ら

2
0
2
1
年
7
月
ま
で
、対
G
D
P
比

で
25
・
4
%
も
の
支
出
を
行
っ
て
き
た

（
な
お
日
本
は
16
・
5
%
、英
国
は
16
・

2
%
）。そ
の
結
果
、未
使
用
所
得
に

よ
っ
て
経
済
が
支
え
ら
れ
て
い
る
分
は

な
お
大
き
い
。だ
が
そ
れ
で
も
、金
融

引
き
締
め
が
需
要
を
抑
え
物
価
上
昇

圧
力
を
抑
え
込
む
た
め
に
な
さ
れ
続

け
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、い
ず
れ
実

体
経
済
に
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出

て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

更
に
言
え
ば
、低
迷
す
る
米
国
政
権

の
支
持
率
も
あ
る
。11
月
に
控
え
る
中

間
選
挙
に
向
け
て
決
し
て
安
心
で
き

る
状
況
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。な
お
、

中
間
選
挙
は
11
月
8
日
に
行
わ
れ
、下

院
の
全
議
席
、上
院
の
3
分
の
1
議
席

が
改
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ま
り
米
国
は
国
内
に
お
け
る
様
々

な
問
題
に
追
わ
れ
て
お
り
、新
た
な
る

対
外
的
な
問
題
を
抱
え
る
だ
け
の
余

裕
は
な
い
と
言
え
る
。

中
国
：
経
済
成
長
率
鈍
化
、迫
る
政

権
長
期
化
決
定

　
一
方
で
中
国
は
ど
う
か
。中
国
政
府

イ
ン
の
政
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

米
中
の「
利
益
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
」

と
は
何
か
：
関
税
引
き
下
げ
は
そ
の

一つ
だ

　

と
こ
ろ
で
、米
国
側
が「
利
益
が
一
致

す
る
と
こ
ろ
で
は
共
に
働
く
」

（
W
h
i
t
e 

H
o
u
s
e
）と
し
た

部
分
は
何
で
あ
ろ
う
か
。中
国
側
は

「
中
国
と
米
国
は
、マ
ク
ロ
経
済
政
策
の

協
調
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
業
チ
ェ
ー
ン
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
安
定
性
の
維
持
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
の
安

全
保
障
の
確
保
な
ど
の
主
要
な
問
題

に
つ
い
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す

べ
き
で
あ
る
」（
新
華
網
）と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

関
し
て
、こ
れ
ま
で
何
度
か
報
道
さ
れ

て
き
た
米
国
側
の
対
中
制
裁
関
税
の

引
き
下
げ
も
含
ま
れ
た
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　

米
国
は
1
9
7
4
年
通
商
法

3
0
1
条
に
基
づ
き
、2
0
1
8
年
7

月
以
降
、米
国
政
府
が
不
公
正
と
判

断
し
た
貿
易
に
対
し
て
制
裁
を
課
し

て
き
た
。だ
が
関
税
負
担
は
中
国
企
業

に
ば
か
り
行
く
わ
け
で
は
な
い
。米
国

側
で
輸
入
を
し
て
い
る
企
業
に
も
負
担

は
行
く
上
に
、そ
れ
が
価
格
転
嫁
さ
れ

れ
ば
米
国
消
費
者
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
と
な
る
。

　

米
国
に
お
け
る
バ
イ
デ
ン
政
権
の
支

持
率
は
低
迷
し
た
ま
ま
で
あ
り
、支
持

率
低
迷
の一因
は
物
価
高
で
あ
る
。そ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
効
果
が
ど
れ
だ
け
で
、か
つ
ど

こ
ま
で
即
時
的
に
効
く
の
か
は
さ
て
お

き
、消
費
者
セ
ン
チ
メ
ン
ト
に
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
と
な
っ
て
い
る
物
価
に
対
し
て

政
府
が
で
き
る
か
ぎ
り
の
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
民
衆
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
繋

げ
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　

米
中
関
係
を
語
る
う
え
で
外
せ
な

い
の
は
互
い
の
貿
易
依
存
関
係
の
高
さ

で
あ
ろ
う
。ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
よ

る
対
中
制
裁
関
税
導
入
以
降
、米
国

と
中
国
の
貿
易
額
は
、米
国
に
占
め
る

割
合
と
言
う
意
味
で
低
下
し
て
い
た
。

だ
が
2
0
2
0
年
1
月
の
米
中
貿
易

協
定
以
降
、両
者
の
貿
易
額
は
回
復
し

て
い
る
。結
局
、一
部
の
市
場
参
加
者
が

を
受
け
て
、バ
イ
デ
ン
政
権
は
物
価
上

昇
抑
制
の
た
め
様
々
な
政
策
を
検
討
す

る
中
で
、対
中
制
裁
関
税
の
引
き
下
げ

も
視
野
に
入
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

そ
れ
で
は
、米
国
が
対
中
関
税
を
引

き
下
げ
た
場
合
、米
国
の
物
価
を
ど
れ

だ
け
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

P
I
I
E（
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
研

究
所
）の
P
o
l
i
c
y 
B
r
i
e
f

に
よ
れ
ば
、関
税
分
が
す
べ
て
米
国
輸

入
か
ら
減
じ
ら
れ
る
と
し
た
場
合
、

C
P
I
を
直
接
的
に
0・26
%
ポ
イ
ン

ト
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、と
し

て
い
る
。間
接
的
に
国
内
の
競
争
環
境

が
促
進
さ
れ
る
効
果
ま
で
含
め
れ
ば

ト
ー
タ
ル
で
1
・
3
%
ポ
イ
ン
ト
引
き

下
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
し

ず
、そ
の
成
果
が
十
分
に
表
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、次
の
二
つ
の
点
が
示
唆
さ

れ
る
。一つ
目
は
、政
府
が
今
年
の
経
済

成
長
目
標
を
達
成
で
き
な
い
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。1
〜
6
月
の

実
質
G
D
P
成
長
率
は
2
・
5
%
と

な
っ
て
お
り
、年
間
で
5・5
%
の
目
標

を
達
成
す
る
に
は
年
後
半
に
8・1
%

の
成
長
率
が
必
要
と
な
る
。こ
れ
は
難

し
く
、実
際
李
克
強
首
相
も
7
月
19

日
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て「
高
す

ぎ
る
成
長
目
標
の
た
め
に
、超
大
規
模

な
刺
激
措
置
、金
融
緩
和
を
打
ち
出

し
、将
来
の
成
長
を
先
取
り
す
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
」と
発
言
し
て
い
る
。

　

次
に
、そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
追
加
対

策
を
打
つ
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
。中
国
財
政
省
は
、1
〜
6
月
に

約
3・41
兆
元
の
地
方
政
府
専
項
債
が

新
規
で
発
行
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。中

国
政
府
は
3
月
末
の
国
務
院
会
議
で
、

2
0
2
2
年
の
地
方
政
府
専
項
債
発

行
枠（
3
・
65
兆
元
）の
う
ち
3
・
45
兆

元
を
6
月
末
ま
で
に
発
行
す
る
よ
う

地
方
政
府
に
指
示
し
て
お
り
、そ
の
発

行
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
形
と
な
っ
て

い
る
。

　

逆
に
考
え
れ
ば
7
月
以
降
、景
気
回

復
が
政
府
の
想
定
通
り
に
進
ま
な
か
っ

た
場
合
、景
気
刺
激
策
の
原
資
が
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。政
府
は

6
月
末
の
常
務
会
議
に
お
い
て
、政
府

と
人
民
銀
行
支
援
に
よ
る
債
券
発
行

な
ど
を
通
じ
て
3,
0
0
0
億
元（
国

家
開
発
銀
行
2,
1
0
0
億
元
、農
業

開
発
銀
行
9
0
0
億
元
）を
、新
型
イ

ン
フ
ラ
を
含
む
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投

じ
る
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、そ
れ
以

外
に
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
が
中
国
政
府
は

1.
5
兆
元
分
の
債
券
の
前
倒
し
発
行

を
行
う
可
能
性
を
報
じ
て
い
る
。成
長

目
標
達
成
は
難
し
く
と
も
、大
幅
な
景

気
の
減
速
を
回
避
す
る
た
め
の
追
加

対
策
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、中
国
は
10
月
あ
る

い
は
11
月
に
開
催
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
共

産
党
大
会
に
向
け
て
、国
内
外
の
大
き

な
混
乱
を
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。特
に
国
内
に
お
い
て
景

気
の
大
幅
な
減
速
を
経
験
し
て
い
る
最

中
で
も
あ
り
、そ
の
中
で
対
外
政
策
に

お
い
て
新
し
い
不
確
実
性
は
歓
迎
さ
れ

な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
。

台
湾
問
題
：
軍
事
的
行
動
を

と
っ
た
際
の
中
国
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い

何
故
米
国
、日
本
は
台
湾
有
事
の
可

能
性
を
強
調
す
る
の
か
：
両
国
共
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る

　

と
も
に
国
内
に
憂
い
を
抱
え
た
米

中
は
現
在
、対
外
問
題
で
新
た
な
る
リ

ス
ク
を
背
負
い
た
く
な
い
と
考
え
て
い

る
は
ず
だ
。も
ち
ろ
ん
、対
外
的
な
成

果
を
上
げ
る
こ
と
で
、国
内
の
問
題
を

覆
い
隠
す
と
い
う
手
は
あ
る
。だ
が
そ

は「
骨
太
の
方
針
」（
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
）に
お
い
て
、

N
A
T
O
の
加
盟
国
が
G
D
P
の

2
%
以
上
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
を

例
示
し
た
う
え
で
、防
衛
費
を「
5
年

以
内
」に
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
る
。

　

だ
が
5
年
以
内
に
国
内
に
て
防
衛

関
連
の
研
究
開
発
及
び
生
産
体
制
を

急
速
に
整
え
る
こ
と
は
難
し
い
。よ
っ
て

そ
の一
部
は
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
る

必
要
が
あ
る
。ま
た
そ
の
間
、強
化
さ

れ
る
防
衛
費
に
対
し
て
国
民
の
了
承

も
間
接
的
に
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

何
が
言
い
た
い
か
。「
台
湾
」有
事
と

言
う
リ
ス
ク
は
、日
本
側
に
と
っ
て
防
衛

費
を
拡
大
す
る
う
え
で
、米
国
に
と
っ

て
は
そ
の
防
衛
を
担
う
関
連
装
備
を

輸
出
す
る
う
え
で
、十
分
な
理
由
を
提

供
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
だ
。実
際
に
そ
れ
が
起
こ
る
か
ど
う

か
、と
い
う
よ
り
、そ
れ
が
起
こ
り
う
る

可
能
性
を
声
高
に
唱
え
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
両
国
に
あ
り
う
る
、と
わ
れ

わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

中
国
の
軍
事
的
行
動
は
中
国
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い

　
一
方
で
当
事
者
で
あ
る
中
国
は
ど

う
か
。

　

ま
ず
、現
在
中
国
が
米
国
の
規
制
に

よ
っ
て
台
湾
と
の
貿
易
活
動
に
支
障
が

出
て
来
て
い
る
か
と
言
え
ば
、全
く
支

れ
は
他
国
と
協
力
す
る
と
い
う「
安

定
」で
あ
っ
て
、他
国
と
争
い
を
起
こ
す

と
い
う「
混
乱
」に
は
な
り
に
く
い
。理

由
は
単
純
に
後
者
が「
成
果
」を
あ
げ

に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、海
外
投
資
家
か
ら
も
質

問
の
多
か
っ
た
台
湾
問
題
を
考
え
る
。

　

思
い
出
す
の
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

5
月
の
訪
日
で
あ
る
。米
国
と
日
本
と

の
経
済
関
係
を
考
え
る
と
、決
し
て
友

好
的
な
要
素
だ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、黒
田
日
銀
総
裁
就
任
以
降
の
米
国

側
か
ら
す
れ
ば
人
為
的
と
も
と
れ
る

円
安
が
あ
る
。ま
た
米
国
が
常
に
問
題

と
し
て
い
る
貿
易
赤
字
5
位
国
は
日

本
だ
。さ
ら
に
ロ
シ
ア
へ
の
制
裁
も
日
本

は
十
分
に
行
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
の
日
本
に
来
て
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
強
い
印
象
を
残
し
た
の
は「
台
湾
」

有
事
の
際
の
米
国
の
軍
事
的
ア
ク
シ
ョ

ン
の
有
無
に
関
し
て「
Y
e
s
」と
答

え
た
こ
と
で
あ
る
。記
者
会
見
後
、ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
当
局
者
は「
台
湾
政

策
に
変
更
は
な
い
」と
釈
明
し
た
う
え

で「
バ
イ
デ
ン
氏
は一つ
の
中
国
政
策
と
、

台
湾
海
峡
の
安
定
と
平
和
への
関
与
を

再
確
認
し
た
」と
説
明
し
て
い
る
。

　

誤
解
を
生
み
か
ね
な
い
事
案
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、な
ぜ
バ
イ
デ
ン
大
統

領
は
踏
み
込
ん
だ
答
え
を
行
っ
た
の

か
。そ
の
答
え
の
一つ
は
、日
本
側
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

日
本
の
自
民
党
は
防
衛
費
の
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
政
府

は
2
0
2
1
年
10
〜
12
月
期
よ
り
金

融
緩
和
及
び
景
気
拡
張
的
な
政
策
の

導
入
へ
と
舵
を
切
っ
て
い
る
。そ
の
成

果
は
一
部
2
0
2
2
年
1
〜
3
月
か

ら
見
え
始
め
た
も
の
の
、3
月
末
か
ら

は
上
海
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影
響
が
あ

り
、経
済
成
長
率
が
4
〜
6
月
期
に

は
例
え
ば
実
質
G
D
P
成
長
率
は
前

年
比
0・4
%
増
と
前
期（
1
〜
3
月

期
同
4・8
%
増
）よ
り
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。

　

そ
の
後
、中
国
政
府
は
5
月
23
日
の

定
例
の
国
務
院
常
務
会
議
に
お
い
て

追
加
対
策
を
決
定
し
て
い
る
。が
、そ
の

中
で
、企
業
向
け
の
減
税
・
税
還
付
の

1
，4
0
0
億
元
の
追
加
や
鉄
道
建
設

債
3
，0
0
0
億
元
の
発
行
を
支
援
す

る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。ま
た
、6
月

か
ら
12
月
ま
で
排
気
量
が
2
・
0
リ
ッ

ト
ル
以
下
の
乗
用
車
の
取
得
税
を
半

減
す
る
こ
と
も
決
め
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、自
動
車
販
売
は
回
復

し
、そ
れ
を
含
め
た
6
月
の
小
売
売
上

高
は
前
年
比
3・1
%
増
と
前
月（
5

月
同
6・7
%
減
）よ
り
回
復
し
た
。鉱

工
業
生
産
も
、上
海
市
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

解
除
を
う
け
た
生
産
お
よ
び
物
流
面

の
混
乱
が
緩
和
し
た
こ
と
に
く
わ
え

て
、自
動
車
生
産
も
回
復
し
た
こ
と
か

ら
復
調
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
最
後
に（
3
）労
働
市
場

で
あ
る
。6
月
の
調
査
失
業
率
は
5
・

5
%
と
5
月
の
5・9
%
よ
り
は
大
き

く
回
復
し
た
も
の
の
、前
年
対
比
で
は

0・5
ポ
イ
ン
ト
高
い
ま
ま
で
あ
る
。中

国
は
2
0
2
1
年
に
様
々
な
デ
レ
バ

レ
ッ
ジ（
過
剰
債
務
の
削
減
）を
含
め
た

規
制
強
化（
不
動
産
、小
売
、グ
リ
ー
ン

関
連
）を
行
っ
て
き
た
が
、そ
の
結
果
企

業
の
雇
用
活
動
が
停
滞
し
て
お
り
、そ

れ
が
消
費
や
不
動
産
市
況
に
ま
で
影

響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　

経
済
対
策
を
打
っ
た
に
も
関
わ
ら

　

だ
が
、ま
だ
3
点
十
分
な
回
復
が
見

ら
れ
て
い
な
い
分
野
が
あ
る
。ま
ず
は

（
1
）不
動
産
開
発
投
資
で
あ
る
。固

定
資
産
投
資
の
内
訳
を
見
る
と
1
〜

6
月
は
前
年
比
6・1
%
増
と
1
〜
5

月
の
同
6
・
2
%
増
よ
り
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
っ
た
が
、そ
れ
は
イ
ン
フ
ラ
投
資
が

加
速
し
た
か
ら
で
あ
り
、住
宅
市
況
の

停
滞
も
あ
り
不
動
産
開
発
投
資
は
減

少
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

次
に（
2
）自
動
車
以
外
の
消
費
で

あ
る
。減
税
効
果
で
自
動
車
販
売
は

戻
っ
た
も
の
の
、そ
れ
以
外
の
消
費
は
力

強
い
と
は
言
い
難
い
。

障
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、貿
易
活

動
は
活
発
な
ま
ま
で
あ
る
。半
導
体
の

輸
入
も
続
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、台

湾
か
ら
の
半
導
体
関
連
の
輸
入
の
割
合

は
高
ま
って
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

中
国
側
と
し
て
は
、現
時
点
に
お
い

て
、強
硬
な
手
段
を
と
っ
て
ま
で
台
湾

に
攻
め
入
る
明
確
な
理
由
が
ま
ず
見

当
た
ら
な
い
。も
ち
ろ
ん
、今
後
米
国

側
の
制
裁
が
強
ま
り
、台
湾
と
の
交
易

が
難
し
く
な
っ
た
場
合
は
前
提
が
変
わ

る
が
、台
湾
と
の
貿
易
に
お
い
て
大
き

な
困
難
に
直
面
し
て
い
な
い
現
在
、そ

の
可
能
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、台
湾
と
の
貿
易
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
、中
国
の
台
湾
依
存
度

を
高
め
た
こ
と
で
、中
国
側
の
台
湾
と

の一
体
化
を
よ
り
進
め
た
い
と
い
う
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。

だ
が
そ
れ
が
、軍
事
的
行
動
に
つ
な
が

る
と
い
え
ば
話
は
別
だ
。

 

仮
に
中
国
が
地
政
学
的
行
動
を
と
っ

た
場
合
に
、そ
れ
が
プ
ラ
ス
に
働
く
か
ど

う
か
、を
考
え
て
み
る
。具
体
的
に
は
、

中
国
が
台
湾
の
企
業
を
軍
事
的
な
行

動
に
よ
っ
て
強
制
的
に
取
り
込
ん
だ
場

合
ど
う
な
る
か
。そ
の
場
合
、米
国
側
の

規
制
強
化
に
よ
り
、手
に
入
れ
た
企
業

の
設
備
投
資
や
原
材
料
の
調
達
を
阻

ま
れ
、そ
の
企
業
が
持
つ
技
術
を
十
分

に
活
用
で
き
な
い
可
能
性
が
高
ま
る
。

こ
と
だ
。習
近
平
国
家
主
席
は
朱
立
倫

氏
に
祝
電
を
送
り
、「
両
党
は『
九
二
共

識
』（
92
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
）の
堅
持
、

『
台
湾
独
立
』へ
の
反
対
を
共
通
の
政

治
的
基
盤
」と
し
て「
台
湾
海
峡
の
平

和
を
図
り
、祖
国
の
統
一
と
民
族
の
復

興
を
図
る
こ
と
を
期
待
す
る
」と
の
内

容
に
対
し
て
、朱
立
倫
氏
は「
両
岸
人

民
は
共
に
炎
帝
と
黄
帝
の
子
孫（
中
華

民
族
）だ
。今
後
両
党
が『
九
二
共
識
』

と『
台
湾
独
立
』へ
の
反
対
を
基
盤
」と

し
た
上
で「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定

を
促
進
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
」

と
答
え
た
と
人
民
網
は
伝
え
て
い
る
。

　

た
だ
現
時
点
で
は
、最
大
野
党
で
あ

る
国
民
党
の
支
持
率
が
高
い
と
は
言
い

難
い
。と
は
い
え
、中
国
側
が
台
湾
に
対

し
て
焦
っ
て
軍
事
的
な
行
動
を
と
る
十

分
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
と
も
考

え
に
く
い
。結
局
、今
後
も
中
国
と
台

湾
の
経
済
規
模
格
差
は
開
い
て
い
く
中

で
、台
湾
の
中
国
経
済
依
存
度
が
増
し

て
い
く
中
、台
湾
内
部
か
ら
の
変
化
に

よ
っ
て
、よ
り
中
国
に
自
然
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
中
国
当
局
は
想
定

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、と
わ
れ
わ
れ

は
考
え
て
い
る
。

ま
と
め
：
中
国
は
待
ち
の
ス
タ
ン

ス
、軍
事
的
行
動
の
可
能
性
は
低

い
の
で
は

　

ま
と
め
れ
ば
、覇
権
争
い
が
続
く
米

中
関
係
で
は
あ
る
も
の
の
、直
近
で
は

両
国
と
も
に
内
憂
が
強
く
、対
外
政
策

に
お
い
て
新
た
な
不
確
実
性
を
望
ん
で

い
な
い
可
能
性
が
高
い
。そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
米
国
側
が
台
湾
有
事
を
声
高

に
叫
ぶ
背
景
に
は
防
衛
関
連
装
備
の

輸
出
強
化
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り
、

日
本
側
も
防
衛
費
拡
大
に
合
わ
せ
て

リ
ス
ク
要
因
を
唱
え
や
す
い
と
い
う
背

景
は
あ
り
そ
う
だ
。た
だ
当
事
者
で
あ

る
中
国
に
と
っ
て
は
台
湾
と
の
貿
易
活

動
が
半
導
体
を
含
め
活
発
と
な
る
中
、

軍
事
的
な
行
動
の
帰
結
と
し
て
手
中

に
し
た
企
業
の
技
術
も
無
用
事
物
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
同
時
に
、他
の

主
要
国
か
ら
何
ら
か
の
規
制
を
課
さ

れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
、実
際
に

軍
事
的
行
動
に
踏
み
込
む
可
能
性
は

少
な
い
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

　

更
に
、軍
事
的
な
行
動
が
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
よ
う
に
連
日
各
主
要

国
で
報
道
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
な
る

か
。そ
の
場
合
、現
時
点
で
、た
と
え
ば

人
権
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
、直
接
的
に

中
国
を
批
判
し
て
い
な
い
日
本
や
韓

国
、欧
州
各
国
が
、何
ら
か
の
形
で
中

国
に
対
し
規
制
を
加
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。中
国
に
と
っ
て
は
、た
と

え
ば
依
然
生
産
に
必
要
な
半
導
体
製

造
装
置
な
ど
の
供
給
が
断
た
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
高
ま
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

中
国
は
軍
事
的
行
動
よ
り
も
草
の
根

活
動
を
優
先
す
る
と
考
え
ら
れ
る

　

よ
っ
て
中
国
側
で
は
、そ
の
よ
う
な

軍
事
的
行
動
よ
り
は
、草
の
根
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。具
体
的
に

は
、2
0
2
4
年
1
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
台
湾
総
統
選
挙
に
向
け
て
、親
中

派
で
あ
る
台
湾
の
最
大
野
党・国
民
党

の
主
席
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
可
能
性

の
方
が
大
き
い
、と
わ
れ
わ
れ
は
考
え

て
い
る
。

　

例
え
ば
習
近
平
国
家
主
席
は

2
0
2
1
年
9
月
に
野
党
の
朱
主
席

に
祝
電
を
送
っ
て
い
た
。2
0
1
6
年

の
総
統
選
挙
で
民
進
党
の
蔡
英
文
氏

に
敗
れ
た
朱
立
倫
氏
が
、対
中
融
和
を

公
約
に
掲
げ
、台
湾
の
最
大
野
党
・
国

民
党
の
党
首
に
返
り
咲
い
た
こ
と
に
対

す
る
祝
電
で
あ
る
。2
0
2
4
年
の
総

統
選
挙
で
政
権
奪
還
を
目
指
す
、と
の

図表3. 米国の輸入国別割合の推移

図表4. 米国の輸出国別割合の推移

出所 : 米センサス局よりMUMSS作成

出所 : 米センサス局よりMUMSS作成
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図表5. 米国消費者センチメントと小売統計

出所 : カンファレンスボード、米センサス局、米商務省BEAよりMUMSS作成
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図表6. 米国製造業のセンチメント 

出所 : フィラデルフィア連銀、ISMよりMUMSS作成
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図表7. 米国政権支持率と物価の推移

出所 : RealClearPoitics、米労働省よりMUMSS作成
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Chinese economy

に
対
し
て
も
そ
の
余
地
を
残
す
こ
と
は

な
い
」と
し
た
う
え
で
、「
米
国
は
台
湾

の『
独
立
』を
支
持
し
な
い
こ
と
を
改
め

て
強
調
し
た
」と
し
て
い
る
。ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
側
も「
台
湾
に
つ
い
て
、バ
イ
デ
ン

大
統
領
は
、米
国
の
政
策
に
変
更
は
な

く
、米
国
は
現
状
を
変
更
し
た
り
、台

湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
を
損
な
お
う

と
す
る
一
方
的
な
行
動
に
強
く
反
対
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
」（
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
）と
書
い
て
い
る
。

　

台
湾
海
峡
の
問
題
に
関
し
て
、米
中

両
国
の
主
張
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。重
要
な

の
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
偶
発

的
な
事
件
が
生
じ
に
く
い
と
い
う
現
状

で
は
な
い
か
と
、わ
れ
わ
れ
は
認
識
し

て
い
る
。

　

目
下
の
攪
乱
要
因
は
ペ
ロ
シ
米
下
院

議
長
の
8
月
の
台
湾
訪
問
計
画
で
あ
っ

た
。中
国
が
強
く
反
発
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、敢
行
さ
れ
た
。だ
が
そ
れ

は
、中
国
に
よ
る
台
湾
軍
事
侵
攻
の
引

き
金
に
は
な
ら
か
っ
た
。な
ぜ
か
。

　

そ
れ
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の

は
、中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
官
営

機
関
紙「
人
民
日
報
」傘
下
の「
環
球

時
報
」が
、ペ
ロ
シ
氏
の
台
湾
訪
問
直
前

に
書
い
た
内
容
で
あ
る
。ア
ナ
リ
ス
ト
の

言
葉
を
引
用
す
る
形
で
、「
バ
イ
デ
ン
氏

と
ペ
ロ
シ
氏
は
、同
議
長
の
同
島
へ
の
訪

問
の
可
能
性
に
つ
い
て
、ペ
ロ
シ
氏
が
中

間
選
挙
と
自
身
の
政
治
的
利
益
を
考

慮
す
る
一
方
、バ
イ
デ
ン
氏
は
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
観
点
か
ら
検
討
し
、米
国
の

国
益
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、意
見
が
わ
か
れ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
点
だ
。つ
ま
り
、ペ
ロ
シ
氏

が
米
国
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
、と
の
但
し
書
き
が
つ
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
専
門
家
は
中
国
が
ペ
ロ
シ

し
た（
ロ
イ
タ
ー
）。つ
ま
り
、米
国
側

は
、お
そ
ら
く
中
国
側
と
の
事
前
協
議

（
お
そ
ら
く
は
首
脳
会
談
中
）に
基
づ
い

て
軍
事
的
な
行
動
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
わ
け
だ
。

　

な
お
、中
国
は
軍
事
演
習
以
外
に

も
、台
湾
と
の
貿
易
の
一
部
を
停
止
す

る
と
発
表
し
た
。具
体
的
に
は
一
部
の

果
物
と
魚
介
類
の
輸
入
停
止
を
行
っ
た

が
、理
由
は「
基
準
を
超
え
る
残
留
農

薬
量
」や「
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
」で
あ
っ

た
。ま
た
、天
然
砂
の
輸
出
停
止
も
行
っ

て
い
る
も
の
の
、台
湾
側
は
中
国
産
の
天

然
砂
が
需
要
全
体
に
占
め
る
割
合
は

「
1
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
」と
言
及

し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る（
C
N
N
）。

　

そ
の
後
、中
国
国
務
院
台
湾
事
務

弁
公
室
は
8
月
10
日
に「
台
湾
問
題

と
新
時
代
の
中
国
統
一
事
業
」白
書
を

発
表
し
て
い
る
。台
湾
統
一に
向
け
て

「
我
々
は
、武
力
行
使
の
放
棄
を
約
束

せ
ず
」と
の
従
来
方
針
を
維
持
。一
方
で

「
非
平
和
的
手
段
は
、や
む
を
得
ぬ
状

況
下
に
お
け
る
最
後
の
選
択
肢
と
な

る
」と
も
言
及
し
た
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、今
回
の
ペ
ロ
シ
米
下

院
議
長
の
訪
台
は
最
終
的
に
米
国
側

の
軍
事
的
報
復
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
迎

え
ず
に
落
ち
着
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

中
国
側
の
台
湾
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、

や
は
り
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。引
き
続
き
、2
0
2
4
年
1

月
の
台
湾
総
統
選
に
向
け
、親
中
派
で

あ
る
野
党
支
持
を
継
続
す
る
こ
と
が
メ

の
行
動
を
制
限
す
る
た
め
に
、米
国
側

に
過
度
の
期
待
を
か
け
る
べ
き
で
は
な

い
と
も
警
告
し
た
」と
し
て
い
る
。そ
の

理
由
は「
米
国
は
、中
国
と
公
然
と
何

度
も
約
束
を
し
て
も
、そ
の
言
葉
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
い
」た
め
で
あ
り
、そ

の
た
め「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
備
え
る
こ

と
、特
に
軍
事
的
備
え
は
、中
国
に
と
っ

て
事
態
悪
化
を
防
止
ま
た
は
抑
止
す

る
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
い
う
」と
し

て
い
る
。つ
ま
り
、今
回
の
ペ
ロ
シ
下
院

議
長
に
よ
る
台
湾
訪
問
そ
れ
自
体
は
、

軍
事
的
行
動
の
引
き
金
と
言
う
よ
り
、

中
国
の
自
衛
の
た
め
の
防
衛
設
備
増
強

の
理
由
に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
、

と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。

　

結
局
ペ
ロ
シ
氏
に
よ
る
台
湾
訪
問
に

よ
っ
て
ど
う
な
っ
た
か
を
振
り
返
っ
て
お

く
。中
国
は
報
復
の
一
環
と
し
て
の
軍

事
演
習
を
行
っ
た
。軍
事
演
習
は
当
初

8
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
の
予
定
だ
っ

た
が
、事
実
上
延
期
さ
れ
、10
日
に「
各

任
務
を
成
功
裏
に
終
え
た
」と
中
国

人
民
解
放
軍
東
部
戦
区
の
報
道
官
は

告
げ
た
。

　

興
味
深
い
の
は
米
国
側
の
動
き
で
あ

る
。米
国
家
安
全
保
障
会
議（
N
S
C
）

の
カ
ー
ビ
ー
戦
略
広
報
調
整
官
は
8
月

4
日
の
段
階
で
、空
軍
が
同
週
内
に
予

定
し
て
い
た
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
I
C
B
M
）の
定
期
発
射
実
験
を
延

期
し
、「
米
国
は
誤
算
と
誤
解
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
こ
と
で
核
保
有
国
と
し
て

の
責
任
あ
る
態
度
を
示
し
て
い
る
」と

確
実
性
が
高
ま
っ
た
も
の
の
、習
近
平

国
家
主
席
は
22
日
に
お
見
舞
い
の
電

報
を
送
り
、最
終
的
に
、両
者
の
会
談

は
28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

7
月
28
日
の
米
中
首
脳
会
談
：
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
が
重
要
な
点

　

会
談
の
焦
点
は
、ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に

よ
れ
ば「
米
国
と
中
国
の
間
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
を
維
持・深
化
さ
せ

る
こ
と
で
、互
い
の
相
違
を
責
任
を
持
っ

て
管
理
し
、利
益
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で

は
共
に
働
く
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。な
お
中
国
側
の
新
華
網
に
よ
れ

ば
習
近
平
国
家
主
席
の
言
葉
と
し
て

「
中
米
関
係
や
相
互
の
関
心
事
に
つ
い

て
率
直
に
意
思
疎
通
を
図
り
、交
流
し

た
」と
の
こ
と
だ
。

　

台
湾
問
題
に
関
し
て
は
、新
華
網
は

「
い
か
な
る
形
で
の『
台
湾
独
立
』勢
力

続
く
米
中
対
話
：
台
湾
問
題
は

常
に
俎
上
に

米
中
の
現
状
と
台
湾
情
勢
を
考
え
る

　

中
国
の
台
湾
へ
の
軍
事
侵
攻
の
可
能

性
は
高
い
の
か
。わ
れ
わ
れ
は
そ
の
可

能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
理

由
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、ま
ず
米
中

関
係
の
現
状
を
確
認
し
た
後
、両
国
の

お
か
れ
た
現
状
、米
国
中
国
、そ
し
て

日
本
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
考
え
て
み

よ
う
。

　

米
中
関
係
は
現
状
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。一
部
の
安
全
保
障
関
連
に
関
す

る
技
術
規
制
を
除
き
、悪
化
は
し
て
い

な
い
、と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
7

月
21
日
に
、10
日
以
内
に
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
と
会
談
し
た
い
意
向
を

述
べ
た
。そ
の
後
、バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
不

想
定
し
て
い
た
よ
う
な「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
」は
生
じ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
だ
。

　

米
国
の
外
交
政
策
は
、米
中
の
デ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ（
緊
密
な
関
係
の
解
消
・

希
薄
化
）と
い
う
よ
り
、交
易
を
続
け

る
中
で
、米
国
が
相
対
的
に
多
く
の
恩

恵
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。そ
の
た
め
、対
中
関

税
を
維
持
し
た
ま
ま
、よ
り
安
価
な
国

へ
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
移
す
の
で
は

な
く
、中
国
と
の
関
係
を
維
持
し
た
ま

ま
、そ
の
中
で
イ
ン
フ
レ
圧
力
減
少
の

た
め
の
関
税
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

米
中
関
係
を
一
言
で
ま
と
め
る
と
、

安
全
保
障
に
関
し
て
は
制
裁
緩
和
の

動
き
は
見
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、米
中

の
相
対
的
な
位
置
付
け
の
確
認
か
ら

警
戒
感
が
や
や
和
ら
い
で
い
る
可
能
性

も
あ
り
、互
い
の
貿
易
依
存
関
係
は
高

い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、一
部
制
裁
緩
和
の
動
き
が
み
ら
れ

て
い
る
と
い
う
情
勢
だ
。

米
中
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
状

況
を
考
え
て
み
る
：
内
憂
に
外

患
を
加
え
た
く
な
い

米
国
：
イ
ン
フ
レ
圧
力
、セ
ン
チ
メ
ン

ト
悪
化
、支
持
率
低
迷

　

そ
の
両
国
が
お
か
れ
た
現
状
を
考

え
て
み
よ
う
。一
言
で
ま
と
め
る
と
、両

国
と
も
内
憂
が
深
刻
で
、外
患
を
増
や

し
た
く
は
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

米
国
は
、強
す
ぎ
る
労
働
市
場
の

下
、供
給
制
約
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
レ

圧
力
も
あ
り
、金
融
引
き
締
め
を
3

月
よ
り
敢
行
し
て
い
る
。現
時
点
で
は

実
体
経
済
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
い
も

の
の
、元
来
、金
融
引
き
締
め
は
時
差

を
伴
っ
て
影
響
し
て
く
る
も
の
だ
。例

え
ば
S
t
．L
o
u
i
s
連
銀
の
経
済

ブ
ロ
グ
は
、1
9
8
0
年
代
以
降
の
金

融
引
き
締
め
局
面
の
実
体
経
済
への
影

響
を
見
れ
ば
、（
1
）耐
久
材
消
費
は

引
き
締
め
か
ら
3
四
半
期
経
過
後
に

減
速
、（
2
）住
宅
固
定
資
本
投
資
は

2
四
半
期
経
過
後
に
減
速
、と
い
う
経

験
則
を
あ
げ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、現
在
の
米
国
経
済
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、大

幅
な
財
政
出
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に

よ
る
余
波
も
残
さ
れ
て
お
り
、事
情
は

異
な
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。具
体
的

に
は
米
国
は
、2
0
2
0
年
1
月
か
ら

2
0
2
1
年
7
月
ま
で
、対
G
D
P
比

で
25
・
4
%
も
の
支
出
を
行
っ
て
き
た

（
な
お
日
本
は
16
・
5
%
、英
国
は
16
・

2
%
）。そ
の
結
果
、未
使
用
所
得
に

よ
っ
て
経
済
が
支
え
ら
れ
て
い
る
分
は

な
お
大
き
い
。だ
が
そ
れ
で
も
、金
融

引
き
締
め
が
需
要
を
抑
え
物
価
上
昇

圧
力
を
抑
え
込
む
た
め
に
な
さ
れ
続

け
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、い
ず
れ
実

体
経
済
に
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出

て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

更
に
言
え
ば
、低
迷
す
る
米
国
政
権

の
支
持
率
も
あ
る
。11
月
に
控
え
る
中

間
選
挙
に
向
け
て
決
し
て
安
心
で
き

る
状
況
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。な
お
、

中
間
選
挙
は
11
月
8
日
に
行
わ
れ
、下

院
の
全
議
席
、上
院
の
3
分
の
1
議
席

が
改
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ま
り
米
国
は
国
内
に
お
け
る
様
々

な
問
題
に
追
わ
れ
て
お
り
、新
た
な
る

対
外
的
な
問
題
を
抱
え
る
だ
け
の
余

裕
は
な
い
と
言
え
る
。

中
国
：
経
済
成
長
率
鈍
化
、迫
る
政

権
長
期
化
決
定

　
一
方
で
中
国
は
ど
う
か
。中
国
政
府

イ
ン
の
政
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

米
中
の「
利
益
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
」

と
は
何
か
：
関
税
引
き
下
げ
は
そ
の

一つ
だ

　

と
こ
ろ
で
、米
国
側
が「
利
益
が
一
致

す
る
と
こ
ろ
で
は
共
に
働
く
」

（
W
h
i
t
e 

H
o
u
s
e
）と
し
た

部
分
は
何
で
あ
ろ
う
か
。中
国
側
は

「
中
国
と
米
国
は
、マ
ク
ロ
経
済
政
策
の

協
調
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
業
チ
ェ
ー
ン
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
安
定
性
の
維
持
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
の
安

全
保
障
の
確
保
な
ど
の
主
要
な
問
題

に
つ
い
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す

べ
き
で
あ
る
」（
新
華
網
）と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

関
し
て
、こ
れ
ま
で
何
度
か
報
道
さ
れ

て
き
た
米
国
側
の
対
中
制
裁
関
税
の

引
き
下
げ
も
含
ま
れ
た
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　

米
国
は
1
9
7
4
年
通
商
法

3
0
1
条
に
基
づ
き
、2
0
1
8
年
7

月
以
降
、米
国
政
府
が
不
公
正
と
判

断
し
た
貿
易
に
対
し
て
制
裁
を
課
し

て
き
た
。だ
が
関
税
負
担
は
中
国
企
業

に
ば
か
り
行
く
わ
け
で
は
な
い
。米
国

側
で
輸
入
を
し
て
い
る
企
業
に
も
負
担

は
行
く
上
に
、そ
れ
が
価
格
転
嫁
さ
れ

れ
ば
米
国
消
費
者
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
と
な
る
。

　

米
国
に
お
け
る
バ
イ
デ
ン
政
権
の
支

持
率
は
低
迷
し
た
ま
ま
で
あ
り
、支
持

率
低
迷
の一因
は
物
価
高
で
あ
る
。そ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
効
果
が
ど
れ
だ
け
で
、か
つ
ど

こ
ま
で
即
時
的
に
効
く
の
か
は
さ
て
お

き
、消
費
者
セ
ン
チ
メ
ン
ト
に
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
と
な
っ
て
い
る
物
価
に
対
し
て

政
府
が
で
き
る
か
ぎ
り
の
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
民
衆
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
繋

げ
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　

米
中
関
係
を
語
る
う
え
で
外
せ
な

い
の
は
互
い
の
貿
易
依
存
関
係
の
高
さ

で
あ
ろ
う
。ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
よ

る
対
中
制
裁
関
税
導
入
以
降
、米
国

と
中
国
の
貿
易
額
は
、米
国
に
占
め
る

割
合
と
言
う
意
味
で
低
下
し
て
い
た
。

だ
が
2
0
2
0
年
1
月
の
米
中
貿
易

協
定
以
降
、両
者
の
貿
易
額
は
回
復
し

て
い
る
。結
局
、一
部
の
市
場
参
加
者
が

を
受
け
て
、バ
イ
デ
ン
政
権
は
物
価
上

昇
抑
制
の
た
め
様
々
な
政
策
を
検
討
す

る
中
で
、対
中
制
裁
関
税
の
引
き
下
げ

も
視
野
に
入
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

そ
れ
で
は
、米
国
が
対
中
関
税
を
引

き
下
げ
た
場
合
、米
国
の
物
価
を
ど
れ

だ
け
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

P
I
I
E（
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
研

究
所
）の
P
o
l
i
c
y 

B
r
i
e
f

に
よ
れ
ば
、関
税
分
が
す
べ
て
米
国
輸

入
か
ら
減
じ
ら
れ
る
と
し
た
場
合
、

C
P
I
を
直
接
的
に
0・26
%
ポ
イ
ン

ト
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、と
し

て
い
る
。間
接
的
に
国
内
の
競
争
環
境

が
促
進
さ
れ
る
効
果
ま
で
含
め
れ
ば

ト
ー
タ
ル
で
1
・
3
%
ポ
イ
ン
ト
引
き

下
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
し

ず
、そ
の
成
果
が
十
分
に
表
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、次
の
二
つ
の
点
が
示
唆
さ

れ
る
。一つ
目
は
、政
府
が
今
年
の
経
済

成
長
目
標
を
達
成
で
き
な
い
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。1
〜
6
月
の

実
質
G
D
P
成
長
率
は
2
・
5
%
と

な
っ
て
お
り
、年
間
で
5・5
%
の
目
標

を
達
成
す
る
に
は
年
後
半
に
8・1
%

の
成
長
率
が
必
要
と
な
る
。こ
れ
は
難

し
く
、実
際
李
克
強
首
相
も
7
月
19

日
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て「
高
す

ぎ
る
成
長
目
標
の
た
め
に
、超
大
規
模

な
刺
激
措
置
、金
融
緩
和
を
打
ち
出

し
、将
来
の
成
長
を
先
取
り
す
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
」と
発
言
し
て
い
る
。

　

次
に
、そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
追
加
対

策
を
打
つ
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
。中
国
財
政
省
は
、1
〜
6
月
に

約
3・41
兆
元
の
地
方
政
府
専
項
債
が

新
規
で
発
行
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。中

国
政
府
は
3
月
末
の
国
務
院
会
議
で
、

2
0
2
2
年
の
地
方
政
府
専
項
債
発

行
枠（
3
・
65
兆
元
）の
う
ち
3
・
45
兆

元
を
6
月
末
ま
で
に
発
行
す
る
よ
う

地
方
政
府
に
指
示
し
て
お
り
、そ
の
発

行
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
形
と
な
っ
て

い
る
。

　

逆
に
考
え
れ
ば
7
月
以
降
、景
気
回

復
が
政
府
の
想
定
通
り
に
進
ま
な
か
っ

た
場
合
、景
気
刺
激
策
の
原
資
が
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。政
府
は

6
月
末
の
常
務
会
議
に
お
い
て
、政
府

と
人
民
銀
行
支
援
に
よ
る
債
券
発
行

な
ど
を
通
じ
て
3,
0
0
0
億
元（
国

家
開
発
銀
行
2,
1
0
0
億
元
、農
業

開
発
銀
行
9
0
0
億
元
）を
、新
型
イ

ン
フ
ラ
を
含
む
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投

じ
る
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、そ
れ
以

外
に
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
が
中
国
政
府
は

1.
5
兆
元
分
の
債
券
の
前
倒
し
発
行

を
行
う
可
能
性
を
報
じ
て
い
る
。成
長

目
標
達
成
は
難
し
く
と
も
、大
幅
な
景

気
の
減
速
を
回
避
す
る
た
め
の
追
加

対
策
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、中
国
は
10
月
あ
る

い
は
11
月
に
開
催
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
共

産
党
大
会
に
向
け
て
、国
内
外
の
大
き

な
混
乱
を
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。特
に
国
内
に
お
い
て
景

気
の
大
幅
な
減
速
を
経
験
し
て
い
る
最

中
で
も
あ
り
、そ
の
中
で
対
外
政
策
に

お
い
て
新
し
い
不
確
実
性
は
歓
迎
さ
れ

な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
。

台
湾
問
題
：
軍
事
的
行
動
を

と
っ
た
際
の
中
国
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い

何
故
米
国
、日
本
は
台
湾
有
事
の
可

能
性
を
強
調
す
る
の
か
：
両
国
共
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る

　

と
も
に
国
内
に
憂
い
を
抱
え
た
米

中
は
現
在
、対
外
問
題
で
新
た
な
る
リ

ス
ク
を
背
負
い
た
く
な
い
と
考
え
て
い

る
は
ず
だ
。も
ち
ろ
ん
、対
外
的
な
成

果
を
上
げ
る
こ
と
で
、国
内
の
問
題
を

覆
い
隠
す
と
い
う
手
は
あ
る
。だ
が
そ

は「
骨
太
の
方
針
」（
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
）に
お
い
て
、

N
A
T
O
の
加
盟
国
が
G
D
P
の

2
%
以
上
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
を

例
示
し
た
う
え
で
、防
衛
費
を「
5
年

以
内
」に
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
る
。

　

だ
が
5
年
以
内
に
国
内
に
て
防
衛

関
連
の
研
究
開
発
及
び
生
産
体
制
を

急
速
に
整
え
る
こ
と
は
難
し
い
。よ
っ
て

そ
の一
部
は
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
る

必
要
が
あ
る
。ま
た
そ
の
間
、強
化
さ

れ
る
防
衛
費
に
対
し
て
国
民
の
了
承

も
間
接
的
に
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

何
が
言
い
た
い
か
。「
台
湾
」有
事
と

言
う
リ
ス
ク
は
、日
本
側
に
と
っ
て
防
衛

費
を
拡
大
す
る
う
え
で
、米
国
に
と
っ

て
は
そ
の
防
衛
を
担
う
関
連
装
備
を

輸
出
す
る
う
え
で
、十
分
な
理
由
を
提

供
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
だ
。実
際
に
そ
れ
が
起
こ
る
か
ど
う

か
、と
い
う
よ
り
、そ
れ
が
起
こ
り
う
る

可
能
性
を
声
高
に
唱
え
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
両
国
に
あ
り
う
る
、と
わ
れ

わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

中
国
の
軍
事
的
行
動
は
中
国
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い

　
一
方
で
当
事
者
で
あ
る
中
国
は
ど

う
か
。

　

ま
ず
、現
在
中
国
が
米
国
の
規
制
に

よ
っ
て
台
湾
と
の
貿
易
活
動
に
支
障
が

出
て
来
て
い
る
か
と
言
え
ば
、全
く
支

れ
は
他
国
と
協
力
す
る
と
い
う「
安

定
」で
あ
っ
て
、他
国
と
争
い
を
起
こ
す

と
い
う「
混
乱
」に
は
な
り
に
く
い
。理

由
は
単
純
に
後
者
が「
成
果
」を
あ
げ

に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、海
外
投
資
家
か
ら
も
質

問
の
多
か
っ
た
台
湾
問
題
を
考
え
る
。

　

思
い
出
す
の
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

5
月
の
訪
日
で
あ
る
。米
国
と
日
本
と

の
経
済
関
係
を
考
え
る
と
、決
し
て
友

好
的
な
要
素
だ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、黒
田
日
銀
総
裁
就
任
以
降
の
米
国

側
か
ら
す
れ
ば
人
為
的
と
も
と
れ
る

円
安
が
あ
る
。ま
た
米
国
が
常
に
問
題

と
し
て
い
る
貿
易
赤
字
5
位
国
は
日

本
だ
。さ
ら
に
ロ
シ
ア
へ
の
制
裁
も
日
本

は
十
分
に
行
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
の
日
本
に
来
て
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
強
い
印
象
を
残
し
た
の
は「
台
湾
」

有
事
の
際
の
米
国
の
軍
事
的
ア
ク
シ
ョ

ン
の
有
無
に
関
し
て「
Y
e
s
」と
答

え
た
こ
と
で
あ
る
。記
者
会
見
後
、ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
当
局
者
は「
台
湾
政

策
に
変
更
は
な
い
」と
釈
明
し
た
う
え

で「
バ
イ
デ
ン
氏
は一つ
の
中
国
政
策
と
、

台
湾
海
峡
の
安
定
と
平
和
への
関
与
を

再
確
認
し
た
」と
説
明
し
て
い
る
。

　

誤
解
を
生
み
か
ね
な
い
事
案
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、な
ぜ
バ
イ
デ
ン
大
統

領
は
踏
み
込
ん
だ
答
え
を
行
っ
た
の

か
。そ
の
答
え
の
一つ
は
、日
本
側
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

日
本
の
自
民
党
は
防
衛
費
の
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
政
府

は
2
0
2
1
年
10
〜
12
月
期
よ
り
金

融
緩
和
及
び
景
気
拡
張
的
な
政
策
の

導
入
へ
と
舵
を
切
っ
て
い
る
。そ
の
成

果
は
一
部
2
0
2
2
年
1
〜
3
月
か

ら
見
え
始
め
た
も
の
の
、3
月
末
か
ら

は
上
海
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影
響
が
あ

り
、経
済
成
長
率
が
4
〜
6
月
期
に

は
例
え
ば
実
質
G
D
P
成
長
率
は
前

年
比
0・4
%
増
と
前
期（
1
〜
3
月

期
同
4・8
%
増
）よ
り
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。

　

そ
の
後
、中
国
政
府
は
5
月
23
日
の

定
例
の
国
務
院
常
務
会
議
に
お
い
て

追
加
対
策
を
決
定
し
て
い
る
。が
、そ
の

中
で
、企
業
向
け
の
減
税
・
税
還
付
の

1
，4
0
0
億
元
の
追
加
や
鉄
道
建
設

債
3
，0
0
0
億
元
の
発
行
を
支
援
す

る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。ま
た
、6
月

か
ら
12
月
ま
で
排
気
量
が
2
・
0
リ
ッ

ト
ル
以
下
の
乗
用
車
の
取
得
税
を
半

減
す
る
こ
と
も
決
め
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、自
動
車
販
売
は
回
復

し
、そ
れ
を
含
め
た
6
月
の
小
売
売
上

高
は
前
年
比
3・1
%
増
と
前
月（
5

月
同
6・7
%
減
）よ
り
回
復
し
た
。鉱

工
業
生
産
も
、上
海
市
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

解
除
を
う
け
た
生
産
お
よ
び
物
流
面

の
混
乱
が
緩
和
し
た
こ
と
に
く
わ
え

て
、自
動
車
生
産
も
回
復
し
た
こ
と
か

ら
復
調
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
最
後
に（
3
）労
働
市
場

で
あ
る
。6
月
の
調
査
失
業
率
は
5
・

5
%
と
5
月
の
5・9
%
よ
り
は
大
き

く
回
復
し
た
も
の
の
、前
年
対
比
で
は

0・5
ポ
イ
ン
ト
高
い
ま
ま
で
あ
る
。中

国
は
2
0
2
1
年
に
様
々
な
デ
レ
バ

レ
ッ
ジ（
過
剰
債
務
の
削
減
）を
含
め
た

規
制
強
化（
不
動
産
、小
売
、グ
リ
ー
ン

関
連
）を
行
っ
て
き
た
が
、そ
の
結
果
企

業
の
雇
用
活
動
が
停
滞
し
て
お
り
、そ

れ
が
消
費
や
不
動
産
市
況
に
ま
で
影

響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　

経
済
対
策
を
打
っ
た
に
も
関
わ
ら

　

だ
が
、ま
だ
3
点
十
分
な
回
復
が
見

ら
れ
て
い
な
い
分
野
が
あ
る
。ま
ず
は

（
1
）不
動
産
開
発
投
資
で
あ
る
。固

定
資
産
投
資
の
内
訳
を
見
る
と
1
〜

6
月
は
前
年
比
6・1
%
増
と
1
〜
5

月
の
同
6
・
2
%
増
よ
り
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
っ
た
が
、そ
れ
は
イ
ン
フ
ラ
投
資
が

加
速
し
た
か
ら
で
あ
り
、住
宅
市
況
の

停
滞
も
あ
り
不
動
産
開
発
投
資
は
減

少
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

次
に（
2
）自
動
車
以
外
の
消
費
で

あ
る
。減
税
効
果
で
自
動
車
販
売
は

戻
っ
た
も
の
の
、そ
れ
以
外
の
消
費
は
力

強
い
と
は
言
い
難
い
。

障
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、貿
易
活

動
は
活
発
な
ま
ま
で
あ
る
。半
導
体
の

輸
入
も
続
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、台

湾
か
ら
の
半
導
体
関
連
の
輸
入
の
割
合

は
高
ま
って
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

中
国
側
と
し
て
は
、現
時
点
に
お
い

て
、強
硬
な
手
段
を
と
っ
て
ま
で
台
湾

に
攻
め
入
る
明
確
な
理
由
が
ま
ず
見

当
た
ら
な
い
。も
ち
ろ
ん
、今
後
米
国

側
の
制
裁
が
強
ま
り
、台
湾
と
の
交
易

が
難
し
く
な
っ
た
場
合
は
前
提
が
変
わ

る
が
、台
湾
と
の
貿
易
に
お
い
て
大
き

な
困
難
に
直
面
し
て
い
な
い
現
在
、そ

の
可
能
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、台
湾
と
の
貿
易
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
、中
国
の
台
湾
依
存
度

を
高
め
た
こ
と
で
、中
国
側
の
台
湾
と

の一
体
化
を
よ
り
進
め
た
い
と
い
う
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。

だ
が
そ
れ
が
、軍
事
的
行
動
に
つ
な
が

る
と
い
え
ば
話
は
別
だ
。

 

仮
に
中
国
が
地
政
学
的
行
動
を
と
っ

た
場
合
に
、そ
れ
が
プ
ラ
ス
に
働
く
か
ど

う
か
、を
考
え
て
み
る
。具
体
的
に
は
、

中
国
が
台
湾
の
企
業
を
軍
事
的
な
行

動
に
よ
っ
て
強
制
的
に
取
り
込
ん
だ
場

合
ど
う
な
る
か
。そ
の
場
合
、米
国
側
の

規
制
強
化
に
よ
り
、手
に
入
れ
た
企
業

の
設
備
投
資
や
原
材
料
の
調
達
を
阻

ま
れ
、そ
の
企
業
が
持
つ
技
術
を
十
分

に
活
用
で
き
な
い
可
能
性
が
高
ま
る
。

こ
と
だ
。習
近
平
国
家
主
席
は
朱
立
倫

氏
に
祝
電
を
送
り
、「
両
党
は『
九
二
共

識
』（
92
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
）の
堅
持
、

『
台
湾
独
立
』へ
の
反
対
を
共
通
の
政

治
的
基
盤
」と
し
て「
台
湾
海
峡
の
平

和
を
図
り
、祖
国
の
統
一
と
民
族
の
復

興
を
図
る
こ
と
を
期
待
す
る
」と
の
内

容
に
対
し
て
、朱
立
倫
氏
は「
両
岸
人

民
は
共
に
炎
帝
と
黄
帝
の
子
孫（
中
華

民
族
）だ
。今
後
両
党
が『
九
二
共
識
』

と『
台
湾
独
立
』へ
の
反
対
を
基
盤
」と

し
た
上
で「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定

を
促
進
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
」

と
答
え
た
と
人
民
網
は
伝
え
て
い
る
。

　

た
だ
現
時
点
で
は
、最
大
野
党
で
あ

る
国
民
党
の
支
持
率
が
高
い
と
は
言
い

難
い
。と
は
い
え
、中
国
側
が
台
湾
に
対

し
て
焦
っ
て
軍
事
的
な
行
動
を
と
る
十

分
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
と
も
考

え
に
く
い
。結
局
、今
後
も
中
国
と
台

湾
の
経
済
規
模
格
差
は
開
い
て
い
く
中

で
、台
湾
の
中
国
経
済
依
存
度
が
増
し

て
い
く
中
、台
湾
内
部
か
ら
の
変
化
に

よ
っ
て
、よ
り
中
国
に
自
然
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
中
国
当
局
は
想
定

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、と
わ
れ
わ
れ

は
考
え
て
い
る
。

ま
と
め
：
中
国
は
待
ち
の
ス
タ
ン

ス
、軍
事
的
行
動
の
可
能
性
は
低

い
の
で
は

　

ま
と
め
れ
ば
、覇
権
争
い
が
続
く
米

中
関
係
で
は
あ
る
も
の
の
、直
近
で
は

両
国
と
も
に
内
憂
が
強
く
、対
外
政
策

に
お
い
て
新
た
な
不
確
実
性
を
望
ん
で

い
な
い
可
能
性
が
高
い
。そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
米
国
側
が
台
湾
有
事
を
声
高

に
叫
ぶ
背
景
に
は
防
衛
関
連
装
備
の

輸
出
強
化
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り
、

日
本
側
も
防
衛
費
拡
大
に
合
わ
せ
て

リ
ス
ク
要
因
を
唱
え
や
す
い
と
い
う
背

景
は
あ
り
そ
う
だ
。た
だ
当
事
者
で
あ

る
中
国
に
と
っ
て
は
台
湾
と
の
貿
易
活

動
が
半
導
体
を
含
め
活
発
と
な
る
中
、

軍
事
的
な
行
動
の
帰
結
と
し
て
手
中

に
し
た
企
業
の
技
術
も
無
用
事
物
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
同
時
に
、他
の

主
要
国
か
ら
何
ら
か
の
規
制
を
課
さ

れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
、実
際
に

軍
事
的
行
動
に
踏
み
込
む
可
能
性
は

少
な
い
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

　

更
に
、軍
事
的
な
行
動
が
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
よ
う
に
連
日
各
主
要

国
で
報
道
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
な
る

か
。そ
の
場
合
、現
時
点
で
、た
と
え
ば

人
権
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
、直
接
的
に

中
国
を
批
判
し
て
い
な
い
日
本
や
韓

国
、欧
州
各
国
が
、何
ら
か
の
形
で
中

国
に
対
し
規
制
を
加
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。中
国
に
と
っ
て
は
、た
と

え
ば
依
然
生
産
に
必
要
な
半
導
体
製

造
装
置
な
ど
の
供
給
が
断
た
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
高
ま
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

中
国
は
軍
事
的
行
動
よ
り
も
草
の
根

活
動
を
優
先
す
る
と
考
え
ら
れ
る

　

よ
っ
て
中
国
側
で
は
、そ
の
よ
う
な

軍
事
的
行
動
よ
り
は
、草
の
根
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。具
体
的
に

は
、2
0
2
4
年
1
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
台
湾
総
統
選
挙
に
向
け
て
、親
中

派
で
あ
る
台
湾
の
最
大
野
党・国
民
党

の
主
席
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
可
能
性

の
方
が
大
き
い
、と
わ
れ
わ
れ
は
考
え

て
い
る
。

　

例
え
ば
習
近
平
国
家
主
席
は

2
0
2
1
年
9
月
に
野
党
の
朱
主
席

に
祝
電
を
送
っ
て
い
た
。2
0
1
6
年

の
総
統
選
挙
で
民
進
党
の
蔡
英
文
氏

に
敗
れ
た
朱
立
倫
氏
が
、対
中
融
和
を

公
約
に
掲
げ
、台
湾
の
最
大
野
党
・
国

民
党
の
党
首
に
返
り
咲
い
た
こ
と
に
対

す
る
祝
電
で
あ
る
。2
0
2
4
年
の
総

統
選
挙
で
政
権
奪
還
を
目
指
す
、と
の

図表9. 中国固定資産投資の推移 （年初来累計）

出所 : 中国国家統計局よりMUMSS作成
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図表10. 中国小売売上高と調査失業率の推移 （%）

出所 : 中国国家統計局よりMUMSS作成

図表11. 中国と台湾の貿易依存度

図表12. 中国の半導体含む電気機器及び
電子部品の輸入の台湾の占める割合

出所 : 中国税関総署、中国台湾財政部よりMUMSS作成

出所 : 中国海関総署よりMUMSS作成
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李  智雄 氏

に
対
し
て
も
そ
の
余
地
を
残
す
こ
と
は

な
い
」と
し
た
う
え
で
、「
米
国
は
台
湾

の『
独
立
』を
支
持
し
な
い
こ
と
を
改
め

て
強
調
し
た
」と
し
て
い
る
。ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
側
も「
台
湾
に
つ
い
て
、バ
イ
デ
ン

大
統
領
は
、米
国
の
政
策
に
変
更
は
な

く
、米
国
は
現
状
を
変
更
し
た
り
、台

湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
を
損
な
お
う

と
す
る
一
方
的
な
行
動
に
強
く
反
対
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
」（
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
）と
書
い
て
い
る
。

　

台
湾
海
峡
の
問
題
に
関
し
て
、米
中

両
国
の
主
張
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く

変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。重
要
な

の
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
偶
発

的
な
事
件
が
生
じ
に
く
い
と
い
う
現
状

で
は
な
い
か
と
、わ
れ
わ
れ
は
認
識
し

て
い
る
。

　

目
下
の
攪
乱
要
因
は
ペ
ロ
シ
米
下
院

議
長
の
8
月
の
台
湾
訪
問
計
画
で
あ
っ

た
。中
国
が
強
く
反
発
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、敢
行
さ
れ
た
。だ
が
そ
れ

は
、中
国
に
よ
る
台
湾
軍
事
侵
攻
の
引

き
金
に
は
な
ら
か
っ
た
。な
ぜ
か
。

　

そ
れ
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の

は
、中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
官
営

機
関
紙「
人
民
日
報
」傘
下
の「
環
球

時
報
」が
、ペ
ロ
シ
氏
の
台
湾
訪
問
直
前

に
書
い
た
内
容
で
あ
る
。ア
ナ
リ
ス
ト
の

言
葉
を
引
用
す
る
形
で
、「
バ
イ
デ
ン
氏

と
ペ
ロ
シ
氏
は
、同
議
長
の
同
島
へ
の
訪

問
の
可
能
性
に
つ
い
て
、ペ
ロ
シ
氏
が
中

間
選
挙
と
自
身
の
政
治
的
利
益
を
考

慮
す
る
一
方
、バ
イ
デ
ン
氏
は
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
の
観
点
か
ら
検
討
し
、米
国
の

国
益
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、意
見
が
わ
か
れ
て
い
る
」

と
し
て
い
る
点
だ
。つ
ま
り
、ペ
ロ
シ
氏

が
米
国
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
、と
の
但
し
書
き
が
つ
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
専
門
家
は
中
国
が
ペ
ロ
シ

し
た（
ロ
イ
タ
ー
）。つ
ま
り
、米
国
側

は
、お
そ
ら
く
中
国
側
と
の
事
前
協
議

（
お
そ
ら
く
は
首
脳
会
談
中
）に
基
づ
い

て
軍
事
的
な
行
動
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
わ
け
だ
。

　

な
お
、中
国
は
軍
事
演
習
以
外
に

も
、台
湾
と
の
貿
易
の
一
部
を
停
止
す

る
と
発
表
し
た
。具
体
的
に
は
一
部
の

果
物
と
魚
介
類
の
輸
入
停
止
を
行
っ
た

が
、理
由
は「
基
準
を
超
え
る
残
留
農

薬
量
」や「
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
」で
あ
っ

た
。ま
た
、天
然
砂
の
輸
出
停
止
も
行
っ

て
い
る
も
の
の
、台
湾
側
は
中
国
産
の
天

然
砂
が
需
要
全
体
に
占
め
る
割
合
は

「
1
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
」と
言
及

し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る（
C
N
N
）。

　

そ
の
後
、中
国
国
務
院
台
湾
事
務

弁
公
室
は
8
月
10
日
に「
台
湾
問
題

と
新
時
代
の
中
国
統
一
事
業
」白
書
を

発
表
し
て
い
る
。台
湾
統
一に
向
け
て

「
我
々
は
、武
力
行
使
の
放
棄
を
約
束

せ
ず
」と
の
従
来
方
針
を
維
持
。一
方
で

「
非
平
和
的
手
段
は
、や
む
を
得
ぬ
状

況
下
に
お
け
る
最
後
の
選
択
肢
と
な

る
」と
も
言
及
し
た
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、今
回
の
ペ
ロ
シ
米
下

院
議
長
の
訪
台
は
最
終
的
に
米
国
側

の
軍
事
的
報
復
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
迎

え
ず
に
落
ち
着
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

中
国
側
の
台
湾
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、

や
は
り
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。引
き
続
き
、2
0
2
4
年
1

月
の
台
湾
総
統
選
に
向
け
、親
中
派
で

あ
る
野
党
支
持
を
継
続
す
る
こ
と
が
メ

の
行
動
を
制
限
す
る
た
め
に
、米
国
側

に
過
度
の
期
待
を
か
け
る
べ
き
で
は
な

い
と
も
警
告
し
た
」と
し
て
い
る
。そ
の

理
由
は「
米
国
は
、中
国
と
公
然
と
何

度
も
約
束
を
し
て
も
、そ
の
言
葉
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
い
」た
め
で
あ
り
、そ

の
た
め「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
備
え
る
こ

と
、特
に
軍
事
的
備
え
は
、中
国
に
と
っ

て
事
態
悪
化
を
防
止
ま
た
は
抑
止
す

る
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
い
う
」と
し

て
い
る
。つ
ま
り
、今
回
の
ペ
ロ
シ
下
院

議
長
に
よ
る
台
湾
訪
問
そ
れ
自
体
は
、

軍
事
的
行
動
の
引
き
金
と
言
う
よ
り
、

中
国
の
自
衛
の
た
め
の
防
衛
設
備
増
強

の
理
由
に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
、

と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。

　

結
局
ペ
ロ
シ
氏
に
よ
る
台
湾
訪
問
に

よ
っ
て
ど
う
な
っ
た
か
を
振
り
返
っ
て
お

く
。中
国
は
報
復
の
一
環
と
し
て
の
軍

事
演
習
を
行
っ
た
。軍
事
演
習
は
当
初

8
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
の
予
定
だ
っ

た
が
、事
実
上
延
期
さ
れ
、10
日
に「
各

任
務
を
成
功
裏
に
終
え
た
」と
中
国

人
民
解
放
軍
東
部
戦
区
の
報
道
官
は

告
げ
た
。

　

興
味
深
い
の
は
米
国
側
の
動
き
で
あ

る
。米
国
家
安
全
保
障
会
議（
N
S
C
）

の
カ
ー
ビ
ー
戦
略
広
報
調
整
官
は
8
月

4
日
の
段
階
で
、空
軍
が
同
週
内
に
予

定
し
て
い
た
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
I
C
B
M
）の
定
期
発
射
実
験
を
延

期
し
、「
米
国
は
誤
算
と
誤
解
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
こ
と
で
核
保
有
国
と
し
て

の
責
任
あ
る
態
度
を
示
し
て
い
る
」と

確
実
性
が
高
ま
っ
た
も
の
の
、習
近
平

国
家
主
席
は
22
日
に
お
見
舞
い
の
電

報
を
送
り
、最
終
的
に
、両
者
の
会
談

は
28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

7
月
28
日
の
米
中
首
脳
会
談
：
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
が
重
要
な
点

　

会
談
の
焦
点
は
、ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に

よ
れ
ば「
米
国
と
中
国
の
間
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
を
維
持・深
化
さ
せ

る
こ
と
で
、互
い
の
相
違
を
責
任
を
持
っ

て
管
理
し
、利
益
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で

は
共
に
働
く
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。な
お
中
国
側
の
新
華
網
に
よ
れ

ば
習
近
平
国
家
主
席
の
言
葉
と
し
て

「
中
米
関
係
や
相
互
の
関
心
事
に
つ
い

て
率
直
に
意
思
疎
通
を
図
り
、交
流
し

た
」と
の
こ
と
だ
。

　

台
湾
問
題
に
関
し
て
は
、新
華
網
は

「
い
か
な
る
形
で
の『
台
湾
独
立
』勢
力

続
く
米
中
対
話
：
台
湾
問
題
は

常
に
俎
上
に

米
中
の
現
状
と
台
湾
情
勢
を
考
え
る

　

中
国
の
台
湾
へ
の
軍
事
侵
攻
の
可
能

性
は
高
い
の
か
。わ
れ
わ
れ
は
そ
の
可

能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
理

由
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、ま
ず
米
中

関
係
の
現
状
を
確
認
し
た
後
、両
国
の

お
か
れ
た
現
状
、米
国
中
国
、そ
し
て

日
本
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
考
え
て
み

よ
う
。

　

米
中
関
係
は
現
状
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。一
部
の
安
全
保
障
関
連
に
関
す

る
技
術
規
制
を
除
き
、悪
化
は
し
て
い

な
い
、と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
7

月
21
日
に
、10
日
以
内
に
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
と
会
談
し
た
い
意
向
を

述
べ
た
。そ
の
後
、バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
不

想
定
し
て
い
た
よ
う
な「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
」は
生
じ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
だ
。

　

米
国
の
外
交
政
策
は
、米
中
の
デ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ（
緊
密
な
関
係
の
解
消
・

希
薄
化
）と
い
う
よ
り
、交
易
を
続
け

る
中
で
、米
国
が
相
対
的
に
多
く
の
恩

恵
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。そ
の
た
め
、対
中
関

税
を
維
持
し
た
ま
ま
、よ
り
安
価
な
国

へ
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
移
す
の
で
は

な
く
、中
国
と
の
関
係
を
維
持
し
た
ま

ま
、そ
の
中
で
イ
ン
フ
レ
圧
力
減
少
の

た
め
の
関
税
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

米
中
関
係
を
一
言
で
ま
と
め
る
と
、

安
全
保
障
に
関
し
て
は
制
裁
緩
和
の

動
き
は
見
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、米
中

の
相
対
的
な
位
置
付
け
の
確
認
か
ら

警
戒
感
が
や
や
和
ら
い
で
い
る
可
能
性

も
あ
り
、互
い
の
貿
易
依
存
関
係
は
高

い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、一
部
制
裁
緩
和
の
動
き
が
み
ら
れ

て
い
る
と
い
う
情
勢
だ
。

米
中
そ
れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
た
状

況
を
考
え
て
み
る
：
内
憂
に
外

患
を
加
え
た
く
な
い

米
国
：
イ
ン
フ
レ
圧
力
、セ
ン
チ
メ
ン

ト
悪
化
、支
持
率
低
迷

　

そ
の
両
国
が
お
か
れ
た
現
状
を
考

え
て
み
よ
う
。一
言
で
ま
と
め
る
と
、両

国
と
も
内
憂
が
深
刻
で
、外
患
を
増
や

し
た
く
は
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

米
国
は
、強
す
ぎ
る
労
働
市
場
の

下
、供
給
制
約
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
レ

圧
力
も
あ
り
、金
融
引
き
締
め
を
3

月
よ
り
敢
行
し
て
い
る
。現
時
点
で
は

実
体
経
済
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
い
も

の
の
、元
来
、金
融
引
き
締
め
は
時
差

を
伴
っ
て
影
響
し
て
く
る
も
の
だ
。例

え
ば
S
t
．L
o
u
i
s
連
銀
の
経
済

ブ
ロ
グ
は
、1
9
8
0
年
代
以
降
の
金

融
引
き
締
め
局
面
の
実
体
経
済
への
影

響
を
見
れ
ば
、（
1
）耐
久
材
消
費
は

引
き
締
め
か
ら
3
四
半
期
経
過
後
に

減
速
、（
2
）住
宅
固
定
資
本
投
資
は

2
四
半
期
経
過
後
に
減
速
、と
い
う
経

験
則
を
あ
げ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、現
在
の
米
国
経
済
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、大

幅
な
財
政
出
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に

よ
る
余
波
も
残
さ
れ
て
お
り
、事
情
は

異
な
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。具
体
的

に
は
米
国
は
、2
0
2
0
年
1
月
か
ら

2
0
2
1
年
7
月
ま
で
、対
G
D
P
比

で
25
・
4
%
も
の
支
出
を
行
っ
て
き
た

（
な
お
日
本
は
16
・
5
%
、英
国
は
16
・

2
%
）。そ
の
結
果
、未
使
用
所
得
に

よ
っ
て
経
済
が
支
え
ら
れ
て
い
る
分
は

な
お
大
き
い
。だ
が
そ
れ
で
も
、金
融

引
き
締
め
が
需
要
を
抑
え
物
価
上
昇

圧
力
を
抑
え
込
む
た
め
に
な
さ
れ
続

け
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
、い
ず
れ
実

体
経
済
に
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
出

て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

更
に
言
え
ば
、低
迷
す
る
米
国
政
権

の
支
持
率
も
あ
る
。11
月
に
控
え
る
中

間
選
挙
に
向
け
て
決
し
て
安
心
で
き

る
状
況
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。な
お
、

中
間
選
挙
は
11
月
8
日
に
行
わ
れ
、下

院
の
全
議
席
、上
院
の
3
分
の
1
議
席

が
改
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ま
り
米
国
は
国
内
に
お
け
る
様
々

な
問
題
に
追
わ
れ
て
お
り
、新
た
な
る

対
外
的
な
問
題
を
抱
え
る
だ
け
の
余

裕
は
な
い
と
言
え
る
。

中
国
：
経
済
成
長
率
鈍
化
、迫
る
政

権
長
期
化
決
定

　
一
方
で
中
国
は
ど
う
か
。中
国
政
府

イ
ン
の
政
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

米
中
の「
利
益
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
」

と
は
何
か
：
関
税
引
き
下
げ
は
そ
の

一つ
だ

　

と
こ
ろ
で
、米
国
側
が「
利
益
が
一
致

す
る
と
こ
ろ
で
は
共
に
働
く
」

（
W
h
i
t
e 

H
o
u
s
e
）と
し
た

部
分
は
何
で
あ
ろ
う
か
。中
国
側
は

「
中
国
と
米
国
は
、マ
ク
ロ
経
済
政
策
の

協
調
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
業
チ
ェ
ー
ン
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
安
定
性
の
維
持
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
の
安

全
保
障
の
確
保
な
ど
の
主
要
な
問
題

に
つ
い
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す

べ
き
で
あ
る
」（
新
華
網
）と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

関
し
て
、こ
れ
ま
で
何
度
か
報
道
さ
れ

て
き
た
米
国
側
の
対
中
制
裁
関
税
の

引
き
下
げ
も
含
ま
れ
た
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　

米
国
は
1
9
7
4
年
通
商
法

3
0
1
条
に
基
づ
き
、2
0
1
8
年
7

月
以
降
、米
国
政
府
が
不
公
正
と
判

断
し
た
貿
易
に
対
し
て
制
裁
を
課
し

て
き
た
。だ
が
関
税
負
担
は
中
国
企
業

に
ば
か
り
行
く
わ
け
で
は
な
い
。米
国

側
で
輸
入
を
し
て
い
る
企
業
に
も
負
担

は
行
く
上
に
、そ
れ
が
価
格
転
嫁
さ
れ

れ
ば
米
国
消
費
者
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
と
な
る
。

　

米
国
に
お
け
る
バ
イ
デ
ン
政
権
の
支

持
率
は
低
迷
し
た
ま
ま
で
あ
り
、支
持

率
低
迷
の一因
は
物
価
高
で
あ
る
。そ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
効
果
が
ど
れ
だ
け
で
、か
つ
ど

こ
ま
で
即
時
的
に
効
く
の
か
は
さ
て
お

き
、消
費
者
セ
ン
チ
メ
ン
ト
に
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
と
な
っ
て
い
る
物
価
に
対
し
て

政
府
が
で
き
る
か
ぎ
り
の
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
い
う
民
衆
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
繋

げ
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　

米
中
関
係
を
語
る
う
え
で
外
せ
な

い
の
は
互
い
の
貿
易
依
存
関
係
の
高
さ

で
あ
ろ
う
。ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
よ

る
対
中
制
裁
関
税
導
入
以
降
、米
国

と
中
国
の
貿
易
額
は
、米
国
に
占
め
る

割
合
と
言
う
意
味
で
低
下
し
て
い
た
。

だ
が
2
0
2
0
年
1
月
の
米
中
貿
易

協
定
以
降
、両
者
の
貿
易
額
は
回
復
し

て
い
る
。結
局
、一
部
の
市
場
参
加
者
が

を
受
け
て
、バ
イ
デ
ン
政
権
は
物
価
上

昇
抑
制
の
た
め
様
々
な
政
策
を
検
討
す

る
中
で
、対
中
制
裁
関
税
の
引
き
下
げ

も
視
野
に
入
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

そ
れ
で
は
、米
国
が
対
中
関
税
を
引

き
下
げ
た
場
合
、米
国
の
物
価
を
ど
れ

だ
け
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

P
I
I
E（
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
研

究
所
）の
P
o
l
i
c
y 

B
r
i
e
f

に
よ
れ
ば
、関
税
分
が
す
べ
て
米
国
輸

入
か
ら
減
じ
ら
れ
る
と
し
た
場
合
、

C
P
I
を
直
接
的
に
0・26
%
ポ
イ
ン

ト
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、と
し

て
い
る
。間
接
的
に
国
内
の
競
争
環
境

が
促
進
さ
れ
る
効
果
ま
で
含
め
れ
ば

ト
ー
タ
ル
で
1
・
3
%
ポ
イ
ン
ト
引
き

下
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
し

ず
、そ
の
成
果
が
十
分
に
表
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、次
の
二
つ
の
点
が
示
唆
さ

れ
る
。一つ
目
は
、政
府
が
今
年
の
経
済

成
長
目
標
を
達
成
で
き
な
い
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。1
〜
6
月
の

実
質
G
D
P
成
長
率
は
2
・
5
%
と

な
っ
て
お
り
、年
間
で
5・5
%
の
目
標

を
達
成
す
る
に
は
年
後
半
に
8・1
%

の
成
長
率
が
必
要
と
な
る
。こ
れ
は
難

し
く
、実
際
李
克
強
首
相
も
7
月
19

日
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て「
高
す

ぎ
る
成
長
目
標
の
た
め
に
、超
大
規
模

な
刺
激
措
置
、金
融
緩
和
を
打
ち
出

し
、将
来
の
成
長
を
先
取
り
す
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
」と
発
言
し
て
い
る
。

　

次
に
、そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
追
加
対

策
を
打
つ
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
だ
。中
国
財
政
省
は
、1
〜
6
月
に

約
3・41
兆
元
の
地
方
政
府
専
項
債
が

新
規
で
発
行
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。中

国
政
府
は
3
月
末
の
国
務
院
会
議
で
、

2
0
2
2
年
の
地
方
政
府
専
項
債
発

行
枠（
3
・
65
兆
元
）の
う
ち
3
・
45
兆

元
を
6
月
末
ま
で
に
発
行
す
る
よ
う

地
方
政
府
に
指
示
し
て
お
り
、そ
の
発

行
目
標
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
形
と
な
っ
て

い
る
。

　

逆
に
考
え
れ
ば
7
月
以
降
、景
気
回

復
が
政
府
の
想
定
通
り
に
進
ま
な
か
っ

た
場
合
、景
気
刺
激
策
の
原
資
が
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。政
府
は

6
月
末
の
常
務
会
議
に
お
い
て
、政
府

と
人
民
銀
行
支
援
に
よ
る
債
券
発
行

な
ど
を
通
じ
て
3,
0
0
0
億
元（
国

家
開
発
銀
行
2,
1
0
0
億
元
、農
業

開
発
銀
行
9
0
0
億
元
）を
、新
型
イ

ン
フ
ラ
を
含
む
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投

じ
る
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、そ
れ
以

外
に
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
が
中
国
政
府
は

1.
5
兆
元
分
の
債
券
の
前
倒
し
発
行

を
行
う
可
能
性
を
報
じ
て
い
る
。成
長

目
標
達
成
は
難
し
く
と
も
、大
幅
な
景

気
の
減
速
を
回
避
す
る
た
め
の
追
加

対
策
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、中
国
は
10
月
あ
る

い
は
11
月
に
開
催
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
共

産
党
大
会
に
向
け
て
、国
内
外
の
大
き

な
混
乱
を
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。特
に
国
内
に
お
い
て
景

気
の
大
幅
な
減
速
を
経
験
し
て
い
る
最

中
で
も
あ
り
、そ
の
中
で
対
外
政
策
に

お
い
て
新
し
い
不
確
実
性
は
歓
迎
さ
れ

な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
。

台
湾
問
題
：
軍
事
的
行
動
を

と
っ
た
際
の
中
国
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い

何
故
米
国
、日
本
は
台
湾
有
事
の
可

能
性
を
強
調
す
る
の
か
：
両
国
共
に

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る

　

と
も
に
国
内
に
憂
い
を
抱
え
た
米

中
は
現
在
、対
外
問
題
で
新
た
な
る
リ

ス
ク
を
背
負
い
た
く
な
い
と
考
え
て
い

る
は
ず
だ
。も
ち
ろ
ん
、対
外
的
な
成

果
を
上
げ
る
こ
と
で
、国
内
の
問
題
を

覆
い
隠
す
と
い
う
手
は
あ
る
。だ
が
そ

は「
骨
太
の
方
針
」（
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
）に
お
い
て
、

N
A
T
O
の
加
盟
国
が
G
D
P
の

2
%
以
上
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
を

例
示
し
た
う
え
で
、防
衛
費
を「
5
年

以
内
」に
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
を

明
記
し
て
い
る
。

　

だ
が
5
年
以
内
に
国
内
に
て
防
衛

関
連
の
研
究
開
発
及
び
生
産
体
制
を

急
速
に
整
え
る
こ
と
は
難
し
い
。よ
っ
て

そ
の一
部
は
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
る

必
要
が
あ
る
。ま
た
そ
の
間
、強
化
さ

れ
る
防
衛
費
に
対
し
て
国
民
の
了
承

も
間
接
的
に
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

何
が
言
い
た
い
か
。「
台
湾
」有
事
と

言
う
リ
ス
ク
は
、日
本
側
に
と
っ
て
防
衛

費
を
拡
大
す
る
う
え
で
、米
国
に
と
っ

て
は
そ
の
防
衛
を
担
う
関
連
装
備
を

輸
出
す
る
う
え
で
、十
分
な
理
由
を
提

供
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
だ
。実
際
に
そ
れ
が
起
こ
る
か
ど
う

か
、と
い
う
よ
り
、そ
れ
が
起
こ
り
う
る

可
能
性
を
声
高
に
唱
え
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
両
国
に
あ
り
う
る
、と
わ
れ

わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

中
国
の
軍
事
的
行
動
は
中
国
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
デ
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い

　
一
方
で
当
事
者
で
あ
る
中
国
は
ど

う
か
。

　

ま
ず
、現
在
中
国
が
米
国
の
規
制
に

よ
っ
て
台
湾
と
の
貿
易
活
動
に
支
障
が

出
て
来
て
い
る
か
と
言
え
ば
、全
く
支

れ
は
他
国
と
協
力
す
る
と
い
う「
安

定
」で
あ
っ
て
、他
国
と
争
い
を
起
こ
す

と
い
う「
混
乱
」に
は
な
り
に
く
い
。理

由
は
単
純
に
後
者
が「
成
果
」を
あ
げ

に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、海
外
投
資
家
か
ら
も
質

問
の
多
か
っ
た
台
湾
問
題
を
考
え
る
。

　

思
い
出
す
の
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の

5
月
の
訪
日
で
あ
る
。米
国
と
日
本
と

の
経
済
関
係
を
考
え
る
と
、決
し
て
友

好
的
な
要
素
だ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、黒
田
日
銀
総
裁
就
任
以
降
の
米
国

側
か
ら
す
れ
ば
人
為
的
と
も
と
れ
る

円
安
が
あ
る
。ま
た
米
国
が
常
に
問
題

と
し
て
い
る
貿
易
赤
字
5
位
国
は
日

本
だ
。さ
ら
に
ロ
シ
ア
へ
の
制
裁
も
日
本

は
十
分
に
行
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

そ
の
日
本
に
来
て
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
強
い
印
象
を
残
し
た
の
は「
台
湾
」

有
事
の
際
の
米
国
の
軍
事
的
ア
ク
シ
ョ

ン
の
有
無
に
関
し
て「
Y
e
s
」と
答

え
た
こ
と
で
あ
る
。記
者
会
見
後
、ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
当
局
者
は「
台
湾
政

策
に
変
更
は
な
い
」と
釈
明
し
た
う
え

で「
バ
イ
デ
ン
氏
は一つ
の
中
国
政
策
と
、

台
湾
海
峡
の
安
定
と
平
和
への
関
与
を

再
確
認
し
た
」と
説
明
し
て
い
る
。

　

誤
解
を
生
み
か
ね
な
い
事
案
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、な
ぜ
バ
イ
デ
ン
大
統

領
は
踏
み
込
ん
だ
答
え
を
行
っ
た
の

か
。そ
の
答
え
の
一つ
は
、日
本
側
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

日
本
の
自
民
党
は
防
衛
費
の
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
政
府

は
2
0
2
1
年
10
〜
12
月
期
よ
り
金

融
緩
和
及
び
景
気
拡
張
的
な
政
策
の

導
入
へ
と
舵
を
切
っ
て
い
る
。そ
の
成

果
は
一
部
2
0
2
2
年
1
〜
3
月
か

ら
見
え
始
め
た
も
の
の
、3
月
末
か
ら

は
上
海
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影
響
が
あ

り
、経
済
成
長
率
が
4
〜
6
月
期
に

は
例
え
ば
実
質
G
D
P
成
長
率
は
前

年
比
0・4
%
増
と
前
期（
1
〜
3
月

期
同
4・8
%
増
）よ
り
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。

　

そ
の
後
、中
国
政
府
は
5
月
23
日
の

定
例
の
国
務
院
常
務
会
議
に
お
い
て

追
加
対
策
を
決
定
し
て
い
る
。が
、そ
の

中
で
、企
業
向
け
の
減
税
・
税
還
付
の

1
，4
0
0
億
元
の
追
加
や
鉄
道
建
設

債
3
，0
0
0
億
元
の
発
行
を
支
援
す

る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。ま
た
、6
月

か
ら
12
月
ま
で
排
気
量
が
2
・
0
リ
ッ

ト
ル
以
下
の
乗
用
車
の
取
得
税
を
半

減
す
る
こ
と
も
決
め
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、自
動
車
販
売
は
回
復

し
、そ
れ
を
含
め
た
6
月
の
小
売
売
上

高
は
前
年
比
3・1
%
増
と
前
月（
5

月
同
6・7
%
減
）よ
り
回
復
し
た
。鉱

工
業
生
産
も
、上
海
市
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

解
除
を
う
け
た
生
産
お
よ
び
物
流
面

の
混
乱
が
緩
和
し
た
こ
と
に
く
わ
え

て
、自
動
車
生
産
も
回
復
し
た
こ
と
か

ら
復
調
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
最
後
に（
3
）労
働
市
場

で
あ
る
。6
月
の
調
査
失
業
率
は
5
・

5
%
と
5
月
の
5・9
%
よ
り
は
大
き

く
回
復
し
た
も
の
の
、前
年
対
比
で
は

0・5
ポ
イ
ン
ト
高
い
ま
ま
で
あ
る
。中

国
は
2
0
2
1
年
に
様
々
な
デ
レ
バ

レ
ッ
ジ（
過
剰
債
務
の
削
減
）を
含
め
た

規
制
強
化（
不
動
産
、小
売
、グ
リ
ー
ン

関
連
）を
行
っ
て
き
た
が
、そ
の
結
果
企

業
の
雇
用
活
動
が
停
滞
し
て
お
り
、そ

れ
が
消
費
や
不
動
産
市
況
に
ま
で
影

響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　

経
済
対
策
を
打
っ
た
に
も
関
わ
ら

　

だ
が
、ま
だ
3
点
十
分
な
回
復
が
見

ら
れ
て
い
な
い
分
野
が
あ
る
。ま
ず
は

（
1
）不
動
産
開
発
投
資
で
あ
る
。固

定
資
産
投
資
の
内
訳
を
見
る
と
1
〜

6
月
は
前
年
比
6・1
%
増
と
1
〜
5

月
の
同
6
・
2
%
増
よ
り
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
っ
た
が
、そ
れ
は
イ
ン
フ
ラ
投
資
が

加
速
し
た
か
ら
で
あ
り
、住
宅
市
況
の

停
滞
も
あ
り
不
動
産
開
発
投
資
は
減

少
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

次
に（
2
）自
動
車
以
外
の
消
費
で

あ
る
。減
税
効
果
で
自
動
車
販
売
は

戻
っ
た
も
の
の
、そ
れ
以
外
の
消
費
は
力

強
い
と
は
言
い
難
い
。

障
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、貿
易
活

動
は
活
発
な
ま
ま
で
あ
る
。半
導
体
の

輸
入
も
続
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、台

湾
か
ら
の
半
導
体
関
連
の
輸
入
の
割
合

は
高
ま
って
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

中
国
側
と
し
て
は
、現
時
点
に
お
い

て
、強
硬
な
手
段
を
と
っ
て
ま
で
台
湾

に
攻
め
入
る
明
確
な
理
由
が
ま
ず
見

当
た
ら
な
い
。も
ち
ろ
ん
、今
後
米
国

側
の
制
裁
が
強
ま
り
、台
湾
と
の
交
易

が
難
し
く
な
っ
た
場
合
は
前
提
が
変
わ

る
が
、台
湾
と
の
貿
易
に
お
い
て
大
き

な
困
難
に
直
面
し
て
い
な
い
現
在
、そ

の
可
能
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、台
湾
と
の
貿
易
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
、中
国
の
台
湾
依
存
度

を
高
め
た
こ
と
で
、中
国
側
の
台
湾
と

の一
体
化
を
よ
り
進
め
た
い
と
い
う
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。

だ
が
そ
れ
が
、軍
事
的
行
動
に
つ
な
が

る
と
い
え
ば
話
は
別
だ
。

 

仮
に
中
国
が
地
政
学
的
行
動
を
と
っ

た
場
合
に
、そ
れ
が
プ
ラ
ス
に
働
く
か
ど

う
か
、を
考
え
て
み
る
。具
体
的
に
は
、

中
国
が
台
湾
の
企
業
を
軍
事
的
な
行

動
に
よ
っ
て
強
制
的
に
取
り
込
ん
だ
場

合
ど
う
な
る
か
。そ
の
場
合
、米
国
側
の

規
制
強
化
に
よ
り
、手
に
入
れ
た
企
業

の
設
備
投
資
や
原
材
料
の
調
達
を
阻

ま
れ
、そ
の
企
業
が
持
つ
技
術
を
十
分

に
活
用
で
き
な
い
可
能
性
が
高
ま
る
。

こ
と
だ
。習
近
平
国
家
主
席
は
朱
立
倫

氏
に
祝
電
を
送
り
、「
両
党
は『
九
二
共

識
』（
92
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
）の
堅
持
、

『
台
湾
独
立
』へ
の
反
対
を
共
通
の
政

治
的
基
盤
」と
し
て「
台
湾
海
峡
の
平

和
を
図
り
、祖
国
の
統
一
と
民
族
の
復

興
を
図
る
こ
と
を
期
待
す
る
」と
の
内

容
に
対
し
て
、朱
立
倫
氏
は「
両
岸
人

民
は
共
に
炎
帝
と
黄
帝
の
子
孫（
中
華

民
族
）だ
。今
後
両
党
が『
九
二
共
識
』

と『
台
湾
独
立
』へ
の
反
対
を
基
盤
」と

し
た
上
で「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定

を
促
進
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
」

と
答
え
た
と
人
民
網
は
伝
え
て
い
る
。

　

た
だ
現
時
点
で
は
、最
大
野
党
で
あ

る
国
民
党
の
支
持
率
が
高
い
と
は
言
い

難
い
。と
は
い
え
、中
国
側
が
台
湾
に
対

し
て
焦
っ
て
軍
事
的
な
行
動
を
と
る
十

分
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
と
も
考

え
に
く
い
。結
局
、今
後
も
中
国
と
台

湾
の
経
済
規
模
格
差
は
開
い
て
い
く
中

で
、台
湾
の
中
国
経
済
依
存
度
が
増
し

て
い
く
中
、台
湾
内
部
か
ら
の
変
化
に

よ
っ
て
、よ
り
中
国
に
自
然
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
こ
と
を
中
国
当
局
は
想
定

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、と
わ
れ
わ
れ

は
考
え
て
い
る
。

ま
と
め
：
中
国
は
待
ち
の
ス
タ
ン

ス
、軍
事
的
行
動
の
可
能
性
は
低

い
の
で
は

　

ま
と
め
れ
ば
、覇
権
争
い
が
続
く
米

中
関
係
で
は
あ
る
も
の
の
、直
近
で
は

両
国
と
も
に
内
憂
が
強
く
、対
外
政
策

に
お
い
て
新
た
な
不
確
実
性
を
望
ん
で

い
な
い
可
能
性
が
高
い
。そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
米
国
側
が
台
湾
有
事
を
声
高

に
叫
ぶ
背
景
に
は
防
衛
関
連
装
備
の

輸
出
強
化
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り
、

日
本
側
も
防
衛
費
拡
大
に
合
わ
せ
て

リ
ス
ク
要
因
を
唱
え
や
す
い
と
い
う
背

景
は
あ
り
そ
う
だ
。た
だ
当
事
者
で
あ

る
中
国
に
と
っ
て
は
台
湾
と
の
貿
易
活

動
が
半
導
体
を
含
め
活
発
と
な
る
中
、

軍
事
的
な
行
動
の
帰
結
と
し
て
手
中

に
し
た
企
業
の
技
術
も
無
用
事
物
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
と
同
時
に
、他
の

主
要
国
か
ら
何
ら
か
の
規
制
を
課
さ

れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
り
、実
際
に

軍
事
的
行
動
に
踏
み
込
む
可
能
性
は

少
な
い
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。

　

更
に
、軍
事
的
な
行
動
が
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
よ
う
に
連
日
各
主
要

国
で
報
道
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
な
る

か
。そ
の
場
合
、現
時
点
で
、た
と
え
ば

人
権
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
、直
接
的
に

中
国
を
批
判
し
て
い
な
い
日
本
や
韓

国
、欧
州
各
国
が
、何
ら
か
の
形
で
中

国
に
対
し
規
制
を
加
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。中
国
に
と
っ
て
は
、た
と

え
ば
依
然
生
産
に
必
要
な
半
導
体
製

造
装
置
な
ど
の
供
給
が
断
た
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
高
ま
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

中
国
は
軍
事
的
行
動
よ
り
も
草
の
根

活
動
を
優
先
す
る
と
考
え
ら
れ
る

　

よ
っ
て
中
国
側
で
は
、そ
の
よ
う
な

軍
事
的
行
動
よ
り
は
、草
の
根
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。具
体
的
に

は
、2
0
2
4
年
1
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
台
湾
総
統
選
挙
に
向
け
て
、親
中

派
で
あ
る
台
湾
の
最
大
野
党・国
民
党

の
主
席
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
可
能
性

の
方
が
大
き
い
、と
わ
れ
わ
れ
は
考
え

て
い
る
。

　

例
え
ば
習
近
平
国
家
主
席
は

2
0
2
1
年
9
月
に
野
党
の
朱
主
席

に
祝
電
を
送
っ
て
い
た
。2
0
1
6
年

の
総
統
選
挙
で
民
進
党
の
蔡
英
文
氏

に
敗
れ
た
朱
立
倫
氏
が
、対
中
融
和
を

公
約
に
掲
げ
、台
湾
の
最
大
野
党
・
国

民
党
の
党
首
に
返
り
咲
い
た
こ
と
に
対

す
る
祝
電
で
あ
る
。2
0
2
4
年
の
総

統
選
挙
で
政
権
奪
還
を
目
指
す
、と
の

　2022 年 10月14日（金）〈10:00 ～ 16:00〉に第 11
回さわやか信用金庫物産展を羽田イノベーションシティ
にて開催いたします。
　さわやか信用金庫のお取引様を中心に地方の出展
者様も参加し、合計で50先以上の出展を予定しており、
地元銘品から全国の銘品まで生鮮食品・加工食品・
菓子類・飲料・酒類・各種雑貨等の展示販売、
地域物産の PRを行います。前回は 2019 年 11 月に
開催しており、今回は３年振りとなる「とことん応援プロ
ジェクト～ひろがる　つながる　一歩先の出会い」を
コンセプトに｢再開｣をテーマにリアル形式で行います。
　当日は５コース（東京タワー、横浜ランドマークタワー、
鎌倉八幡宮等）からなる日帰り旅行も予定しており物産
展の会場も立ち寄り場所となっています。多くのお客様
がご来場され、沢山のお買い物を楽しまれます。
　2022 年秋には、さわやか信用金庫 20 周年を迎える
にあたり、感謝をこめて物産展を実施してまいります。
出展者様が個々のブースで商品を販売するだけでなく、
地域のお客様同士が出会う交流の場を提供し、地域
を盛り上げていく環境作りをしていきたいと考えておりま
す。感染対策に十分配慮して実施致しますので、ぜ
ひ皆様のご来場を心よりお待ちしております。

さわやか信用金庫コンサルティングセンター

第
11
回 

さ
わ
や
か
信
用
金
庫

物
産
展 

再
開

日本全国の
12 エリアと交流

食品・雑貨など
出展企業が大集合

物産展の詳しい内容は次のページをご覧ください

3年振りの開催

図表13. 台湾の政党支持率の推移

図表14. 中国、台湾、香港のGDPなど比較

出所 : 財団法人台湾民意基金会よりMUMSS作成

出所 : 中国統計年鑑よりMUMSS作成
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民主進歩党 中国国民党 台湾民衆党 中立

(%) *(22/7)

2020年 中国 香港 台湾

名目GDP （兆元） 101.6 2.38 4.64

人口 (百万人） 1411.78 7.48 23.56

GDP per Capita （元） 71,966 318,097 196,934

16 15［特別寄稿］ 米中の現状と中台関係：軍事的行動の可能性は高まっているのか



A C C E S S  M A P

食品・雑貨など出展企業が大集合

日本全国
12 エリア
から集合

こちらから出展企業（さわやか信用金庫取引先）
の詳細がご覧いただけます。

https://sawayakanowa.jp/info/0010/
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「aile（エール）」フランス語で『翼』、
「yell（エール）」英語で『応援』という意味

株式会社

TEL.03-3660-5971　FAX.03-3660-5973
research@sawayaka-shinkin.co.jp
https://www.sawayaka-shinkin.co.jp/research/URL
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第42回（7月）「2022年 6月 日銀短観はこう見て、こう読み込め」
第41回（5月）「我が国のインフレ動向と日銀の政策対応はこう見て、こう読み込め」
第40回（4月）「2022年 3月 日銀短観はこう見て、こう読み込め」
第39回（3月）「インフレ傾向の高まりと金融政策の行方はこう見て、こう読み込む」
第38回（1月）「2021年 12月 日銀短観はこう見て、こう読み込め」

-Back Number-
（2022年 1月～2022年 7月）

スマートフォン・タブレットからは右記の QR コード、
パソコンからは「さわやかリサーチ」のホームペー
ジより視聴・閲覧できます。

https://www.sawayaka-shinkin.co.jp/research/

無料
公開中

UserVoice
そういうことか！

旬のネタが手に入る

隙間時間にちょうどいい

経
済
を
正
し
く
掴
ん
で
、
未
来
を
読
み
解
く
ヒ
ン
ト
に

こちらから動画・レポートがご覧いただけます。

スマホ・パソコン
タブレットOK

動画もレポートも

経
済
学
入
門

鈴
木
茂
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
効
く
最
新
コ
ン
テ
ン
ツ

動画版

本
誌
で
は
お
伝
え
し
き
れ
な
い

旬
な
ト
ッ
ピ
ッ
ク
ス
を
わ
か
り
易
く
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
な
が
ら
解
説

経
済
の
「
現
在
」
を
あ
な
た
に
届
け
る

い

　

ま

株式会社さわやかリサーチ特別参与「鈴木茂」による経済動向レポート「先
週および今週の我が国主要経済指標から」を毎週掲載しています。

「先週および今週の我が国主要経済指標から」

毎週更新のPDF版のレポートも掲載！無料
経済動向レポート

さわやかリサーチ ホームページ 無料コンテンツのご紹介
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